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平成２８年上富良野町予算特別委員会会議録（第１号） 

 

平成２８年３月１０日（木曜日） 午前９時００分開会  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 
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議案第 ２号 平成２８年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

議案第 ３号 平成２８年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 ４号 平成２８年度上富良野町介護保険特別会計予算 

議案第 ５号 平成２８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 平成２８年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

議案第 ７号 平成２８年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ８号 平成２８年度上富良野町水道事業会計予算 
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午前 ９時００分 開会  

（出席委員 １３名） 

─────────────────── 

○事務局長（林 敬永君） それでは、予算特別委

員会に先立ちまして、議長並びに町長から御挨拶を

いただきます。 

 初めに、西村議長、お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） おはようございます。 

 これから４日間の日程で予算特別委員会というこ

とで、２８年度の予算を審議いただくわけでありま

すけれども、一言私のほうから皆さんにお願い申し

上げたいと思います。 

 議員必携、何度も申しておりますけれども、こう

やってよくよく見ると非常に基本的なことが書いて

ありますので、４点ばかり読み上げて、皆さん方に

予算審議に一生懸命頑張っていただきたいと思いま

す。 

 まずその１点は、予算に当たりまして、１年間の

収入と支出の見積もりであると同時に、住民に対し

て、その年度にどれほどの公租公課を義務づけるこ

とになるか、また、その見返りとして、どんな行政

サービスを行って、福祉向上に努めることにするか

を約束するものであるという１点があります。 

 もう一つは、予算審議に当たっては、一つの施策

だけに重点を置くような見方ではなく、広く客観的

に住民全体の立場に立った公平なものでなくてはな

らないと。 

 それから、また、財源は確保されているか、もし

も歳入の見積もりが甘かったり、起債が過大で将来

の町村財政に不安を残すようなことがあれば何らか

の修正を加える必要があると。これこそ議会の予算

審議における第一の使命であり、責務であると言え

る。 

 もう一つが、堅実な予算を作成することが何より

も大切なことであって、編成に当たる町村長も審議

し、確定させる議会も特にこれに留意をしなければ

ならないということでありまして、当然のことであ

りますけれども、私も何度か読ませていただいてお

りますけれども、こうやって読み上げるのは初めて

でございます。皆さんも当然そういうことは十分踏

まえておられるだろうと思いますけれども、長丁場

になりますので、ひとつよろしくお願いを申し上げ

たいと思います。 

 以上で、予算委員会に当たりまして、一言申し上

げまして、議長からの挨拶にかえさせていただきま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○事務局長（林 敬永君） それでは次に、向山町

長、お願いいたします。 

○町長（向山富夫君） 皆さん、おはようございま

す。 

 本日から４日間にわたりまして、平成２８年度の

予算審議をお願い申し上げるところでございます。

大変お世話になることを、まず、冒頭お礼を申し上

げたいと思います。 

 先ほど議長から、予算特別委員会の本旨について

御挨拶いただきました。私どもも限られた予算を最

少の経費で最大の効果を上げるような予算編成に配

慮させていただきまして、今回、編成させていただ

いたところでございます。 

 御案内のように、今、社会は大きく変化を遂げよ

うとしている、ちょうどそういった入り口に差しか

かっているのかなというような認識を私どもも持っ

ておりまして、この予算審議を通じまして、委員の

皆さん方と私どもとしっかりと思いを共有させてい

ただいて、そして新しく迎える年度が町民の皆さん

方にとりまして、本当に次の時代につながる確かな

一歩となるような１年にしてまいりたいというふう

に考えておりますので、十分な御審議をいただきま

して、御議決をいただきますよう心からお願い申し

上げまして、御挨拶とさせていただきたいと存じま

す。 

 よろしくどうぞお願い申し上げます。 

○事務局長（林 敬永君） ありがとうございまし

た。 

 正副委員長の選出でございますが、３月２日の定

例会において、議長を除きます１３名の委員をもっ

て予算特別委員会を構成しておりますので、正副委

員長の選出につきましては、議長からお諮りをお願

いいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 正副委員長の選出について

お諮りいたします。 

 議会運営に関する先例により、委員長に副議長、

副委員長に総務産建常任委員長を選出することに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本予算特別委員会の委員長には村上和子

君、副委員長には中澤良隆君と決しました。 

○事務局長（林 敬永君） それでは、村上委員

長、委員長席へ移動をお願いいたします。 

○委員長（村上和子君） 改めまして、皆さん、お

はようございます。一言、御挨拶を申し上げます。 

 このたびの平成２８年予算特別委員会の委員長に

選出いただきました村上でございます。皆様方の御

協力がなければ、この重責を果たすことができませ

んので、特段の御協力をよろしくお願いいたしま

す。 

 今、上富良野町も人口減少時代を迎えまして、歳
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入も縮小する中で、町長も限られた財源の中、最善

のものとして予算を提案されたことと思いますが、

議会は、町長とは別に、住民の代表として選ばれた

者として、十分に議論を重ね、住民の納得のいく予

算としなければならないと考えております。 

 ４日間の審査期間ではありますが、効率的に委員

会が運営されますよう、委員各位の御理解と御協力

をお願いいたしまして、御挨拶とさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ただいまの出席委員は１３名であり、定足数に達

しておりますので、これより予算特別委員会を開会

します。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本委員会の審査日程等について、事務局長から説

明させます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 平成２８年第１回定例

会において本委員会に付託された案件は、議案第１

号平成２８年度上富良野町一般会計予算、議案第２

号平成２８年度上富良野町国民健康保険特別会計予

算、議案第３号平成２８年度上富良野町後期高齢者

医療特別会計予算、議案第４号平成２８年度上富良

野町介護保険特別会計予算、議案第５号平成２８年

度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算、

議案第６号平成２８年度上富良野町簡易水道事業特

別会計予算、議案第７号平成２８年度上富良野町公

共下水道事業特別会計予算、議案第８号平成２８年

度上富良野町水道事業会計予算、議案第９号平成２

８年度上富良野町病院事業会計予算の９件でありま

す。 

 本委員会の審査日程につきましては、お手元の日

程のとおり、会期は本日より３月１５日までの６日

間とし、審査は４日間といたします。 

 なお、事前の要求資料及び第５次上富良野町総合

計画実施計画書については、３月８日に配付したと

ころであり、予算審査に十分反映されるようお願い

申し上げます。 

 本委員会の説明員は、町長を初め理事者、関係す

る課長、主幹並びに担当職員となっております。 

 以上であります。 

○委員長（村上和子君） お諮りいたします。 

 本委員会の議事日程については、ただいまの説明

のとおりといたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本委員会の議事日程は、ただいまの説明

のとおりと決しました。 

 なお、本委員会は公開とし、傍聴人の取り扱いは

委員長の許可とします。 

 分科会の設置及び各分科長の選出についてお諮り

いたします。 

 分科会は、会議規則第７０条の規定により設置

し、その構成は、第１分科会が議席番号１番から６

番まで、第２分科会が議席番号７番から１２番まで

で、各６名の委員といたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議がありませんの

で、各会計予算の審査のため分科会を設置します。 

 各分科長は、委員長の指名により選出したいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議がございませんの

で、委員長において、第１分科会の分科長に岡本康

裕君。第２分科会の分科長に米沢義英君を指名いた

します。 

 これより、議案第１号平成２８年度上富良野町一

般会計予算を審査します。 

 初めに、既に配付しました附属資料、第５次上富

良野町総合計画実施計画書について説明の申し出が

ありますので、これを許可します。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） 予算特別委員会の事前

配付資料につきまして、概要を御説明申し上げま

す。 

 まず、第５次総合計画の実施計画でございます

が、これまでと同様に、毎年度、ローリング方式に

より、その内容を見直しながら、３カ年の実施計画

としてまとめたものであります。 

 １ページから２ページは実施計画の総括表で、現

時点における総合計画１０カ年間の全体事業におけ

ます平成２８年度から平成３０年度までの３カ年分

の予定事業費と、その財源内訳を掲載したものであ

ります。 

 ３ページから５ページは、３カ年間の予定事業費

を想定した年度別の収支見込みを資金計画としてお

示ししたものであります。 

 ６ページは、本町の代表的な財政指標について、

平成２１年度からの推移と資金計画に基づき、平成

３０年度までの将来推計を示したものであります。 

 公債費に関する指標については、これまでの大型

事業の償還が終えたことから改善されております

が、上富良野小学校、町営住宅、また、上富良野中

学校などの大型事業に伴う償還が始まることから、

将来的には比率の上昇が予測されるところであり、

経常収支比率についても、人口減少、少子高齢化の

進展の中で、町税の伸びが大きく期待できず、ま



― 4 ― 

た、地方交付税についても全体として縮減で推移し

ていくことが予測される中にあって、社会保障関連

経費などの増嵩が見込まれることから、財政構造の

硬直化が予測されるところであります。 

 ８ページ以降が３カ年の予定事業の内容となって

おります。 

 また、予算特別委員会の要求資料につきましても

配付をさせていただきました。 

 以上、配付の資料の説明といたします。 

 委員会における審議の御参考としていただければ

と存じます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（村上和子君） 以上で、資料の説明を終

わります。 

 お諮りします。 

 本委員会の質疑は、一問一答としたいと思いま

す。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本委員会の質疑は、一問一答とすること

に決しました。 

 委員並びに説明員に、あらかじめお願い申し上げ

ます。 

 質疑、答弁は要点を明確にし、簡潔に自席で発言

願います。 

 質疑は１問ごと、予算書の款別に行いますので、

十分に納得が得られるようお願い申し上げるととも

に、聞き漏らしなどのないよう御留意ください。 

 質疑のある場合は挙手の上、議席番号を告げ、委

員長の許可を得た後に自席で起立し、発言されるよ

うお願い申し上げます。また、説明員は挙手の上、

職名を告げ、委員長の許可を得た後に説明員席で起

立の上、説明願います。 

 これより、附属資料の説明に対する質疑を行いま

す。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 大まかな点についてお伺

いいたします。 

 今回、公共施設等の長寿命化計画等、管理計画等

が策定されつつあるかというふうに思いますが、こ

の中で、例えば焼却施設、あるいはその他の公共施

設等、かなり老朽化してきている部分があると思い

ますが、そういった要素というのは、まだこの中

に、計画の中に載っていない部分があるのかなとい

うふうに思いますけれども、その部分の予算等の確

保という点では、どういうふうになっているのか、

今後こういった計画の中で、平成３０年までになっ

ておりますから、それ以降の問題もあると思います

が、その位置づけ等はどういうふうな位置づけに

なっているのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えいたします。 

 公共施設等の長寿命化に伴います計画につきまし

ては、本年度末までにまとめたいということで、

今、鋭意努力をしているところであります。 

 これらにつきまして、今、実施計画上は、まだそ

れらにのついて、事業費等について、まだ今の実施

計画の中では網羅していないところでありますの

で、計画後、次年度以降の実施計画の中で反映でき

るものは、新たな実施計画の中で反映していきたい

というふうに考えているところであります。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、附属資料の質

疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 これより、議案第１号平成２８年度上富良野町一

般会計予算の１ページから６ページまでの質疑を行

います。 

 質疑の際は、ページ数と質疑の案件を告げて発言

願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、一般会計予算

の１ページから６ページまでの質疑を終了します。 

 次に、一般会計歳入歳出予算事項別明細書の歳

入、１款町税の３０ページから１１款交通安全対策

特別交付金の３７ページまでの質疑に入ります。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 何点か質問させていただ

きます。 

 ３２ページ、個人町民税等でありますが、今後、

収入の確保という形で、地方自治体に一定の収納率

の向上を求めてきているかというふうに思います

が、その点、今回、９８.５％程度という形になっ

ておりますが、この点、無理なく徴収の方向で財源

が確保される、過去３年間含めた中で設定されてい

るかというふうに思いますが、この点お伺いいたし

ます。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

御質問にお答えします。 

 町民税の収納率にかかわる御質問でございます

が、予算書にも書かせていただいておりますけれど

も、２８年度については９８.５％ということで見

込んでおります。 
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 この数字につきましては、２６年度決算では９

８.９％を達成したことから、過去の収納率も勘案

し、現状としては、この率については達成できるも

のと確認しての予算計上となってございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、国は将

来、経費等の削減によって、地方自治体における収

入の確保を求めてきているかというふうに思います

が、国が言っている収納率のどのぐらいまで今後確

保しなければ、今後、必要な財源の確保、あるいは

交付税措置とのかかわりの中で、わかりやすく言え

ば、収納率が上がれば交付税も一定交付されるけれ

ども、収入が下がれば交付税も、努力していないか

ら下がるというような、そういう指針が出されてい

るかというふうに思いますが、この点はどういう指

導がなされているのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） １１番米沢委員

から質問のありました町税収入と交付税の関係かな

というふうに思いますので、財政サイドのほうから

お答えさせていただきたいと思いますが、財政サイ

ドとしまして、国のほうから収納率は幾らですとい

う目標が示されているということは、今時点では把

握をしておりません。 

 また、交付税算定におきましては、実際の収納率

ではなくて、いわゆる課税額、集めなければならな

い部分で計算がされますので、逆に言いますと、収

納率がすごく下がりますと、現金は入ってこないの

ですけれども、その分、交付税で補塡されるという

仕組みにはなっておりませんので、町としまして

は、町民の皆さんに公平に負担をいただくというこ

とで、極力収納率の確保については努力を引き続き

していきたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 将来恐らくいろいろなこ

とが起きるだろうというふうに思いますので、

ちょっと伺ってみました。 

 それで、この内訳等は、給与所得、営業所得、農

業所得等があるかというふうに思いますが、それぞ

れどういう形の歳入を見込まれているのか、お伺い

いたします。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

御質問にお答えします。 

 個人の町民税につきましては、給与、営業、農

業、年金者を含む、その他、譲渡、退職者というこ

とで区分して、税金については算定をさせていただ

いております。 

 予算書のほうには、均等割と所得割についての算

定根拠を載せさせていただいておりますが、内訳の

数字については、所管委員会のほうで御説明した資

料のほうにつけさせていただいていますので、そち

らのほうを確認していただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ほぼ大体前年度対比、変

わらないような気もしますが、比較的農業所得等が

ふえるという形になっているかというふうに思いま

す。 

 次に、法人税等の収入についてお伺いいたしま

す。 

 国の２８年度の予算の中では、外形標準課税の導

入という項目がうたわれていたのかなというふうに

思いますが、これは、今年度予算の中にカウントさ

れるのかどうなのか、僕ちょっとわかりませんの

で、そういう報道もありましたので、法人税等にか

かわってお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（斉藤 繁君） １１番米沢委員の御

質問にお答えしたいと思います。 

 ２８年度については、外形標準等にかかわる法人

町民税の変更はなく、税率は下がっているのです

が、従来どおりの算定方法で算定してございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

 ７番北條委員。 

○７番（北條隆男君） 収入のほうで、たばこ税と

あります。これで、旧３級品とは何なのですか、

ちょっと教えてください。 

○委員長（村上和子君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（斉藤 繁君） ７番北條委員の御質

問にお答えいたします。 

 旧３級品というのは、わかりやすく言えば、銘柄

を言うのも何なのですが、わかばとかエコーとか、

安いたばこがあります。あれが旧３級品といいまし

て、ほかの高いのは、紙巻きたばこと言い、そうい

うふうな分けになっております。 

○委員長（村上和子君） ７番北條委員。 

○７番（北條隆男君） 旧３級品だけは去年よりも

１本に対しての税金が上がっているのです。これは

どういう理由で上がっているのですか。 

○委員長（村上和子君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（斉藤 繁君） ７番北條委員の御質

問にお答えいたします。 

 昨年の税制改正により、２８年度から４年間かけ

て、旧３級品は税率を優遇されていたわけなのです
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が、優遇措置を４年間かけて、普通の紙巻きたばこ

と同じようにするというふうに決定されまして、そ

の１年目が２８年度ということになっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） ３６ページ、交通安全対策

特別交付金に関してお伺いいたします。 

 前年より５０万円ほどアップしておりますが、こ

れは、交通違反者がただ単にふえたという認識でよ

ろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ９番荒生委員か

らありました交通安全対策特別交付金の関係でござ

いますが、これにつきましては、今、委員言われた

ように、財源は、いわゆる反則金からの交付という

ことになっておりますが、中身は、上富の分という

ことではなくて、全体の中で一定額がそれぞれの町

に交付されるということになっておりまして、現時

点では、こちらについては、通知のあった金額で一

応見込みということで出しておりますので、上富良

野町の状況の部分ということではないということで

御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３２ページの入湯税であ

りますが、これは、目的税等という形で、収入の確

保がなされているかというふうに思いますが、この

点で言えば、そのものはどうかわかりませんけれど

も、確保した後、どういう内容でどういうところ

に、観光あるいは施設等の整備等に使われるのか、

その点、目的税等ということでありますから、とり

あえず伺います。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） １１番米沢委員

からありました入湯税の財源充当先の御質問かなと

いうふうに思っておりますが、こちらつきましては

調べて、後ほど御回答させていただきます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 恐らく今回も入湯税の確

保ということで、大体近年、上富良野町等におけ

る、こういう施設を利用する方がふえてきていると

はいえ、大体このラインの人数なのかなというふう

に思いますが、今後、伸びる要素というのは、現時

点で恐らく入り込み客数も微増という形かというふ

うに思いますが、この点、無理のない、いわゆる税

の確保という点では、どういうふうに設定されたの

か、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

入湯税の見込みについての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 入湯税は、毎月月末締めで、町内、現在５カ所の

施設から報告をいただいております。これまでの過

去の実績と、今後の見込みにつきまして算定をし、

宿泊、日帰り、療養となっおりますが、各５カ所の

実績に基づいて、これについては、２８年度も見込

ませていただいております。 

 委員御質問のとおり、今後、上富良野町において

も、各宿泊施設等に日帰り並びに宿泊等は伸びてい

ただくことを、税としても見込ませていただきたい

と思っておりますが、過剰な歳入を見込むことは、

現在のところはないと思っておりますので、前年並

み、今年度以降もそのような形で見込んでいきたい

と思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ３３ページになりますけれ

ども、他町村で税収を上げるためにいろいろな努力

をしておりますけれども、町民税の３倍、４倍、５

倍、そういうニュースも聞いております。ふるさと

納税を使ってということですけれども、町として、

町税がこれだけ多くマイナスで計上している中、今

後どのように考えているのか、その辺を伺いたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ３番佐川委員のふるさ

と納税に関する町の考え方についての御質問にお答

えさせていただきます。 

 ふるさと納税の基本的な考え方につきましては、

これまでも議会の中を通じて、町長のほうからお答

えをさせていただいているというふうに理解をして

おります。 

 基本的に、ふるさと納税につきましては、例えば

生まれたふるさとであったり、お世話になった地

域、また、応援したい、そういう地域に寄附という

制度をもって、その寄附制度の改正の中で、２,０

００円を超える部分については、税控除を行うとい

う制度がふるさと納税の本体、本質というふうに理

解をしておりまして、昨今、多くの自治体の中で

は、今、全国的には８０％を超える自治体が返礼品

等を行っているということで、ふるさと納税の枠外

の任意の行為として、このような制度が運用されて
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おりますけれども、町においては、基本的に納税に

対する謝礼ということについては、基本的な考え方

は持ち合わせておりませんが、町長のほうからも答

弁がありましたように、一定程度寄附をいただいた

ことに対して、町がそのお礼の気持ちをあらわすこ

とについては否定するものではありませんので、そ

ういう中で、例えばいろいろな交流であったり、地

域振興策に生かされるような方策については、検討

していく課題というふうに認識をしているところで

あります。 

 これまでも町のほうでお答えさせていただいてお

ります、町としての一番の懸念として考えているこ

とにつきましては、ふるさと納税につきましては、

寄附者については、端的に言いますと２,０００円

の自己負担以外の部分は税控除がされます。そのと

きに２,０００円を超える、例えば謝礼品をいただ

くというようなことになれば、当然寄附者にとって

も経済的な優位性が見込まれる制度となっておりま

すし、逆に、寄附をいただく自治体にとっては、例

えば３万円の寄附をいただきました。１万円の返礼

品を送りました。一定程度の事務費等もかけて、１

万５,０００円ぐらいの経費をかけて対応しました

ということになれば、１万５,０００円の実質の収

入になります。ということは、寄附をする側、それ

から寄附をいただく自治体側も経済的な利得がある

ような、そういう仕組みになっています。 

 では、一体その負担というのは誰がしているのだ

ろうということが大きな懸念材料でありますので、

そのようなことから、総務省においても、良識のあ

る対応をというのが総務大臣の通知でなされている

中身なのだろうというふうに理解しておりまして、

そういったことは、ふるさと納税に対する町の考え

ている一番大きな懸念材料ということも御理解をい

ただきたいなというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 総務省のほうでも、そうい

う問題があるということはおっしゃっていますけれ

ども、それは高額の返礼品を渡したときの話であり

まして、どんどん進めてほしいというような、財務

省の方も言っておりますし、そこで税収をふやすと

いう、地方に税収をふやすための施策だというふう

になっていますので、努力をもう少しするというこ

とで考え、町税一般だけということでなく、税とい

うことで、そこら辺ももうちょっと考えていただき

たいなというふうに思うのです。それについて伺い

たいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 佐川委員の御質問にお

答えいたします。 

 先ほどもお答えしましたように、町として懸念と

思っているのは、当然寄附をする側も寄附をいただ

く側も経済的な利得があるということは、それはど

こかで負担が強いられているということになります

ので、それは多分、直接お答えしなくても、仕組み

は佐川委員御承知のことというふうに思いますけれ

ども、そのようなことから、制度の本質の中で、ぜ

ひ地域を応援したいという、そういう気持ちに町が

応えることについては何ら否定するものではありま

せんし、そういう仕組みの本質の中で、地域の活性

化につながるような施策については、今後も私たち

も検討していきたい、研究をしていきたいと思って

おりますし、また、応援したいと思えるような、そ

ういう地域のそういう取り組みを築き上げていくこ

とが、私たちの町に課せられている課題なのかなと

いうことも認識しておりますので、そういうことに

努力をしていきたいというふうに考えているところ

であります。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） 今の質問に対して追加の

質問というのは許されるのでしょうか。関連質問と

いうのは。 

○委員長（村上和子君） 歳入のところで、また改

めて御質問いただきたいと思います。 

 先ほど入湯税の答弁を企画財政班主幹、よろしく

お願いいたします。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） １１番米沢委員

からありました、先ほどの入湯税の充当先のことに

つきましてお答えをさせていただきたいというふう

に思います。 

 入湯税につきましては、目的税ということでいた

だいておりまして、過去におきましては、いわゆる

衛生費の中の公衆浴場費の振興対策費ということに

充当しておりましたが、現時点では、町の中に公衆

浴場費がございませんので、これにつきましては、

現在、十勝岳地区の温泉等の振興費の財源というこ

とで使わせていただいております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、歳入、１款の

町税から１１款の交通安全対策特別交付金までの質

疑を終了します。 

 次に、１２款分担金及び負担金の３６ページから

１３款使用料及び手数料の４１ページまでの質疑に

入ります。 

 １番中澤委員。 
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○１番（中澤良隆君） ３７ページの総務使用料の

関係の中で、保健福祉総合センター使用料がありま

すが、まずは、この内訳をお聞かせいただきたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １番中澤委員の保

健福祉総合センター使用料の内訳でございますが、

これにつきましては、社会福祉協議会ヘルパー事業

所の施設使用料で３２万９,０００円、それから訪

問看護ステーション施設使用料で２３万３,０００

円、デイサービス施設使用料で４３２万円、プール

使用料で２４０万円、各部屋の使用料で６３万６,

０００円、喫茶コーナーで３万６,０００円の積算

となっているところでございます。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 昨年から減っていると思う

のですが、減ったところの分野といいますか、どこ

でしょうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １番中澤委員の保

健福祉総合センター使用料の部分にかかわります減

額の部分でございますが、それぞれ社協、ヘル

パー、訪問看護ステーション、デイサービスセン

ター、プール等につきましては、月額使用料の単価

が下がっていることから、それぞれにおいて減額と

なっているところでございます。 

 また、各部屋の使用料につきましても、これまで

の実績から若干減額となっているところでございま

す。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） プールのほうはどんな利用

状況になっているでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） プールの使用につ

きましては、予算のほうでは、月２０万円の１２カ

月ということで予算計上させてもらっていますが、

これも実績に基づいての計上となっておりまして、

昨年との、若干下がってはいるのですけれども、今

ここでは、ことしの数字しか押さえていないもので

すから、若干下がっているという認識のみで、申し

わけありませんが、御理解いただきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 私もプールを利用させてい

ただいていますけれども、利用者がやっぱり減って

きているのかなと、そんなふうに捉えています。そ

の中で、昨年も健康づくり推進の町の記念事業で１

カ月間無料とか、１カ月間だったかどうかちょっと

わかりませんが、利用者をふやす努力をされていた

と思うのです。そういうことも引き続きしていくこ

とが、使用料のある程度アップにつながってくるの

かなと、そんなふうに思いますので、そういう考え

は今のところ持ち合わせていないのかどうかをお聞

かせください。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １番中澤委

員の御質問にお答えいたします。 

 昨年度、健康づくり宣言の時期に、無料のプール

とさせていただきましたところ、実績が１名だけで

した。ですので、継続して利用されている方、ま

た、新たに新規の方も４カ月券含めての継続された

パスポートを御利用の方が多くいらっしゃるという

ことで、今後、新規を含めては、生活習慣改善の一

つの運動ということで考えておりますし、保健指導

にも役立てていきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） ３９ページに、同じように

映るのですが、保健体育使用料の中で、社会教育総

合センター、また、Ｂ＆Ｇ海洋センター等について

も収入が減っていっていると。収入が減るというこ

とは、利用者が減っているのかなと、そんなふうに

思うわけですが、そこら辺の実態についてお聞かせ

ください。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １番中澤委員の社

会教育総合センターの利用とＢ＆Ｇのプールの関係

かと思います。 

 基本的に、社会教育総合センター、１０万円の減

ということで、昨年対比、落ちております。ここ近

年の推移もうちのほうでは把握しておりまして、総

体の人数の利用というのは落ちていない。ただし、

団体利用等で減免措置を受ける幼児、また、高齢者

の老人クラブ等の利用については特に伸びている

と。そういう実態から、結果的にそういうふうな部

分でございます。 

 そういったことも含めて、今、社会教育総合セン

ターにある施設の更新等を含めたり、利用の促進を

図るためのトレーニング機器の講習会等、そういっ

たことも含めて、できるだけ多くの方に利用いただ

く施策を行っておりますので、御理解をいただきた

いと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 今の何点かありましたけれ

ども、パークゴルフ場やなんかについては、ここに

ないので聞くわけにいきませんけれども、健康づく
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り推進の町を宣言して、利用実態が減って、今、社

教は、総体的には減っていないということでありま

すが、やはり利用者がふえてくるということが望ま

しいと考えるのです。そういうことで、その努力や

なんかについて、今後、取り組みを一層していただ

きたいなというふうに感じるところであります。そ

こら辺、教育長。 

○委員長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １番中澤委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 委員おっしゃったとおり、利用の促進を図るとい

うところが一番の、使ってもらって何ぼということ

だと思います。利用料については、先ほど担当課長

お話しさせていただいたとおり、下がっています。

それは、高齢者の方、無料、老連の関係の方の利用

が多い部分で、結果、料金のほうは少し下がってい

るという部分がございます。 

 今回、前回の使用料、条例改正もさせてもらった

とおり、定期利用期間券などなどをやって、利用促

進を少しでも図ってもらって、健康な人がふえると

いう方向に向かっていきたいと考えているところで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） ３９ページの土木建設機

械使用料、タイヤショベル使用料というのがあるの

ですけれども、どのようなものをどこへ貸し出して

いるのか、それによっての収入なのかというのと。

その算定の根拠というのを知りたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １０番髙松委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 この機械使用料につきましては、まず、タイヤ

ショベルにつきましては、町民の方が農道の雪割り

とか、それからあと、夏の農道の砂利を敷きならす

とか、不陸をならすとか、そういうときに使うもの

でございます。それが使用料として入ってくる形に

なっています。単価につきましては条例で定めてお

りますので、それを使用しております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） これに対しての再質問と

いうのは可能だということですか。 

○委員長（村上和子君） よろしいです。 

○１０番（髙松克年君） それは、例えば農家の

持っているものを一応町が借り上げるというような

形で使って、それの算定方法の中に入れられてい

て、収入として見ているということでしょうか。そ

れとも町のタイヤショベルを農家に貸し出してとい

う意味合いなのでしょうか。例えば土地改良区と

か、そういうことを言っているのか、その辺にお伺

いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １０番髙松委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 ちょっと説明不足で申しわけございませんでし

た。町の機械を運転手つきで、時間で使用料をいた

だいているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 町民でしたら誰にでも貸

し出しするのですか。基準というのはどういうのが

あるのか。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） 貸し出しという

か、運転手つきで、御要望があれば貸し出ししま

す。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 基準というのはないので

すか。自分の家の敷地をやるとか、そういうときで

も貸し出すのですか。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ちょっと今、目的

の部分で、資料を持ってきておりませんので後で説

明させていただきます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。あと、

ございませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） 同じところで、河川使用

料とあるのですけれども、これは町河川ということ

だと思うのですけれども、例えば土地改良区が用水

に使用するために、町の河川の工作物というか、そ

ういうものを指しているのかどうなのか聞きたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １０番髙松委員の

河川使用料についての御説明をさせていただきま

す。 

 河川使用料につきましては、河川敷地内に電柱を

建てさせてくださいというような部分で、ＮＴＴと

か北電とか、そういう電柱の部分の使用料をお支払

いしていただいているところでございます。 

 以上です。 
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○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、１２款分担金

及び負担金から１３款使用料及び手数料までの質疑

を終了します。 

 次に、１４款国庫支出金の４０ページから１５款

道支出金の４９ページまでの質疑に入ります。ござ

いませんか。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、１４款国庫支

出金から１５款道支出金までの質疑を終了いたしま

す。 

 次に、１６款財産収入の４８ページから２１款町

債、５７ページまでの質疑に入ります。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） ５５ページ、雑入のイン

ターネット公売利用料のからくりというか、利用料

はどうやって入ってくるのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（斉藤 繁君） ４番長谷川委員の御

質問にお答えいたします。 

 インターネット公売利用ということで、これは滞

納処分に係る公売でして、当然インターネットの公

売を利用して、全国的に公売をすると利用料という

のが発生してくるのですが、この利用料は、滞納処

分費として、滞納者から、公売したお金から充当し

ていいということで。 

 改めて、滞納処分で差し押さえした動産なのです

けれども、動産を公売するときにインターネットを

利用して公売した場合、公売手数料というものが、

インターネットの会社を使ってやりますので、利用

料というものが発生してきます。それは、滞納にか

かわる部分ですので、滞納処分費として、滞納者が

負担ということで、公売代金から充当していいとい

うことになっていますので、公売代金から、まずは

雑入で受けて、支出は別のところで組んでいるので

すけれども、その見合う分を雑入で同額、滞納者の

公売の代金から入れるという、残りを滞納に充当す

るということになっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 余ったお金を雑入に入れ

ているということですか。税徴収分で賦課してい

る、もうちょっと簡単に。（発言する者あり）それ

がちょっと合点いかなかったのですけれども、どう

いう仕組みで利用料が入ってくるのかなと。 

○委員長（村上和子君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（斉藤 繁君） ４番長谷川委員の御

質問にお答えいたします。 

 例えば公売で落札された金額の３％とか、そうい

う規約があって、それが利用料として町に請求され

るわけですが、町としてはそれを払うのですが、例

えば１万円で落札されました。そうすると、手数料

３００円です。町は３００円はとりあえず払うので

すが、１万円が手元に来たとき、先に払った３００

円は滞納者の負担ですので、雑入で受けると。残り

９,７００円を税金に充当という形、例えですが、

そういうふうなやり方となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） ついでではないですけれ

ども、インターネット公売で、去年も３万１,００

０円の予定だった。ことしは３万３,０００円に

なっているのですけれども、効果というのはどのぐ

らい出ているのですか、全てが売れているのです

か。何点公売にかけて、どのぐらい売れているの

か、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（斉藤 繁君） ２７年度については

実績はないのですが、２６年度中は１点、腕時計を

出品いたしまして、結構それなりの、我々が想像す

る以上の金額で落札されまして、収納となっており

ます。実績は、今のところ２６年度の１点だけで

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） ことし、３万３,０００

円の計上になっているのですけれども、ことしは、

それがまた出てくるという可能性を見込んで、去年

が３万１,０００円だったのでということですね。

○委員長（村上和子君） 税務班主幹、答弁。 

○税務班主幹（斉藤 繁君） ４番長谷川委員の御

質問にお答えします。 

 そのとおりで、基本的に公売するのは動産ですの

で、たまたま２６年度は１点だけしか公売に出すよ

うなものはなかったのですが、まとめて出てきた場

合に、５点、６点と件数がふえると、それなりに手

数料もふえまして、ことしは１０万円ぐらいを一応

公売でということで予定して、その手数料というこ

とで計上させていただきます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ５６ページの臨時財政対
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策債でありますが、いわゆる交付税総額の必要額が

足りない分についての補塡債だということで説明が

ありましたが、これの借入先等、利率等はどういう

ふうになるのか、予定されるのか、政府資金だと

か、いろいろあるかというふうに思いますが、その

点お伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） １１番米沢委員

からありました臨時財政対策債の借入先という部分

での御質問かなというふうに思っておりますが、こ

ちらの部分につきましては、基本的には国の資金を

借りる予定にしておりますが、今現時点での利率で

いきますと、今、低金利時代ですので、今年度でい

くと０.４％ぐらいを見込んでおります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 先ほどの４８ページの寄附

金のところ、地域振興費寄附金という名目がありま

す。ここでも関連しますので、ちょっと質問したい

のですけれども、先ほども申しましたけれども、や

はり寄附金を多くいただくという手法も考えた上

で、今後、先ほどのふるさと納税もそうですけれど

も、そのような努力をどういうふうに考えているの

か、ちょっと伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ３番佐川委員の御質問

にお答えします。 

 予算上の計上につきましては、科目計上というこ

とで１,０００円を計上させていただいておりま

す。当然、寄附金ですので、御厚志が幾らいただけ

るのかということになりますので、決算では一定額

が寄附として毎年お受けすることになりますけれど

も、予算上は、科目計上ということで計上させてい

ただいております。 

 寄附金については、たくさんいただくための考え

方かということが、果たしてどういうことなのかと

いうことになりますので、そういう計画を町が持ち

合わせるとか、そういうことについては、基本的に

は、そういう思いの計画を持ったりとか、そういう

方針を持つということはないということについて

は、町長からも先般の一般質問等の答弁の中でもお

答えをさせていただいているというふうに思います

が、いずれにしましても、上富良野の取り組みを応

援していただきたい、応援していただく人をたくさ

んふやしたいという思いは、これは当然のことであ

りますので、どういう取り組みが多くの方に賛同い

ただける取り組みになるのかということに知恵を

絞っていくことが大切なのかなというふうに考えて

います。 

 今の町のふるさと納税のＰＲさせていただいてい

る仕組みの中でも、町がこういう取り組みを、町と

しては、例えば日の出公園のラベンダーの再生や、

そういう取り組みに力を入れたいのだということを

ＰＲさせていただいておりますし、そういう思いを

もって御寄附をいただければ、町としても大変あり

がたいことなのかなというふうに理解をしていると

ころであります。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 今までの努力では足りなく

なってきている部分があるというふうに考えている

町民が多いのです。それで、いろいろな寄附の形、

上富良野のラベンダーの里に対するだとか、いろい

ろありますけれども、今後、その内容もふやしてい

く可能性もあるのかどうかを伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 佐川委員の御質問にお

答えしますが、そういう努力を続けたいということ

で、お答えさせていただいたところであります。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ４９ページの光ケーブル利

用料、これについての説明を伺いたいと思います。

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ３番佐川委員か

らありました光ケーブル利用料の御質問でございま

すが、この内容につきましては、平成２２年度に整

備をしました日新、清富地区における携帯基地局の

転送路整備ということで、丘町から日新、清富まで

３回線、町の事業として整備をさせていただきまし

た。この部分につきましては、携帯通信事業者のほ

うに貸し付けをするという形でしておりますので、

それぞれ貸付先から利用料ということで、この金額

を現在見込んでいるところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） この先は何件ぐらい、今現

在、会社は何件になっているのですか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ３番佐川委員か

らありました光ケーブルの利用状況ということにな

りますが、こちらにつきましては、携帯基地局の部

分でやっているものですので、２６年度で町が農村

部に整備した部分とは違う、携帯基地局用になりま

すので、そこの利用者数というのは、いわゆる通行

する自動車の方々も、携帯電話ですので。 

 事業者につきましては、ＮＴＴドコモとＫＤＤ
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Ｉ、いわゆるａｕの２社という形になっています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） ５３ページの下から３分の

１ぐらいのところに、古紙等の不用品の売り払いと

いうのが載っております。この古紙等には、古く

なった地図だとか、そういったものも含まれている

のかどうか。ここでなくても、古くなった地図とか

も売り払うと思うのですけれども、古い地図等を売

り払っているのかどうか確認したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 今村委員の御質問にお

答えいたしますが、こちらの古紙につきましては、

基本的には、古新聞ということで御理解いただきた

いと思います。 

 古くなった地図とか、価値のあるものは当然保管

しておきますし、そういうものは、基本的には、焼

却しなければならないものは焼却しますので、基本

的に、古紙の回収につきましては、古新聞を業者に

買っていただいているということであります。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ５３ページの他市町村の

一般廃棄物処理料負担という形で載っております

が、近年、富良野市等が衛生ごみ等の自家賄いとい

う形の、燃料に再生するというような取り組みがさ

れておりますが、そういうものも含めて収入を見込

んだというふうに思いますが、今後、この内訳等も

ありますが、近年減る傾向が見受けられます。非常

に収入としては大きな収入なので、ここら辺はどう

いうような位置づけ、算定になっているか確認した

いと思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

他市町村一般廃棄物処理料負担についての御質問に

お答えさせていただきます。 

 予算特別委員会資料１３にもつけさせていただい

ておりますが、２８年度の予算の内訳については、

資料のとおりになってございます。委員御質問のと

おり、年々減額になっているのではないかという御

質問に対しては、やはり各市町村ともごみの減量化

に努めていることから、重量等が実際に減量化され

ているので減ってきている状況でございます。 

 富良野市においてのごみの再生化につきまして

は、情報交換を行ってございますが、まだ富良野市

から正式に、めどが立っている旨は聞いておりませ

んので、２８年度につきましても、この数値に基づ

いて予算を計上しているところで、合意をいただい

ているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、一般会計歳入

歳出予算事項別明細書の歳入の件に対する質疑を終

了します。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 それでは、先ほど答弁漏れいたしました、４番長

谷川委員の質問に対しまして、建設水道課長、答弁

よろしくお願いいたします。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ４番長谷川委員の

タイヤショベルの使用は誰でもできるのかという部

分でございますけれども、条例のほうでは、各種土

木事業及び土地改良事業等の施工、その他のため、

建設機械を使用することができるということになっ

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） 次に、歳入歳出予算事項

別明細書の歳出、１款議会費の５８ページから２款

総務費の９５ページまでの質疑に入ります。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ７７ページの地方振興費の

地域おこし協力隊にかかわるところでお伺いしたい

のですが、この間、委員会等で説明もありました、

地域おこし協力隊のシステムを使って観光協会等に

配置をするということでございますが、まず、採用

する方の基準というもの、どの程度とっていらっ

しゃるか、お伺いいたしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ６番金子委員の御質問

にお答えします。 

 地域おこし協力隊につきましては、これまでも御

説明をさせていただいたように、ジオパークの推進

員と、あと、観光推進のための観光推進員の２名

を、ぜひこの地域おこし協力隊で活用したいという

ことで考えております。 

 基本的に、ジオパークの推進員につきましては、

地質学的、火山学的な、そういう素養のある方がど

うしても必要だということで、一定程度、大学院の

修士課程以上、そういうような専門知識を得られる

方をぜひ採用したいということで考えているところ

であります。 

 また、観光推進員につきましては、このエリアの

中でいろいろと観光の地域づくりに活動いただける

ような方で、特に最近ではインバウンド対応が大き
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な課題ともなっておりますので、言語能力のある方

をということで、そういう方を採用の基準として選

びたいということで考えているところであります。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ジオパークにつきまして

は、それだけ専門性のあるということで理解いたし

ます。 

 地域おこし協力隊については、結構難しいと思う

のです。多言語に携わるとすれば、ＴＯＥＩＣが何

点以上とか、英検で言えばどれぐらいかと。プラ

ス、地域の観光振興だったりとか歴史だったりを

知っていなければならないということと、多面性な

ところがある。その辺の基準というのは特にないの

ですか。例えば観光マスターを持っているとか、例

えば富良野地域について非常に愛着を持って、詳し

いものがある。プラスアルファ外国語がしゃべられ

るとか、そういうさまざまなハードルの組み合わせ

の中から採用を図るということでよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） ただいまの６番金子

委員の観光推進員のほうの地域おこし協力隊に関す

る御質問にお答えをさせていただきます。 

 基本的には、客観的に示す英検何級だとか、そう

いうものはございませんけれども、今回、予算立て

している中には、募集も含めて、その後のフォロー

も含めて、それを業としている会社に、その辺はお

願いしようということで進めているのですけれど

も、その選考過程の中では、当然語学力の確認もし

ますし、あと、人間性でありますとか、そういうも

のも全て、直接やりとりの中で人選をしていくとい

うことになっていきますので、それら全部総合的に

含めて、どなたに来ていただくかというのを決めて

いくということで進めたいと思っていますので、よ

ろしくお願いします。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 公募等という形でどちら

もされるという形なのですが、これは、地方再生の

交付金等を使った中で位置づけられているかという

ふうに思います。 

 今後、公募等に当たっては、面接等は当然町の担

当者も面接するかと思いますが、どなたが担当され

るのか、まず、この点お伺いしておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えします。 

 まず、ジオパークの専門員のほうにつきまして

は、基本的に、先ほど言いましたように、一定程度

の専門的な知識を有しておられる方ということにな

りますので、基本的には、応募があった場合には、

町のほうで、今現在であれば総務課長であります私

がまずお会いさせていただきたいなというふうに考

えておりますし、それら状況を含めて、いい人であ

れば、ぜひ町長、副町長にも会っていただくような

機会を持って決定したいというふうに思っておりま

すが、基本的な面接につきましては、私どものほう

の担当で対応させていただきたいというふうに考え

ております。 

 観光推進員のほうは産業振興課長のほうから答弁

をさせていただきます。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の地

域おこし協力隊に関する御質問にお答えをさせてい

ただきますが、観光推進員のほうにつきましては、

選考過程で、産業振興課のほうが担当になるかと思

いますが、その選考過程においても、いろいろと選

考をお願いいたしますコンサルとも連絡調整を十分

図りながら行っていきたいというふうに思います

が、最終的には、やはり人事部門であったり、理事

者との面接等を経て採用ということになるかと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３年間という形の区切り

があります。一応この地域再生の資金においても、

３年間という形の区切りになっておりますから、こ

れは合致するわけで、今後３年間、一定水準の目

標、ここまで到達させたいというような基準がある

かというふうに思いますが、大ざっぱでもよろしい

のですが、ただ、ジオパークだとか観光の推進だと

かという形になっておりますが、そこら辺どうなの

でしょう、目標設定という点では。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 米沢委員の御質問にお

答えいたします。 

 ジオパークの推進員につきましては、今現在は、

２９年度に認定申請に向けた申請等を行いたいとい

うことで、美瑛町と目標設定しておりますので、そ

れに向けて地域活動を積極的に推進していきたいと

いうふうに思っています。 

 晴れて認定ということになれば、ジオパークにつ

きましては、認定がゴールではありませんので、そ

れ以降の活動についてもお力添えをぜひいただきた

いというふうに思っておりますし、地域おこし協力

隊については、基本的に、特別交付税の措置がある

のは３年間ということでありますので、それ以降も

御本人がこの地域に残って、さらに活動したいとい

うような思いがあれば、そういうものについては、
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町としても相談に乗れる部分があるのではないかと

いうふうに理解をしているところであります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、相当地域

活動も、ジオパークは専念するという形になってお

りますし、恐らく観光においても、それぞれ企画部

分だとか、町と話し合いながら、どう地域の観光振

興だとか、そういうことを進めるのかという、細か

な打ち合わせ等が当然伴ってくるというふうに思い

ますが、そうしますと、こういう人たちの能力を生

かせる、あるいは、当然答弁もありましたけれど

も、どういう資質を持っているのかという形も含め

て採用するということでありますから、今後、どう

いうイベントを開いて、どういうかかわりをしても

らうのかだとか、こういう具体的なところまである

のかどうなのか、お伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） 地域おこし協力隊、い

ろいろな地域活動に参加していただきますが、特に

ジオパークにつきましては、今年度、春から１年か

けてずっと啓発事業を含めて、町においては、これ

まで既存で取り組まれている民間のいろいろな事業

もありますので、そういうものを含めて活動してい

きたいというふうに思っていますし、特に、先ほど

言いましたように、来年の申請時期というのが、例

年であれば５月ごろに申請をするような、そういう

のがジオパークの日程になっておりますので、特

に、２８年度というものは、申請書づくりも大きな

作業になってくると思いますので、そういうことを

専門的な部分でお力添えをいただくためにも、そう

いう知識のある方を活用したいというふうに考えて

いるところであります。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の地

域おこし協力隊員の活用というような御質問かとい

うふうに思いますが、観光推進員のほうにつきまし

ては、やはり外から来ていただくということで、新

たな発想でありますとか、そういうものが既存のイ

ベント、行事の中に反映して、さらに充実させると

いうことに関しては大変大きな期待を持っておりま

すし、３年という一つのめどでありますが、１年１

年更新で、委員も御存じかと思いますけれども、

ひょっとしたら途中でいなくなるというような事例

も全国には多々ございますので、ただ、それが３年

間続いたとして、その方にうちの町に対する愛着を

持っていただいたり、やはりこちらのほうも、すば

らしい人材だということになれば、今後、町の観光

の振興を担う人材として、ぜひ地元に残っていただ

きたいと、そういうようなことを将来的には考えて

いるところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 公募の仕方なのですが、

町のホームページ等、あるいはどこの範囲まで公

募、いわゆる道内なのか、北関東とか南関東とか、

いろいろあるというふうに思いますが、その範囲等

については、委託して、業者が全面的に前に出るの

か、その点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ジオパークの専門員に

つきましては、一応通常の地域おこし協力隊、全国

で活躍されている方いらっしゃいますけれども、少

しちょっと異質でありますので、極めて専門的な方

になりますので、研究者間のそういうサイトがござ

います。ジェイレックインというサイトというふう

にお聞きしていますが、そちらのほうを通じて募集

をかけさせていただきたいということで思っており

ます。 

 あと、これまでも、昨年から美瑛町と上富良野町

の推進協議会においては、学術顧問の先生がいらっ

しゃいますので、そういう先生方を通じて、どこど

こに過去、例えばどこどこのジオパークで活躍した

専門員の方がいらっしゃいますとか、この大学にこ

ういう方がいらっしゃいますというような御紹介も

ぜひお願いしたいということで、御協力をお願いし

ていますので、そういうつてといいますか、そうい

うものを通じて御紹介をいただければ、ぜひ面接す

る機会を持ちたいというふうに考えているところで

あります。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の御

質問にお答えしますが、観光推進員のほうにつきま

しては、全国広くということで考えております。情

報発信等も委託先のコンサルになるのかなというふ

うに思いますが、こちらの制度自体が、都市圏から

の方が来るということが一つのルールになってござ

いますので、全国とは言っても都市圏、都市、そう

いうところを対象として応募をかけるということに

なると思います。 

○委員長（村上和子君） ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） 資料いただいて、いろいろ

載っておりますが、タイムスケジュールとしては、

予算が通ってからということになるでしょうが、そ

れから後のスケジュール、現場に実際に、ジオ、観

光ずれるかもしれませんが、つくのはいつぐらいの

スケジュールを組んで見積もっていますでしょう

か。 
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○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ２番岡本委員の御質問

にお答えいたします。 

 ジオパークの推進員については、今、予算をお願

いしている段階でありますので、例えば、今、推進

協議会の中で学術顧問の先生たちに、いい人がいた

ら教えてというようなことは、今の時点でも当然や

らせていただいておりますし、ジェイレックインの

登録につきましても、これは経費のかかるものでは

ありませんので、そういうものはそういう先生方

に、研究者についてはこういうサイトがある、こう

いうところで声かけることができるというアドバイ

スをいただきましたので、それについては対応させ

ていただいているところでございます。 

 そのようなことで、予算上は１年分を計上させて

いただいておりますので、少しでも早くそういう方

が見つかって、いい人が見つかって、契約といいま

すか、来ていただけるような時期を迎えたいという

ことで考えているところであります。 

○委員長（村上和子君） ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） それと、考えたくないので

すけれども、空振りなんてということも、ちょっと

考えたくはないのですが、というところもあるかな

とは思うのですけれども、ほぼないと信じたいので

すが、そうなった場合、継続してずっと募集かけて

いくのかどうかということをお聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） 岡本委員の御質問にお

答えします。 

 私たちも空振りがないように、いい方が何とか見

つけたいなという思いでおりますけれども、結果と

して空振りというようなこともあるのかもしれませ

んけれども、そのようなことのないように努力した

いと思いますが、空振りのときには私たち職員が一

生懸命頑張って、ジオパークの専門員の方にぜひ活

躍いただきたいと思っていた部分を少しでもプロ

パーの職員で対応できる努力が必要なのかというこ

とで考えているところであります。 

○委員長（村上和子君） ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） 私も地域おこし協力隊の

ホームページとか、いろいろネットに載っているの

を見せていただいて、勉強させていただいたのです

けれども、なかなか来てくれて、雑用に使われてし

まって終わるとかという、今回は、ジオは専門的な

部分で、こちらは多国語とか、はっきり目的はある

のですけれども。これは相手にもよりますが、そう

いったときの仕事量というのですか、言語は言語で

対応しているのだけれども、そのほかにこれもして

もらったらありがたいとか、これもできるというよ

うな、その人の能力があればいろいろ対応してもら

うのですけれども、そういったようなことは考えて

いるかどうか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ２番岡本委員の御質

問にお答えさせていただきますが、今の御質問の内

容は大体観光推進員のほうかなと思いますので、私

のほうからお答えさせていただきますけれども、先

ほど米沢委員の御質問にもお答えしましたが、将来

的には、やはり残っていただいて、町の観光を担っ

ていただくような人材ということで考えております

ので、３年間の間に、やはりそういうものを意図し

た雇用の仕方というか、そういうことで考えていま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 関連ですか。 

 １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） ジオパークに関してお聞き

をしたいと思いますが、ここに掲げられている予算

が大体全てということで、ちょっとよくわからない

のは、当然十勝岳をメーンにジオパークということ

になれば、いろいろな条件整備をしておくのが２８

年度だと思うのです。例えば登山道の整備だとか、

それから、登山の看板、案内だとか、当然十勝岳に

かかわる条件整備やなんかをしておかなければなら

ないのかなと勝手に思っているのですが、そこら辺

の考えはどんなものでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １番中澤委員の御質問

にお答えいたしますが、十勝岳の例えば登山道の整

備であったり、登山の案内看板であったりというよ

うなことにつきましては、ジオパークと直接という

ことではなくて、当然これまでの課題でもあります

し、これからの課題でもある部分だというふうに理

解しておりますけれども、ただ、ジオパークの申請

に向けては、当然ツーリズムもジオパークの大きな

テーマの中の一つでありますので、そういう意味

で、看板の整備等についても、そういうものは、ジ

オパークのこれからの推進の中で図っていくものと

いうふうに考えておりますが、特に２８年度におい

ては、これまでの推進協議会の協議の中でも、特

に、これから例えばジオパークの推進に向けた、多

くの皆さんに目にしていただくような看板について

も、どういうものがいいのかというようなことで、

例えばモニター看板みたいなものも両町に少しずつ

配備するような、そういうことも検討する課題です

ねというようなことを両町で協議しています。 

 また、そのようなことでありますので、そういっ
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たハードの部分についても、ジオパークの関連の予

算という言い方がいいのか、それとは別のものとい

うことで考えるのかもありますけれども、基本的に

そのようなことで、ジオパークについても、モニ

ター看板等については、今後の推進の啓発事業の一

つとして、ジオパーク側では考えているところであ

ります。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。関連で

すか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 非常に町民の方は、ジオ

パークとはなんだろうという素朴な疑問を持ってお

られる方がすごく多いです。まだまだ、これから始

まったばかりなので、そう浸透していない部分もあ

るかというふうに思いますが、やはり何よりも住民

の盛り上がりが大事だということで、それがある程

度、認定に左右されるということと、地質そのもの

の遺産を、どう価値をあぶり出すかということが非

常に重要になってきているということが、全国各地

の事例を見ても、そのとおりでありますが、やはり

こういったところをきっちり押さえた宣伝、啓蒙啓

発しながらきちっと踏み固めていくというような戦

略というか、そういったものが非常に大切になって

くるかと思いますが、その点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えします。 

 今、委員おっしゃったように、まさにそのような

ことが大切なことなのだというふうに私たちも理解

をしているところであります。 

 そのようなことで、特に、テーマとしては、ボト

ムアップ型のジオパークを目指そうということで、

地域の皆さんがジオパークということをしっかりと

理解していただくような、そういう啓発活動をしっ

かり私たちも取り組んでいく必要があるのかなとい

うふうに思っています。 

 そのようなことで、特に２７年度については、私

たちの中で、町民の皆さんに、今こういうジオパー

クという認定に向けて取り組んでいるのだというこ

とをしっかりと知っていただくような、いろいろな

イベントや機会を通じて、そういうことをさらに周

知していきたいというふうに思っております。 

 今、委員がおっしゃられたように、一気にそうい

うことが広がるということもなかなか難しいことで

ありますので、しっかりと時間をかけていくことも

必要になってくるのかなというふうに思っていま

す。 

 ジオパークの認定に当たっては、そういう地域の

皆さんの理解がどれぐらい進んでいるのだというこ

とも、認定に向けての評価をする基準というふうに

も伺っておりますので、ぜひいろいろな機会を通じ

て、これからもＰＲに努めていきたいというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） それではここで、暫時休

憩をとりたいと思います。再開は、１０時５０分か

ら再開いたします。 

────────────────── 

午前１０時３５分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） それでは、休憩前に引き

続き、会議を再開いたします。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 質問変えてよろしいのです

ね。６７ページの庁舎等の管理、電気の質問をした

いなと思っているのですけれども、ここだけではな

いのですけれども、いろいろなところに出てきます

けれども、４月から電力の販売が自由化されたとい

うことで、町はどこから電力を買うのか、引き続き

という話もあると思います。そこをお聞きしたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ５番今村委員の御質問

にお答えいたします。 

 町においては、この４月から電力、小売も自由化

になるということでありますけれども、基本的に、

北電との契約を継続したいというふうに今時点では

判断をしているところであります。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） なぜそこから買うのだろ

う。予測すると、安定供給だとかいろいろあると思

うのですけれども、なぜそこから買うのか。安いと

ころから買ったら少しでも財政に余力が出るわけで

すから、なぜそこから買うのか理由をお聞かせいた

だきたいなと。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 今村委員の御質問にお

答えいたします。 

 基本的には、電力が自由化になるということで、

一定程度、町の方でも新電力の会社等から見積もり

等も少しいただいた経緯にあります。 

 確かに金額的には多少のメリットが出るものもあ

ります。町のほうでは、特に役場庁舎等、大きな施

設については高圧受電の契約をしておりますので、

家庭の電力に比べますと、１キロワット当たりの単

価等も一定程度安い料金が今現在も設定されており

ますが、と言いながらも、いかんせん、皆さんの各
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家庭の電力もそうですけれども、原発がとまった以

降、北電は２度にわたる電力の値上げ等もあって、

かなり電気料金についても、今、負担が大きくなっ

てきている状況にあります。 

 特に、役場庁舎のように電力を使う幅といいます

か、そんなに幅の大きくないような施設について

は、新電力に移行することでのメリットというもの

は余りないのですけれども、私も詳しくはまだそこ

まで見ていないのですけれども、例えば学校とかで

あれば、冬休みや夏休みというのは一気に電力の使

用が小さくなります。使うときには大きくなる。基

本的にこういう幅によって、基本契約を基本的にし

ますので、使わないような時期とか、使わない季節

があったりするような施設については、一定程度新

電力にも経費的なメリットはありますけれども、先

般の新聞報道でありましたように、新電力の会社が

契約を打ち切るような、そういう事態も新聞報道等

でありましたけれども、基本的には、まず、安定供

給ということが一番の大きな要因でありますけれど

も、一方、電気代というものも、今後の判断におい

ては大きな要因になるのかというふうになりますけ

れども、今現在、大きくしたときに一定程度のメ

リットは認められますけれども、そう大きなメリッ

トというものについては、まだはっきりと試算をで

きていない状況にありますので、今現在の時点で

は、安定的な供給といいますか、もし新電力と契約

をしたときに、先般のような事態が発生したとき

に、また北電に変わるというようなときには、北電

との新たな契約はどういうことになるのかというこ

とも想定しながら、引き続き北電との契約というこ

とで、今時点では判断をしているところでありま

す。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 安定供給と、それと年間通

じて、季節によっては電力の使用量が違うところに

ついては、今後、検討するという判断でよろしいの

ですか。 

 安定供給という話をしますと、例えばＫＤＤＩと

かがあります。安いかどうかはわかりませんけれど

も、買っていて例えばふぐあいが生じて電力がと

まったら北電が補助するようになっているではない

ですか。ということは、どこから買っても安定供給

はされると思うのです。そういうことも含めて考え

れば、やはり１円でも１０円でも安いところから買

うという努力が必要だと思いますし、ごめんなさ

い。今、庁舎のところで、町の公共施設全部のお話

をしているつもりなのですけれども、そういったこ

とを考えると、一部でもいいから切りかえていって

もいいのかなと思ったのです。 

 北海道の道庁も切りかえてきていますよね。そう

いったことを踏まえて、先ほどちょっと抽象的なと

ころだったのですけれども、今後、検討するという

のは、もう少し具体的にお聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 今村委員の御質問にお

答えします。 

 当然電気料金は経常的にかかる経費でありますの

で、こういうものが安くなることは、町にとっても

大変いいことでありますので、特に、先ほど言いま

したように、季節や時期によって電力に大きな幅が

あるような施設についてはメリットも多く見込まれ

ますので、組織全体を通じて、新電力に移行したほ

うが得な施設であったり、そういうことも考慮しな

がら検討を進めたいということで、御理解をいただ

きたいと思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ７９ページ、住民自治活動

推進交付金でありますけれども、以前に資料をいた

だいたときに、基本割というか、それと人数で考え

るというか、あと、若年、高齢ということが加算が

ふえるという基準があったと思うのですけれども、

近年、高齢化になっていますし、また、人口も少し

ずつ減ってきているのがわかってきているのですけ

れども、これついての見直しというのは考えている

かどうか、その辺をちょっと伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ３番佐川委員の住

民自治活動推進交付金についての算定根拠について

の御質問についてお答えいたします。 

 委員から御質問いただきましたとおり、この算定

につきましては、均等割、世帯割、あと、福祉活動

対策を目的に、高齢者、青少年ということで区分を

し、それぞれの人数に応じた加算も行ってきてござ

います。 

 これまで算定については、昨年の９月３０日現在

の人口に応じた形で算定をして予算計上させていた

だいております。 

 昨今、住民会長懇談会の中でも、各地区での高齢

者の増加による、高齢者を対象にした事業の活動を

するに当たっての資金不足等の御意見をいただいて

おりますこともあり、今後、見直しを図っていかな

ければいけないと所管では考えておりますが、今年

度、２８年度、この事業実績と住民会長との意見交

換も開催しながら、この辺については、今後、見直

しを図っていくよう検証を進めていきたいと考えて

おります。 
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 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 今お答えの中でもあったの

ですけれども、やはり住民会長会議でそういう意見

があったということで、私も情報として持っていた

のですけれども、苦しい部分もあると思うのです。

要するに高齢化社会だからといって、高齢者だけ優

遇するような、そういう政策というか、配慮も大切

ですけれども、やはり協働のまちづくりということ

が主体ですので、そこら辺の、敬老会の予算が足り

ないとか、そこら辺でくくって、補助を深めるとい

うか、そういうふうな部分って、ちょっと苦しい部

分があるのですけれども、そこら辺は、住民自治活

動の協働のまちづくりの視点から考えていって、ど

のように判断を、基準を持っていくかということは

すごく重要な問題になってくると思いますので、そ

こら辺について、検討するというお答えはいただい

たのですけれども、そこら辺についてもちょっと伺

いたいなと思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ３番佐川委員の算

定における根拠並びに、ただいま地区における高齢

者に対する対策についての活動への支援の方向性に

ついての御質問についてお答えさせていただきま

す。 

 私どもは、各地区によってかなり高齢者の割合、

あと、住民会の活動も異なるとお伺いしておりま

す。ただいま住民会長懇談会の中でも、さきに住民

会長の皆様がお集まりいただき、各地区での現状を

把握するとともに、お互いの意見交換も積極的にし

ていただいているところでございます。 

 町は、そのような状況を随時報告をいただきなが

ら、今後、それを参考に検証に当たっていきたいと

考えておりますので、今、現時点でどこにどのよう

な形の見直しということは、ちょっと答弁はできま

せんので、御理解いただきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） お金もさることながら、

人材がやはり地域によって非常に少なくなってきて

いるのです。やはり何よりも、私たちも地域で高齢

者のサロンだとか敬老会等をしておりますけれど

も、やはりそれに必要な人をどのように確保するの

かという点で非常に苦慮しているところでありま

す。 

 上富良野全体を見ていましても、やっぱり高齢化

率がそれぞればらばらになっておりますし、高いと

ころもあれば低いところもあるという形で、今、押

しなべて、大体平均高くなってきております。 

 この間の住民会長会議の中でも、地域で人が、や

はりお互いが高齢になって、支え合うどころから支

えてほしいというような切実な声がたくさん出され

ておりますので、そういう意味で、町が改めて一つ

にもう一度できないかという声もありましたし、ま

だ十分そこまでいかないという取り組みもあります

し、そこら辺の判断が非常に求められてきているの

かなというふうに思いますし、今後、やはり地域で

支えられなくなるとすれば、何らかの形で町も主催

するだとかということも必要になってきているので

はないかなと思いますが、そのあたりはどのように

お考えでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

人材育成並びに確保についての御質問にお答えいた

します。 

 住民会長懇談会の中でも、地域の役員の担い手、

なおかつ高齢者へさまざまな支援、事業を行うに当

たりまして、活動の内容について御議論いただいて

いるところでございます。 

 私どももその内容を踏まえた上で、この交付金が

各地区において特色ある活動に使っていただくよう

にお願いしているものでありまして、ここの地区全

部に同じものを、同じ色で活動していただくものと

しての交付金としてはございませんので、ぜひ地域

の中で何とか有効的に御活用いただきたいというふ

うに考えております。 

 ただ、米沢委員の質問のとおり、人材確保につい

ては、住民会長連合会とも連携して、そのような研

修の機会にも十分参加していただけるように、こち

らのほうでも、職員のほうからも情報提供させてい

ただきますとともに、ぜひそういう人材の育成につ

いて、少しでも町のほうから支援できるように今後

とも努めていきたいと、予算計上させていただいて

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） その点、ぜひいろいろと

住民会とも協議しながら、どういう形がいいのかと

いうことで、今回、こういった地域活動推進員に

なったということは、町の行政の簡素化とあわせ

て、そういう取り組みが地方でやれれば行政の持ち

出しも少なくなるというところから、地域の特色も

出せるということから始まったわけなのですが、逆

に今度、それがいろいろ課題を呼んでいるというこ

とで、ぜひ協議していただきたいと思います。 

 それで、地域を見ましたら、高齢化の中で、買い

物ができないだとか、いろいろな状況が生まれてき



― 19 ― 

ております。今、地域創生、再生の中では、地域の

高齢者を見守る支援隊、町おこし隊だとか、先ほど

のジオパークと同じなのですが、そういうものを高

齢者だとか地域の中に入っていただいて、何らかの

支援を取りつけるような、そういった財源の確保と

いうのも必要ではないかというふうに思います。そ

こら辺は、今回の予算の中では見られないわけで、

地域をおこすためには、外部からの、あるいは公募

しながら、地方再生のお金を使いながら、それを生

かすという方法も一つの方策かなというふうに思い

ますが、そこら辺はどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の地域コ

ミュニティーのあり方等についての御質問に私のほ

うから少しお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、町民生活課長から、住民自治活動推進交付

金の意義について説明をるるいたしましたが、一方

で地域の課題、委員御発言のありましたように、地

域の役員のなり手がいない、地域の役員の方も高齢

化が進んでいる。隣同士のコミュニティーが少し希

薄になっている等々、さまざまな地域の課題があり

ます。 

 また一方、地域の、今申し上げました全ての課題

を行政が全て解決をする、これも非常に困難かと思

います。 

 そのようなことから、このページにもありますけ

れども、住民自治をさらに活性化する、そういう仕

組みづくりに町も積極的に予算をつけていっている

わけでありますが、幸いにも地域で、地域見守り隊

のような、自主的に活動を始めている地域も一方で

ございます。独居老人の皆さんの安全確認ですと

か、子どもたちの安全な通学等々の見守り隊を中心

に、そういうものをぜひ私どもも応援しながら、地

域のコミュニティーをしっかり維持できるようなこ

との支援体制を、ぜひこれからも私ども構築をして

まいりたいと。もちろん地域の方と十分御意見を交

わしながらという意味でございますが、そして財源

が大きな課題でありましたら、先ほど町民生活課長

も申し上げましたように、そこにしっかり財源手当

ても、どの程度できるのか、それらも含め、今後の

検討する課題だというふうに捉えてございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 地域再生の交付金の中に

も、いわゆる地域の見守りだとか、高齢者支援とい

う形で財源を使うことができるというふうに載って

います。 

 各地方の事例を見ますと、地域の協力を得なが

ら、外部から人を導入しながら、そこに将来は、地

域おこし協力隊と同じですが、定住してもらうとい

う形の中で、中には行政にできない部分、あるいは

住民会にできない部分、そういう人が入っていただ

いて、いろいろ課題はありますけれども、やはりそ

ういうお金を使いながら買い物の支援をするだと

か、いろいろな対策があるかというふうに思います

し、そういうものを有効に使って、いわゆるこれか

らの上富良野町で作成いたしました、人口ビジョン

の流れに沿った形の交付金の生かし方という点で

も、非常に有効になるのではないかというふうに考

えておりますが、今後そういうものを有効に使って

地域を再生するかどうかは別としても、活気に満ち

るような流れをつくっていくという点でも有効にな

るのではないかと思いますが、その点お伺いいたし

ます。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の再度の

御質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 全国の事例、特に北海道の事例の中に、いわゆる

限界集落を中心とした、地域おこし協力隊がそこに

入って、地域コミュニティーの維持、活性化、そう

いうものに地域おこし協力隊が入っている事例はた

くさんありますし、また、失敗例も成功例もあろう

かというふうに考えております。 

 今、地域おこし協力隊については、先ほどの質問

で、今回の予算については２名、私ども配置をして

おりますが、今、委員おっしゃったことを否定する

わけではもちろんありませんが、上富良野町におい

ては、自治基本条例の三つの基本的な、まちづくり

の基本的な指針を示してございますが、その中の一

つに、自助・共助・公助という項目がございます。

いわゆる共助、これをしっかりみんなで、自分でで

きないところを地域がともに助け合おうという精神

であります。 

 高齢化の部分で言いますと、全てを、例えば４５

０人余りいる独居老人のところに町の職員が定期的

に行ったとしても１週間もかかってしまいますが、

隣同士で、郵便物がたまっていないだろうか、電気

がついているだろうか、そういうことを地域挙げ

て、もしもできれば、しっかり高齢化福祉の一端は

十分担えると。そういう意味で共助という、そうい

う仕組みづくりを標榜しているところであります。 

 これらがしっかりできない場合には、今おっ

しゃったような地域おこし協力隊等の考え方もどこ

かで必要になってくる可能性ももちろんあります

が、今のところ上富良野町にとっては、そういう仕

組みづくりをしっかり担ってまいりたいというふう

に考えてございます。 

 以上であります。 



― 20 ― 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 長くやりとりはしたくな

いと思うのですが、副町長、いつもそこら辺は織り

込み済みで、そういうことは一つの要素として、こ

ういうことがあるのではないかということで話して

いるわけですから、やはり将来あるべき町の姿とい

うことで、人口ビジョンだとかもつくっているわけ

ですから、やっぱりそういう流れの中で、やはり町

のあり方はどうあるべきかということを含めた、町

の将来の流れをつくっていくということが非常に大

事で、部分的に見ましたら、一部住民会等に至って

はそういう声もありますし、まだまだコミュニ

ティーが十分でないと言えば、そうなのかもしれま

せんが、町の人だって全部が全部だめなわけではな

いわけですから、一生懸命努力されて、職員の方も

努力されているわけですから、その上で、なおかつ

補えない部分というのは、こういったところで補う

ことが必要ではないかということの話でありますか

ら、そこら辺、ただ自助・共助・公助という形で終

わらせるのではなくて、どうあるべきかという姿を

きっちり議論していかなければならないと私は思う

のですが、いかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸） １１番米沢委員の御質問で

ございます。 

 おっしゃるとおり、町の人口ビジョンも示させて

いただきましたが、町の人口を１万人余りを確保す

るためには、福祉の分野、観光の分野、定住移住も

含め、産業振興も含め、そういう各施策がしっかり

前に進めることで、結果、地域の課題の多くを解決

できるだろうというふうに理解をしております。 

 その中で、委員御発言にありました地域おこし協

力隊も含め、町民とのしっかりしたコミュニケー

ションも含め、意思疎通も含め、そういうことを総

合的に日常してまいりたいというふうに考えてござ

いますので、御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） ８１ページ等ですけれど

も、８１ページの一番下のほうに十勝岳バス運行と

書いてあります。あとは、乗り合いタクシーだとか

スクールバスとか、要はバスのドライバー等の健康

管理の把握というのですか、そういったものは、委

託しているということは、町も責任ありますから、

把握しているというのも、ある程度確認していると

ころもございます。全てを確認するという意味で、

今、質問しているのですけれども、健康状態とか、

あるいはそれに伴う大事な要素は年齢もあるかなと

いうふうに思うのですけれども、近年、高速道路で

の大きな事故が２件ほどございまして、あれは気を

失って亡くなっていたといううわさもありますけれ

ども、歩道にそのままノンストップで入っていって

事故を起こしたのもあります。 

 健康状態というのは、何も長距離運行バスだけで

はなくて、上富が依頼している人の健康状態も把握

しなければいけないと思うのです。 

 依頼先にお任せしているという部分もあるかもし

れませんので、現状はどのように確認されているの

か、あるいは上富の確認する町の役場の体制はどう

なっているのかをお伺いしたいというふうに思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ５番今村委員の御質問

にお答えいたします。 

 十勝岳線に限らず、町の方では今スクールバスも

契約をさせていただいておりますし、十勝岳線も契

約をさせていただいています。基本的に、ドライ

バーの経費等の中で、当然事業者が責任としてやる

健康診断等の経費につきましても、それらは委託費

の中で見て契約をさせていただいておりますので、

今現在の中で、健康診断がしっかり行われたのかど

うなのかということは、当然それは事業者の責務の

中でやっていただいておりますので、それは当然

やっていただいているというふうに理解をしており

ます。 

 それともう１点、今、委員の御質問の中でもあり

ましたように、上越道での大きな事故等もございま

した。そのようなことから、町においては、バスの

委託をさせていただいている事業者に対して、そう

いった事故があったことを踏まえて、職員の健康管

理のあり方や雇用の過度な勤務等にならないよう

な、そういうことについての注意をさせていただく

機会を一度持たせていただきました。これにつきま

しては、スクールバスも同様でありましたので、町

のほうからと教育委員会からとあわせて、事業者の

ほうに注意を促すようなことで対応させていただい

たところであります。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 信頼関係というのは大事な

のです。だから、やっているだろうというところ

が、お話でもちょっとあったのですけれども、やは

り確認というのは大事な要素だと。委託しているわ

けですから、実行の確認ということをやって物事は

完結すると思うのです。間違いなく確認しなければ

いけないと思うのです。 

 高速バスの最近の事故も、会社の社長が健康状態

のチェックを忘れて、やりませんでしたというのが
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ありましたよね。そういうのもありますから、例え

ば報告義務を毎日、毎日と言ったらあれかもしれま

せんけれども、促すことによっても、相手に対して

確認事項を徹底することはある程度できるのではな

いかなと思うのです。 

 私が先ほど聞いた話にまた戻ると、健康状態を各

会社はもちろん責任を持ってやっていると思いま

す。それをやったかどうか確認する体制はどうなの

かというお話だったのですけれども、そこをもう一

度お聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 今村委員の御質問にお

答えいたします。 

 町のほうでは、バスの運行に限らず、いろいろな

業務を民間の事業者に委託をするものがたくさんあ

ります。基本的に事業者の責務で、そこの社員等の

健康診断等はやられておりますので、そういった委

託経費の積算の中では、社会保険料等について見た

中で契約をしておりますので、事業者の責務の中で

やっていただいているものというふうに理解をして

おりますが、委員おっしゃるように、ああいった事

故等が多く発生しますと、そのことを確認すると、

しっかりと健康診断やったのですかというようなこ

とも確認することも、今後の検討課題になるのかな

というふうに思っておりますが、基本的には、バス

の運行に限らず、全ての業務になりますので、民間

の事業者の責任の中で、社員の健康診断やさまざま

な保険等の手続というものは、事業者の責務の中で

やられることが本来なのかなというふうに理解をし

ているところであります。 

 今現在は、そういうことで、具体的にそれぞれの

業務の中で、健康診断等をやったのかどうなのか

と、どういう項目で健康診断をやっているのかとい

うことを確認している現状にはなっていないことを

御理解いただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほか

に。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ８５ページ、自主防災組織

育成事業、昨年とことしの２月１６日と行われまし

たけれども、住民会に対する自主避難訓練等に対す

る補助だと思うのですけれども、いろいろな住民会

でされていると思いますけれども、課題というもの

があれば教えていただければというふうに思うので

す。 

 課題があって、予算に計上して、反映されるべき

だというふうに思っていますので、もしそういうの

があればお聞かせ願いたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） ３番佐川委員の質

問にお答えいたします。 

 自主防災組織活動補助につきましては、自主防災

組織が行う防災活動の促進を目的に行っている事業

でありまして、今現在、２７年度につきまして、詳

細については調査中なのですけれども、把握してい

る段階で言いますと、自主防災訓練関連に関係して

が６回、防災資機材の購入に関係するのが２回、延

べ８住民会が出席として上がっているところです。 

 なお、防災士の養成も２６年度で終わりまして、

現在、全ての自主防に防災士がいる状態となってお

りますが、一応こういう事業を通して、また、町が

スキルアップ事業ですとか、そういったことを通し

て、自主防、防災士のレベルをアップしていくとい

うふうに考えております。 

 課題につきましては、当然年数がたっていきます

と、皆さん、防災に対する知識だとかも薄れていく

部分もありますので、先ほど言いました、いかにレ

ベルをアップするか、そういうことが課題だという

ふうに認識しております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 同じく８５ページの山岳遭

難防止対策協議会負担についてお伺いします。この

中身について、まずお伺いしますが、これはどのよ

うな組織なのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） ６番金子委員の質

問にお答えさせていただきます。 

 この山岳遭難防止対策協議会は、道北地方の山岳

遭難防止対策協議会といたしまして、目的といたし

ましては、北海道警察旭川本部管内における山岳遭

難者の捜索、救護及び事故防止に必要な対策を行う

という団体であります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） そこに対する、上富良野は

十勝岳がありますので、それの協議会の負担だと思

うのですけれども、上富良野町内に民間で、有志の

皆さんによる山岳遭難、特に冬場のレジャー、バッ

クカントリーだったりとか、冬山の登山だったりす

る人たちに対する、注意喚起を促す民間の上富会と

いう団体があるのですけれども、そういったものと

のつながりとか、そういう団体への共同の部分とい

うのはないのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ６番金子委員の御質問

にお答えいたします。 
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 遭対協の負担金につきましては、今、基地調整室

長のほうから御説明したように、上川町村会のほう

に、町村会の活動とは別にいろいろなものが加わっ

て、そこで一括でお支払いすることになりますの

で、それぞれの自治体の負担分をそれぞれ負担して

いるところであります。 

 私ども勉強不足で申しわけありませんが、今、委

員から御発言のありました、民間の上富会という会

について、私ちょっと勉強不足で、知らないのでお

答えできないのですけれども、遭対協とそういうよ

うな会との直接のかかわりというものはないのでは

ないのかというふうに理解をしています。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） これは、先ほどおっしゃっ

たように、道北地区の警察の管内のところの協議会

に対する上富良野分の負担金ということで理解する

のですけれども、実際、いわゆるプロ集団といいま

しょうか、セミ、アマなのか、インターネットを通

じて、近年、非常に上富良野の十勝岳の冬山が特に

人気ということで、国内外の方が来られるに当たっ

て、上ホロカメットクの表層雪崩であったりとか、

近年、富良野岳の立ち木に衝突事故で亡くなる方と

かがふえたりして、そういう事故を未然に防止する

啓発の運動をされていたりとか、実際、山岳の救助

訓練を行っている団体があるのです。ぜひそういう

ところと町ともう少し連携を深めながら、事故防

止、また、万が一の事故のときの対応等々をこれか

ら練っていくことが必要かと思うのですけれども、

その点はいかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ６番金子委員の御質問

にお答えしますが、基本的には、山岳救助警備隊、

消防を中心に町では組織されている団体等もありま

すし、場合によっては、大きな活動が必要になるよ

うな事案の場合には、第２師団を通じて自衛隊の応

援を要請するような、そういう場面も結果としては

あるのかもしれませんけれども、基本的には、公的

な機関が中心に対応を図るべきものかというふうに

思いますけれども、当然民間の活動の中で、山に入

るときの注意喚起をお互いに促す、そういう仲間内

のグループであったりだとか、いざというときに

は、山等で事故が起きたときには、グループとは別

のパーティーであっても、お互いに助け合ったりす

るようなことは、山登りのルールといいますか、そ

ういうことになっていると思いますので、今、委員

のおっしゃられた上富会というような、そういう活

動がされているような、その中で、そういう公的な

機関と連携しながら、啓発や啓蒙等についてやるこ

とは有意義なのであれば、そういうことは一定程度

検討の余地のある課題かなというふうに思いますけ

れども、いかんせん、私ども上富会という団体、ど

ういう活動をされているのか、勉強不足で承知して

おりませんので、どこかの時点でまた教えていただ

ければというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。関連。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 関連で手を上げたのですけ

れども、名前は関連します。山岳遭難防止対策、そ

れと、備品なのか消耗品なのか、ちょっとここら辺

の話なのですけれども、実際問題、捜索に行った人

たちのお話を聞きますと、とにかく冬山は寒いとい

うことです。何を言いたいのかなというと、防寒下

着というのが非常に高価なのです。汗をかきますか

ら、着がえというのですか、予備というのですか、

そういったものを何とか今後、早急に町として何か

対策はとれないのかなというお話でございます。本

当に寒くて寒くてしようがないところを、現場の長

は、その人の人命も大事ですから、２次災害になっ

たらいけないですから、帰したこともあるそうで

す。この役場にいますよ。 

 そういったことを、個人個人がお金を出し合うの

は、非常に高価なものですから、ゴアテックス類の

下着というのは高いのです。そういったものは今

後、備品とか消耗品等で手当てできないのかどう

か、その点。来年度の予算ではないかもしれません

けれども、関連ということで。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ５番今村委員の御質問

にお答えいたします。 

 冬山は特に装備等も重装備になるというふうに思

いますけれども、今、御質問の内容がどちらに対す

る、町として支援策なのかなということがわかりか

ねるので、明確な答弁にならないかもしれませんけ

れども、例えば町の山岳救助警備隊などについて

は、消防のほうでそれらの備品等を準備し、スキー

から暖房器具から、アイゼンからピッケルから、そ

ういうものは消防の中でそれらを準備して保管して

おりますので、そういう中で、一定程度必要なも

の、古くなったもの等については支援できる方法が

あるのかなというふうに理解をしているところであ

ります。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） ７１ページに関してお伺い

いたします。 

 旭川十勝道路整備促進期成会負担とありますが、

私もちょっと勉強不足で、多分、知っている範囲な

のですが、現在、中富良野の町道１０号ぐらいまで
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おおよそのめどが立っているということで認識して

おります。ただいまの整備促進のための協議の中で

進捗をお伺いします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ９番荒生委員の御質問

にお答えします。 

 旭川十勝道路につきましては、今、委員おっ

しゃったように、占冠から旭川のほうに向かわれる

高規格道路の計画ということであります。 

 今、委員のほうからも御発言ありましたように、

中富良野の一定の区間のところから旭川空港のほう

に抜けていく道路につきましては、まだ調査区間に

なっておりませんので、どういったルートが整備さ

れているのかということについてはまだ決定してい

ないというふうに伺っています。 

 地域においては、特に上富良野町にとっては、大

きな災害が発生したときの避難道路にも大変期待で

きる道路でありますので、早期の着手に向けて要望

活動を今後も引き続きやっていきたいというふうに

思っておりますけれども、旭川開発建設部のほうで

は、一定程度、どういうようなルートが可能性とし

てあるのかというようなことで、それぞれの自治体

に、どういったルートで行くことが可能性としては

どうなのでしょうというような、御説明の機会や何

かで上富良野町にも訪れる機会がありますし、そう

いう場合に町のほうでは一定程度、こういう景勝も

いい地域になりますので、十勝岳がよく見えるよう

なそういうルートであると、町にとっては、単に避

難道路や高速道路という機能だけではなくて、別の

機能も考えられますので、そういうこともぜひ御配

慮いただいて、調査期間の設定に当たっていただき

たいなというような、町の考え方は一定程度お伝え

しているところであります。 

 進捗状況につきましては、町のほうでは具体の数

字を持ち合わせているものではありません。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 防災ということで、ちょっ

と関連はあるのですけれども。今年度の総合訓練の

中で、管理の場面は見ることができなかったのです

けれども、防災の話です。８３ページです。 

 机上訓練をことしもやって、去年までとは違って

各部長がいるところで、座っていただいて、状況付

与をやっていたということをお伺いしました。 

 訓練というのは、全てできませんから、机上訓練

でそれを補うというのは非常に私は大事なことだと

思っています。ことしの机上訓練の成果といいます

か、どういったものを得られたのか、あるいは次年

度以降にどのように反映されようとしているのか、

現時点で考えている範囲でお聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ５番今村委員の御質問

にお答えいたします。 

 ことしも総合防災訓練のときに、いろいろな条件

を付与した中での机上訓練、想定訓練を実施いたし

ました。 

 基本的には、机上訓練につきましては、災害です

ので、いつどういう事態が発生するのかということ

は、基本的に、シナリオどおりに災害が起きるわけ

ではありませんので、こういう今災害が起こってい

るときに、こういう事案が起きたときにどういう判

断が必要なのだろうというようなことが、それぞれ

の各対策部長の範囲の中で、それぞれ役割分担があ

りますので、こういうときにこういう事案が発生し

たときに、ここの対策部はどういうことを準備しな

ければならないのかというようなことを瞬時に御判

断、各対策部長が判断いただけるようなことを想定

いたしまして、これまでとは少し付与した、これま

で余り付与したことのないような条件を今回は付与

させていただきました。 

 まず、一つ目としては、特に、対策部というより

も、一つの大きな、まず、頭のトレーニングになる

ような、そういうような条件付与ということで、そ

れぞれの対策、例えば総括対策部長だからというこ

とではなくて、災害に対する認識の持ち方のよう

な、そういう条件付与のものを一つ目にやりまし

て、それ以降に、例えば噴煙の流れる方向について

も、基本的には、これまで町の想定では、全て東側

のほうに噴煙が流れるような想定で訓練をやってい

ましたけれども、逆に、風向き等によってはこちら

のほうに噴煙が流れることも想定されますので、そ

ういうようなことも条件の付与として、今回訓練を

して、それらについていろいろとそれぞれの対策部

長の中で判断いただいたことを意見交換し合うとい

うようなことを、今回の訓練で実施させいただきま

したので、引き続き、こういう全てのものを想定し

た中での訓練というものは難しいわけでありますの

で、そういう想定訓練の中で頭のトレーニングや、

実際のものに生かしていけるような、そういうもの

にしていきたいということで考えています。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 今村委員。 

○５番（今村辰義君） 非常にいい訓練になってい

ると思います。ただ、特に、机上訓練というのです

か、図上訓練、できないことを補っていくというこ

とで、非常にいいと思っておりますけれども、これ

も究極を詰めれば、ただ、それぞれの部長の考えを

言うだけではなくて、言ったことが本当に実行でき
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るのかどうか、ここを検証する必要があると思う。

足りなければどこかに支援要求をしなければいけな

い。自分の部下が１０人いたら、もう８人出払って

いるかもしれない。あと２人しかいないのに、でき

ます、できますという訓練だったら意味がないです

よね、例えば。そういった、確実にできるものを

やっていくという、今後の訓練の進捗というのです

か、バージョンアップした訓練をこれからどうやる

かというところをお聞きしたかった部分があるので

す。そういったことをやっておかなければいけない

と。いつ来るかわかりませんから、どんと。 

 実際に、そういったことで、机上訓練というの

は、町長の企図の徹底だとか、問題点を確認して対

策をとるとか、いろいろ目的があると思いますけれ

ども、そこら辺をしっかり今のうちにもっと詰めて

やっておく必要があると思うのですが、どうです

か。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ５番今村委員の御質問

にお答えいたしますが、机上訓練に限らず、訓練の

質を高めていくことは非常に大切なことだというふ

うに理解をしています。 

 今回の机上訓練の中でも、一定の想定の中で、複

数の事案が一遍に発生したこと等も、そういうよう

な条件についても付与して、それぞれ対策を意見交

換をし合ったところであります。 

 今、委員おっしゃったように複数の事案が一遍に

発生すると、当然消防で持ち合わせている今の能力

の中で、さらに別の場所で火災等が発生したときに

は、そちらのほうに当然人員がとられますので、そ

ういう場合にどうするのかというようなこともお互

いに意見交換をしましたので、最悪の事態に備えた

そういう訓練、そのための我々の頭のトレーニング

をしていくといいますか、それが頭だけではなく

て、現実に行動として動けるものとなっているの

か、ただ単に言うだけのことであれば、それは図上

訓練だけで終わりますけれども、実際に本当に起き

たときに、言ったことというものが行動に移せるこ

となのかどうなのかということを理解しながら、そ

ういう想定訓練をやっていく必要があるのかなとい

うことで、今後の図上訓練等を行う場合の参考にさ

せていただきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） ８３ページ、同じく防災に

関しましてですが、多分、今、避難行動要支援者名

簿から個別支援計画を作成するということで動いて

いるかと思いますが、目標はいつまでで、今の進捗

状況はどこら辺までいっているのかをお尋ねしま

す。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） １番中澤委員の御

質問にお答えいたします。 

 先月、避難行動要支援者名簿の説明会及び個別支

援計画の作成についての説明会を２月１９日に行い

まして、その際、まず、名簿対象者が３４３名とい

うことで、２５住民会自主防の中で３４３名対象と

いうことで、皆さんにお知らせさせいただきまし

た。 

 当然、各住民会自主防はかなりばらつきがありま

すので、なかなか皆さん同時に、作成するのにかな

りばらつきがあるというふうに思っております。 

 それで、現在の状況といたしましては、２５の住

民会のうち二つが、実際に避難行動要支援者の該当

がなしと。実際に２３のうち二つの自主防から、個

別支援計画が既に、もうできまして提出されており

ます。 

 あとは、今のところ個別に相談を受けているの

が、二つの自主防ということで、進捗状況はこのよ

うなこととなっております。 

 あと、それに伴う申請、個人情報ですので、名簿

の受領ですとか、町から住民会に渡す申請書、それ

を今度受け取りまして、受領書。あと、これは個人

情報ですので、その情報をいかに保管、管理するか

という誓約書みたいなものを求めているのですけれ

ども、いわゆる申請書及び受領書は全ての住民会か

ら提出が既に終わっているところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） まず、３４３名ということ

で、これは要支援者の中で、本人の承諾が得られた

のが３４３名という理解でよろしいでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） １番中澤委員の質

問にお答えいたします。 

 ３４３名は、全員同意をいただいているというこ

とで、３４３名となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 対象者は結構いらっしゃっ

たということですよね。３４３名は同意を得た者と

いうことで、その数は何名だったのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） 非同意の方が１２

２名おりますので、要支援者、同意者、非同意者合

わせまして５６５名となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 
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 １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 先ほど、先にお答えをいた

だきましたけれども、情報流出の問題が一番懸念さ

れると思うのです。うちの住民会やなんかの中で

も、三、四十名集まって、そこで回覧して、名簿は

回収するのですけれども、それだけでもかなりじゃ

ぶじゃぶに情報がいっている。そこで、みんなが守

らなければならないという感じはするわけですが、

先ほど言いましたように、保管場所だとか、そうい

うところに非常に苦慮すると思うのですね、個人の

家で。極端に言えば奥さんにも見せられないと思う

わけです。そういうような対応というのは、やっぱ

り鍵のかかるところとか、何かそういうことが必要

になってくると思うのです。そこら辺についての対

策は、今のところどのようになっているかを確認し

たいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １番中澤委員の御質問

にお答えいたします。 

 今、基地調整室長のほうからお答えをさせていた

だきましたように、２５の自主防のうち二つの自主

防につきましては対象者がおりませんでしたので、

２３の自主防の皆さんからは、個別支援計画の作成

に当たって、名簿の提出の申請をいただきましたの

で、名簿はそれぞれの自主防のほうにお渡ししてい

ます。 

 そのような中で、当然、非常にナーバスな情報に

なりますので、データベースでは、私どもは名簿は

お渡しできないということで御理解をいただいてお

りますので、紙ベースで。また、その名簿を扱う方

についても、地域の中で、この方たちが名簿を扱い

ますという届け出もいただいた中で対応してござい

ます。 

 今、委員おっしゃるように、一定程度ナーバスな

情報になりますので、それぞれの地域で保管してお

くことについても苦慮するというようなことが懸念

されるとすれば、例えば町が保管しておいてほしい

ということであれば、そういうことも可能かと思い

ますけれども、基本的には、いざというときのため

に地域が使うものになりますので、地域の中でぜひ

工夫をしていただければというふうに期待をすると

ころであります。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） ８３ページの防災対策一

般管理費の需用費に対してお伺いいたします。 

 平成２７年度の予算説明書に計画が載っているの

ですが、食料１万３,５００食、１,５００掛ける３

食の３日分と。ここの計画数とちょっと差異がある

のですけれども、資料４で、この差異はどういうわ

けなのか。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） ４番長谷川委員の

御質問にお答えいたします。 

 予算の資料といたしまして、予算資料４で、防災

備蓄品の整備実績及び計画ということで提出してお

りますが、この整備計画数量につきましては、備蓄

計画にのっとって、今年度の実績及び計画をしてい

るところです。 

 なお、食料品は、数量が違うという話でしたけれ

ども、１万３,５００食につきましては、町の目標

値という設定でしておりまして、実際の整備計画で

は５,０００食ということで計画しているところで

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） それでしたら３日分もた

ないのではないですか、１日１,５００人が。ここ

に、町による備蓄は、非常食を持ち出せる町民は

３,０００人を目標として、持ち出せない者は３,０

００人の半数、１,５００人分を流通備蓄とし、残

り１,５００人分を町で備蓄する。この計画と、今

言った５,０００食が、現の、何の計画か知らない

けれども、１,５００人の３食で３日もたないとい

うことですよね、５,０００食だと。それでいいの

ですか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ４番長谷川委員の御質

問にお答えいたします。 

 今、基地調整室長がお答えしましたように、町の

災害時においての想定人数、最大値で６,０００人

の避難ということで、３日間は何とかということ

で、３日間ですから９食ということで、１日３食と

して６,０００人掛ける９食分の５万４,０００食が

町の備蓄の目標値ということになっています。その

中で、避難者みずからが何とか半分を賄っていただ

きましょうということで、流通備蓄と町の備蓄で合

わせて半分の２万７,０００食、そのうちの半分は

流通備蓄、半分は町の備蓄ということで、１万３,

５００食を町が何とか準備したいというのが防災計

画上の目標値になっておりまして、その中でも、常

時町が備蓄しておくべきものということで、５,０

００食は絶えず町がしっかりと、どんなときでも

持っておきましょうということで、防災計画の中に

記載しています。そのことで、５,０００食を毎年

１,０００食ずつ５年間は持ち続けよう。 

 当然、何か緊急事態が近づいてくるような、一定
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程度の前兆の兆しがあったときには、常時備蓄して

いる５,０００食のほかに、残りの８,５００食を何

とか別のルートで確保するような、そういうことが

町の目標になっておりますので、常時備蓄として

は、防災計画上は５,０００食を備蓄するというこ

とになっておりますので、５年間かけて５,０００

食の整備を進めたいということで考えているところ

です。 

○委員長（村上和子君） よろしいでしょうか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） それで、保存年限ですけ

れども、これは賞味期限かなんかと同じなのです

か。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） ４番長谷川委員の

御質問にお答えいたします。 

 保存年限というのは、通常我々が食品の賞味期限

というふうに扱っていただいて結構です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） その他の消耗品費等で、

乾電池とかそういうのがあります。これは保存年限

がないというように資料４ではなっているのですけ

れども、これも常時、電池がなくなるので、こうい

うのもきちっと再精査して、私たちもこれを資料と

して、皆さんたちも取りかえたりすると思うので

す。きちっとやったほうがいいと思うのですけれど

も、その辺はどうでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） ４番長谷川委員の

御質問にお答えいたします。 

 乾電池につきましては、確かに保存年限等は明記

されておりませんが、保管状況等によりましては、

電池についても、１年もしくは数年でだめになる場

合もあります。その辺を見定めながら、電池につき

ましても絶えず新しい電池にかえていくというふう

に考えていきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 見定めると言ったって、

あんなものどうやって見定めるかわからないでしょ

う。１回１回はかるのですか。それだったら、き

ちっと書いておいたほうが、何かあったときのため

ですから、ここに書く必要があると思うのですけれ

ども、どうお考えですか。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） ４番長谷川委員の

御質問にお答えいたします。 

 乾電池につきましては、確かに見定めるというの

はなかなか難しいというのもありますので、毎年こ

こで計上しておりますように、それぞれ単２、単３

を総数で２００本ずつ更新していきたいというふう

に考えていきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 食料品類なのですけれど

も、これらは期限が切れたら廃棄するのですか、お

伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） ４番長谷川委員の

御質問にお答えいたします。 

 こういった食品類につきましては、当然５年後に

は、いわゆる１,０００食ずつ保存年限に達すると

いうことになってきますので、こういったものにつ

きましては、例えば学校の防災の教材ですとか、あ

とは、避難訓練の際の非常用、炊き出し用という形

で使用するように考えていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 同じところで、衛生用品の

ところで、今、計画の中にはないのですけれども、

例えばインフルエンザが流行しているときに何か

あっただとか、そういったときのためのマスクと

か、そういうのは考えておりますか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ３番佐川委員の御質問

にお答えします。 

 今、具体的にマスクを購入するというような計画

は、今の時点では持ち合わせておりません。当然そ

ういうものも必要なものというふうに理解をすると

きに、そういうものを購入していきたいと思ってい

ますが、例えばタオル等についても、今、町のほう

では、この計画の中にタオル等も載せておりませ

ん。 

 タオルについては、避難される方も持ち寄るとい

うこともありますし、早い時点から、我々も経験が

ございますけれども、タオル等もかなりの救援品と

いうことでありますので、昨年の計画では、当初は

タオル等も一定程度の枚数を町として備蓄しようと

いう計画でありましたけれども、そういうものより

は、逆に、もう少し毛布や何かを、別の室内の避難

所になっている、防災備蓄庫以外の避難所にも一定

の枚数を置いたりすることも必要だろうということ

で、当初、毛布についても昨年度の計画の中では

３,０００枚という計画でありましたけれども、こ

こをまず、とりあえず６,０００枚の計画にするよ

うにして、そういうことで絶えず見直ししながら、

備蓄するものについても、今、委員おっしゃったよ
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うに、保健師のアドバイス等もいただきながら、マ

スク等についても一定程度備蓄が必要だということ

であれば、そういうものは消耗品の中に組み込んで

いきたいというふうに考えているところでありま

す。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 例えば道路とかが寸断され

た場合に、近くの住民の方が持ち寄るといっても持

ち寄れない場合もありますので、仮設トイレとかも

あるのですけれども、ティッシュがなかったら始末

とかもできませんし、そこら辺も、マスク、ティッ

シュ、濡れティッシュ等、そういったものを考慮に

入れていただきながら、本当に寸断された地区の方

から運べない場合もあるということで、今後、検討

の中に入れていただければと思うのですけれども、

どうでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） 防災の備蓄について

は、ここに書いてあるものが全てではありませんの

で、防災計画の中には、ここに書いてある以外に

も、例えば軍手ですとか、そういうものも必要です

ということで、計画の中にはなっておりますので、

そういう中で、いち早く整備をしていくものはどう

いうものなのか、もう少し。 

 例えば、特に十勝岳を想定したときに、十勝岳は

一定程度前兆活動もありますので、こういう時期に

なったから、当初予定していなかったらけれども、

こういうものも改めて備蓄をしていこうというもの

があるとすれば、そういうものを準備していかなけ

ればならないというふうに理解しておりますので、

今、委員のほうからありましたように、例えばマス

クであったり、そういうものも必要に応じた時点で

追加をしていくようなことは、ここの一覧に載って

いるもの以外でも、そろえていくものは当然まだた

くさんの種類があるのかなというふうに理解してお

りますので、御理解をお願いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ７１ページなのですけれど

も、旧東中中学校施設保守と書いてありますけれど

も、前年と比べまして金額が結構ふえてきていると

思うのです。これについて説明、どういうものを想

定しているのか、伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ３番佐川委員か

らありました東中中学校等の学校費の増減かなとい

うふうに思っております。東中中学校の保守の部分

につきましては、来年度、２８年度に重油タンクと

浄化槽をそのまま設置しておりますが、当面利用す

る予定がないということで、その分の休止用の費用

を少し入れておりますので、昨年より少し金額が大

きくなっているということで、御理解いただきたい

と思います。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 今、東中中学校のあれで

すけれども、江幌小学校等も踏まえて、利活用はど

のように考えているか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ４番長谷川委員の御質

問にお答えいたします。 

 閉校を迎えました東中中学校、それから江幌小学

校でありますけれども、基本的に、東中中学校につ

きましては、今、主幹のほうからお答えさせていた

だきましたように、施設の保守管理に努めながら、

文科省のホームページについても、利活用について

これまで同様アップしてございますので、そういっ

た利活用の御意見を賜った中で、いい提案があれば

そういうものに対応を図っていきたいというふうに

考えております。 

 また、江幌小学校につきましては、地域の方との

意向等も深めながら、町としても今後の利活用の方

策について、なるべく早いうちに考え方をまとめて

いきたいというふうに考えているところでありま

す。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 以前、ある業者に売ると

いう計画がありましたよね、お話もありました。今

でもその業者は、まだ土地等を探しているのです。

さらに住民ともう一度話を進めて、売却するような

考えはお持ちではないですか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 長谷川委員の御質問に

お答えします。 

 以前、町のほうで、買いたいと言っていただける

事業者もあります。町の考え方も一定程度、公募の

中であったときに、町の考え方にも合致するという

ことで、そういう方向で話をさせていただきまし

た。結果としては、残念な結果になりましたので、

そちらの業者が再度、今、東中中学校をというお話

しかどうなのかわかりませんけれども、直接町のほ

うにはそういうお話しは承っておりませんし、た

だ、事業者は、御承知のように上富良野の事業者の

親会社という関係にある業者でありまして、地域と

かかわりのある業者でもありますので、事業者と町

とは関係が途絶えているわけではありませんので、

引き続き上富良野の地域で、そういう場所や土地や

何かを求めたいというようなお話があれば、町とし

ても積極的にそういうものについてはかかわってま

いりたいというふうに考えています。 
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○委員長（村上和子君） ここで、昼食休憩といた

します。再開は１３時よりといたします。 

────────────────── 

午後 ０時０１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） 昼食休憩に引き続き、会

議を再開いたします。 

 御質問ございませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） ７１ページなのですけれ

ども、東中中学校と江幌小学校の保守についてなの

ですけれども、先ほど東中中学校のトイレなどの休

止用に費用を使うということだったのですけれど

も、それだけではないのだろうと思うのです。敷地

とか建物などにも使わなければならないと思うの

で、それの内訳と、委託をする先をこれから決める

のかと思うのですけれども、それらの基準というの

はおかしいのかもしれないけれども、これだけの金

額ですから、大きな会社とかなんとかということは

ないと思いますけれども、どのような方法で管理を

しようとされているのか、お伺いしたいのです。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） １０番髙松委員

からありました旧東中中学校と江幌小学校の保守の

内容という部分で、御質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

 予算につきましては、各学校の分ということで、

委託料のところのみ保守費というふうに入っており

ますが、実際につきましては、電気料等の部分もあ

りますので、その内訳も含めて御説明をさせていた

だきたいというふうに思っております。 

 この中の経費で、東中中学校にかかわる経費につ

きましては、総額で９３万４,０００円という形に

なっております。内訳としましては、電気料として

９万１,０００円、建物の保険料として１３万６,０

００円、電気保安点検の委託ということで１３万

円、それと、先ほど言いましたが、重油タンクと浄

化槽の休止の処理ということで５７万７,０００円

計上させていただいております。 

 加えまして、江幌小学校につきましては、総額で

４７万８,０００円の費用をこの中に計上させてい

ただいております。内訳としましては、電気料とい

うことで１９万５,０００円、浄化槽の点検という

ことで、手数料が６,０００円、建物の保険料とい

うことで８万４,０００円、それと、重油タンクの

保守点検ということで１９万３,０００円というこ

とで、それぞれ計上させていただいているところで

ございます。 

 電気の保安等につきましては、電気保安協会のほ

うに委託をするという形になっておりますし、あ

と、各種委託の点検につきましては、町内事業者を

中心に見積もり合わせをして発注をかけたいという

ふうに思っております。あと、重油タンク、浄化槽

の休止処理につきましても、基本は町内事業者でで

きる範囲かというふうに思っておりますので、時期

が来ましたら発注する手続を進めていきたいという

ふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） 敷地の管理については、

今一つも述べられなかったのですけれども、敷地の

管理については予算の見積もりというか、していな

いということなのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） １０番髙松委員

からありました敷地の管理という部分でございます

が、まず、東中中学校のほうの敷地の管理、特に、

敷地については、グラウンドがかなりの面積を占め

ているところなのですけれども、そちらの草刈り等

につきましては、隣の小学校と一緒に、教育委員会

のほうで対応していただくと。今年度もそうでした

が、来年度もそういう予定にしております。 

 あと、江幌小学校のほうなのですけれども、こち

らにつきましては、現在、江幌地区住民会の老人会

のほうに、パークゴルフ場としてちょっと使わせて

ほしいという部分、地域のために使ってくださいと

いう部分もありますので、使っていただいて、その

かわりにグラウンド等の敷地の草取り等も地域の中

でお願いをしますということでしておりますので、

それに伴って、これといった予算については計上し

ていないというふうにしております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） 次に、７５ページ、町有

林の管理で、整備ということで、道と一般財源から

それぞれ持ち出されていますけれども、ここ数年

間、道費とか町費が入って町有林の管理をなされて

いるかと思います。今後、町として、町有林の管理

の計画と、伐採とか、そういう収入の部分と、どの

ような兼ね合いで持っていこうとしているのか。 

 できれば、やはり長い間かけて育てていく、ま

た、財源にもなる貴重な財産なのかというふうに思

いますから、これらついても、できる範囲でいいの

ですけれども、計画についても教えていただければ

と思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １０番髙松委員の町
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有林に関する御質問にお答えをさせていただきま

す。 

 予算要求資料の中でも示してございますように、

今年度についてはこの内容で行わせていただきま

す。今後におきましても、適正に保育管理を行って

いくということが基本ということになりますが、町

有林もそろそろ伐期を迎える木が多くなってきてご

ざいますので、今後は、今それも見越した中で年次

計画を立てようという時期なのですけれども、そう

いう木が生長してきましたので、皆伐の計画とあわ

せて、その後の植林計画について、今後、計画を立

てながら適正な保育管理に努めていきたいというふ

うに考えています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） そのときなのですけれど

も、資料請求した中にもありますけれども、５６年

ぐらいたって伐期を迎えている間に間伐して、今回

も材を出すということなのですけれども、本当に長

い間かかる財産管理、以前にもいろいろ江幌のほう

の町有林をどうするかという問題なんかも僕らも若

いときに聞いた覚えがあるのですけれども、これか

らもかなり長い期間にわたってやっていかなければ

ならない管理ですから、本当にしっかり計画を立て

て、それに沿って、例えば今、収入にならないから

これをどうするというようなことがないようにして

ほしいというふうに思います。 

 我々の住んでいるところの上にあって、皆伐し

て、例えば裸になってしまうところへ、昨今のよう

な大きな雨が来れば、我々の谷もそうなのですけれ

ども、倍本のほうの谷、そして、長野のほうの谷に

も影響を及ぼすのかということも思いますからその

辺をしっかりお願いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １０番髙松委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 森林の機能は、土地の保全でありますとか、多機

能な面、多々あるかと思いますので、そういう部分

では、基本的には、山として適正に残していくとい

うのを基本として考えて、努めてまいりたいという

ふうに思います。 

 ただ、今後、森林として、土地利用がされるとい

う点では、いろいろと町のほうとしても直営でする

のか、そういう可能性もないわけではございません

けれども、基本的には、適正に保全管理していくと

いうことで、御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ６０ページ、職員の採用

経費の負担という形になっておりますが、この内訳

等々はどのようになっているのか、お伺いいたしま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） １１番米沢委員の

御質問にお答えいたします。 

 職員の採用経費負担につきましては、卒業区分が

高卒、大卒、薬剤師等の区分がありまして、高卒を

１５名予定しております。大卒は７名、薬剤師３名

の予定で、経費の負担を予定しているところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 近年、これに基づいて採

用試験を受けて採用されるという形になっておりま

すが、今年度は、５次の職員適正計画では採用が４

名という形になっておりますが、今年度採用された

方というのは何人いらっしゃるのか、お伺いいたし

ます。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） １１番米沢委員の

御質問にお答えいたします。 

 本年度、２７年度に採用した職員につきまして

は、２７年４月１日現在では事務職を４名、４月１

日現在で看護師を２名、栄養士１名を採用しており

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 採用等に当たって、例え

ば今後、今、観光業務やジオパーク等もいろいろこ

れから進められようとしています。産業振興等にお

ける、これだけ仕事量がふえるということになれ

ば、それなりの人員の確保というのも当然必要かと

いうふうに思いますが、この点、昨年度の決算委員

会等においては、はっきりは明言されませんでした

が、今後十分、一般的な答弁で御丁寧にいただきま

して、考えるというところにおさまっております

が、必要な人員がいれば産業振興で、これから町の

大切な柱を担う部分でありますから、そういったと

ころに対する職員を手厚くするだとか、そういうこ

とは今年度の予算の中では盛り込まれていないので

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の職員採

用にかかわります御質問に私のほうからお答えをさ

せていただきたいと思います。 

 委員御発言にありますように、さまざまな行政課

題が今、山積をしている状況にあって、基本的に
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は、今、５カ年の職員適正化計画を議員の皆さんに

もお示ししたとおりでありますが、まず、第一義的

には、行政課題の優先順位をもって、その予算の優

先配分、あと、人員の優先配分、それらを基本的に

はそこに集中していくというのがまず１点、基本的

な考えであります。 

 ただ、それで補えない人員の部分については、３

年前に立てた職員適正化計画には載っていない部分

を前倒ししてでも、人をかけていくことも前向きに

今考えているところであります。 

 その一つとして、先ほども議論にありました地域

おこし協力隊も含め、そういう人員も含めて、今後

の課題だというふうに考えてございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） いろいろな行政の効率化

等が求められる中で、退職した分は何とか補充する

けれども、それ以外については補充しないという形

になっているのかなというふうに思います。 

 私、今回の予算編成のあり方を見ますと、確かに

臨時的な対応として、地域おこし協力隊という形の

中で採用された部分があるかもしれませんが、一定

部分、こういう事業を進めるのであれば、きっちり

とした感覚を持った職員をきっちり採用しながら、

進めるということも基本にあっていいのではないか

というふうに思います。 

 予算予算だということだけで、行政全体を小さく

しているような、今、非常に感じられるのです、私

自身。非常にそれぞれが仕事を抱えながら、窮屈な

中で動いている部門もあるのではないかというふう

に、あくまでも主観の部分もありますから、そうで

ない部分もありますが、しかし、私は、今回の予算

編成のあり方を見たら、やはりこういうジオパーク

含めて、観光等をさらに充実、地域とのコミュニ

ティーもさらに深めるということであれば、それに

ふさわしいような職員の配置や確保が当然あってい

いのではないかというふうに思いますが、もう一度

確認をお願いします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の再度の

御質問にお答えをさせていただきます。 

 基本的には、先ほど申し上げましたように、米沢

委員のおっしゃる意見については理解をさせていた

だきたいというふうに思ってございます。 

 ただ、無尽蔵に人をかけるわけにはいきませんの

で、例えば、３年前に北海道から専門の職員を地方

自治法に基づいて配置をいただいたり、このたびの

地域おこし協力隊も含め、うちの組織に手が行き届

かない行政課題については、そういうことも含め、

選択と集中を行っているところであります。 

 ことし、２８年度の職員採用は５名を予定して、

内定通知を出したところであります。一気に新しい

職員を入れかえていくわけにはいきませんので、先

ほどから申し上げましたように、北海道から派遣、

あるいは地域おこし協力隊、もちろん非常勤職員も

含め、そういう体制をとってまいりたいというふう

に思います。 

 さらには、また、戦略的な部分については、職員

を配置することも今後あり得るかなというふうに考

えてございますので、御理解をいただきたいという

ふうに思います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 私は、ぜひこの点、今予

算の中でもきっちりとした対応をとるべきだという

ことを申し上げたいと思います。 

 次にお伺いしたいのは、執行方針の中にも載って

おりましたが、職員の人事評価の点についてお伺い

いたします。 

 総務省等の財政方向の中に、いわゆる職員の人事

評価を地方自治体がきっちりしなさいと。そのもと

に、適正に財政効率を上げながら、給与にもその

分、評価した分を反映すべきだということが、今

回、財政の内かんに書かれております。 

 そうしますと、その方向で言えば、上富良野町は

今年度から管理職部門における人事評価をするとい

う形になっております。 

 そうしますと、総務省の指針である、いわゆる給

与等の反映を含めた、どういう評価をして、給与体

系だとか、そういったものをどういうふうになされ

ようとしているのか、この点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の人事

評価制度に関します御質問にお答えいたします。 

 人事評価制度につきましては、国が示しているも

のもありますし、基本的に、人事評価制度、私ども

の中では、しっかりとその職員の能力を評価、自己

評価を含めて、しっかりと能力を客観的に評価し

合って、業績についても、立てた目標について、ど

ういった達成度だったのかということを組織内で

しっかりと検証し合うような、そういう仕組みを構

築して、それらのことを御本人にフィードバックし

ていくことで、その職員のやる気といいますか、職

員のモチベーションを高めていく、そういうツール

にしていくためのものが人事評価制度ということ

で、単に能力が低いから給料を下げますとか、そう

いう手法で使うものというふうには理解しておりま

せん。 

 ただ、制度上は、当然評価に応じて給与制度に反

映することも、その職員のモチベーションを高める
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ルールの一環として、総務省のほうでは、そういう

仕組みが給与制度上はもう既に盛り込まれておりま

すが、そういった給与等の制度の中に反映させるに

は、一定程度評価の仕組み自体を我々自身ももう少

し経験を踏まえた中で、お互いに理解がし合えるよ

うな、当然こういう評価であれば、こういうものも

反映すべきところは当然だなということは、職員の

中でしっかりと、組織内で理解し合えるような、そ

ういうものにしていかなければ、主観的な評価が給

与等に影響することはあってはならないことですの

で、そういう、まず管理職を対象に、評価の仕組み

をお互いに勉強していくことを、この春からスター

トしていこうということで予定をしているところで

あります。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 今、担当の課長が述べら

れたように、これは総務省の指針に沿って、将来的

には給与に反映、その評価に基づいた給与体系を作

ろうということの前ぶれであるということです。 

 私は、地方自治体の職員というのは、評価して、

例えば一般のところでも非常に難しいのです、評価

のあり方というのは。いかに仕事をしてもらうかと

いうところで、単純によし、悪し、評価になると、

Ａランク、Ｂランクだとかいろいろ、評価の仕方は

ありますけれども、単純にやっぱりそういう方向に

向いていくのだろうというふうに思います。この間

を見ていましたら。 

 私は、行政がきちっと職員の資質を見きわめなが

ら、三役や担当の人たちが、いかに力を引き出すか

という、そこには住民自治という立場に立った、住

民の暮らしをどう守るのかという、この立場から評

価をきちっとしながら進めるべきであって、あたか

も、こういう新たな人事評価で人を最終的に振り分

ける、そういう方向に行く危険性が十分あるのだと

いうことを私は訴えておきたいと思いますし、そう

いう方向に行きます、これは。 

 ですから、担当の課長も言いましたように、総務

省の指針に基づいた、将来的にはそういう評価にな

りますよということを言っているわけですから、私

は見直すべきだというふうに思いますが、この点お

伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の人事評

価にかかわります御質問に私のほうからお答えをさ

せていただきたいと思います。 

 まず１点、例えば北海道、国の職員、何千人も何

万人もいる中の人事評価制度と、私ども１８８名の

職員の中で評価するものと、実際には、１８０数名

の人事評価は、既に町長においてしている、日常的

にしていると。その結果、昇格等、管理職への昇格

もそうですが、昇格についても、日々そういう評価

を重ねている点、まず１点、御理解をいただきたい

というふうに思います。 

 さらに、今回の人事評価制度を今取り組むに当

たって、好きだ嫌いだにならないように、しっかり

業績評価と能力評価という二つの面をあわせて、一

定の物差しを用いながら、それが全てではもちろん

ございません。先ほど申し上げましたように、日々

の仕事の姿が近くで見えますので、それらも含め

て、しっかり今後の給与制度のあり方、昇格制度の

あり方、これらを検証していくための物差しを少し

つくっていこうというようなことでございますの

で、決して国がやれと言ったから、それに基づいて

やるということでは、もちろん人事評価制度のガイ

ドラインをつくるのは、そういうことでございます

が、決してそれらを乱用する予定ではないというこ

とを御理解いただきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 幾ら副町長そんなこと

言ったって、ガイドラインがあって、今までの行政

の、保育所の民間委託も含めて、そういうガイドラ

インの指針に沿ってやられてきているわけですか

ら、そんなこと言ったって、通用する話ではないの

です。 

 私は、こういうものがいかに職員を本当に萎縮さ

せて、本来持っている力を引き出すどころか、逆の

方向に押しやってしまうという、そういう危険性が

今あらわれてきている部分もありますし、そういう

方向になるのだろうというふうに思っていますの

で、この点、改善すべき内容だというふうに訴えて

おきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 副町長。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の御質問

ですが、繰り返しになるかもしれませんが、申しわ

けございませんが、この人事評価制度は、一方的に

上位の職にある者が、下位の職の者を一方的に評価

する制度ではありません。 

 まず、評価する側とされる側と、これらの評価に

ついて話し合う機会を設けます。評価される側が、

この点について弱いのではないか、少し配慮が必要

ではないかということを、その上司が指摘した上

で、これらをお互いが納得して、確かにそういうこ

とですねということも含め、まず、職員の組織力を

上げていくための一つの方法、ツールとして用いる

予定をしてございますので、決して非人間的な評価

をここでするつもりは私どももございませんので、

その点だけ御理解をいただきたいというふうに思い

ます。 
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○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） ８１ページ、職員福利厚生

費一般管理費の中のストレスチェック業務というこ

とで、我々も日々ストレスにさらされながら活動し

て、耐えているところではございますが、職員のた

めのストレスチェック業務ということで、どういっ

た内容かお聞かせ願います。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） ２番岡本委員の御

質問にお答えいたします。 

 ストレスチェックといいますのは、労働安全衛生

法の改正によりまして、昨年の１２月１日から、１

年以内にストレスチェックを行うことが義務づけら

れております。 

 こちらは、ここ近年、メンタルヘルスによりまし

て休職される方ですとか、そういった方が多くなっ

てきましたので、１次予防としてストレスチェック

を行うということで、メンタルに陥る職員をなくし

ていこうというものでございます。 

 こちらのストレスチェックの制度につきまして

は、ことしの１１月３０日までに、まず１回行わな

ければなりませんが、ストレスチェックを行うに当

たりましては、現在、上川管内の町村の広域で検討

委員会をつくっておりまして、そちらで内容につい

ては検討していく予定であります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） 内容についてはまだわから

ないということ。これから決まっていくという内容

でしたか、今の回答は。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） ストレスチェック

の内容につきましては、５７項目の項目を記入して

いくことによりまして、ストレスの高さを判断して

いくようなものになります。その結果によって、高

ストレスと判断されたものにつきましては、事前の

面談というふうな処置を本人が希望すればとれると

いうふうになっております。 

 そのストレスチェックの項目につきましても、国

が示しているのは５７項目を基準としております

が、何項目にするかというところにおいては、ある

程度町で融通がききますというか、決めることは可

能であります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） これは、全職員を対象とい

う、管理職等も含めて全部ということでよろしいか

どうか。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） ストレスチェック

の対象につきましては、職員全員をする予定でおり

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） ページは７９ページになり

ます。まちづくり活動助成ということで一番上にご

ざいますが、要求資料一覧の１３ページ、資料１５

になりますが、２５年度以降３年間活動助成を行っ

てきた、申請団体と事業機関等を明記されておりま

す資料がありますが、この制度は２４年１０月から

ですが、現在、３年、４年目の事業に入るのですけ

れども、今月２２日に、３年間継続して頑張ってこ

られましたふまねっと、こちらの成果報告を含め

た、そういったまちづくりの助成に対しての今後の

あり方という集まりがありますが、若干私も感ずる

に、ＰＲ不足ではないかと思いますが、この点お聞

かせください。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ９番荒生委員のま

ちづくり活動助成事業についての御質問にお答えし

ます。 

 荒生委員の御質問のとおり、この資料１５にお示

しさせていただきました資料のとおりでございまし

て、現在、経過年度は、２４年度１０月に発足し、

現在４年目を迎えているところでございます。 

 事業実績は、２５年度に３件、２６年度２件、２

７年度１件の見込みということで、年々減少してお

ります。 

 当初予算を３件、３０万円ということで、２４年

度から計上されていただいて、２５、２６、２７年

と経過しているところでございますが、３カ年継続

していただいたのはふまねっと１件で、単年度ごと

に各事業が行われているところでございます。 

 実際、町のほうでは、住民会長懇談会、各関係機

関の団体に、町の広報紙等も通じて、この内容につ

いては載せさせていただいておりますが、本当に申

し込み件数が減ってきているだけではなくて、相談

件数も、なかなかこちらのほうの事業につながりに

くくなっていることは担当のほうも承知しておりま

すので、今後、このまちづくり活動助成について

も、事業内容について御意見等もいただいている関

係もございますので、今年度の実績も踏まえた上

で、次年度以降見直していこうと考えてございま

す。 

 以上です。 
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○委員長（村上和子君） ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） ありがとうございます。多

岐にわたり、スポーツ、文化などなど、町民の活動

において、今後、この事業自体はすばらしいことだ

と思いますので、継続的にＰＲ活動に努めていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（村上和子君） 答弁よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ６１ページにかかわっ

て、職員の研修で、ことしもまた自衛隊の入隊、研

修等が実施されるのか、どういった重点を置いて、

今回、研修等の位置づけはどういうふうになってい

るのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） １１番米沢委員の

御質問にお答えいたします。 

 自衛隊研修におきましては、本年度も実施する予

定であります。研修の内容についてでありますが、

規律を高めるということで、体力測定ですとか、行

軍ですとか、そういったことを行っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 何回も言いますけれど

も、自治体の職員として、別に自衛隊に行かなくて

も、いろいろなところで自律を高めたり、スキルだ

とかを高めることは十分可能なわけで、やはりそう

いったところにはなじまないというふうに思います

が、これは改めるべきではないですか、答弁お願い

いたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えいたします。 

 自衛隊の体験研修につきましては、新しい年度、

今年度も予定をしているのは、先ほど主幹のほうか

ら答弁をさせていただいたとおりであります。 

 職員にはいろいろなスキルを高めていただくため

に、いろいろな思いを持って研修をそれぞれ計画し

ておりますが、今言いましたように、例えば時間や

規律等の、そういうような研修も職員にとって必要

な能力になりますので、なるべく若いうちに、そう

いった規則正しい生活というものをいま一度見直

す、そういう機会にも、そういう研修先としてどこ

がいいのかというようなことで、幸いにして我が町

には駐屯地がありまして、駐屯地のほうも町の研修

に御協力をいただけるということでありますので、

これは地域の自衛隊と町は共存共栄を図ることが、

大きなまちづくりの柱でありますので、職員の若い

うちになるべく自衛隊のことも知っていただく機会

にもなるということで、この研修につきましては、

このように対応しているところでありますので、御

理解をいただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 全く旧態依然の研修制度

のあり方です。今やるべき、上富良野町の実態とい

うのは、ふるさと納税にしてもそうですけれども、

地域おこし協力隊だとか、いろいろな形の中で、

もっと民間で規律を重んじて、デパートでもどこで

もそういうことをやっているところはたくさんある

わけですから、そういったところへ行って研修する

だとか、されている部分もありますけれども、こう

いったところへ行かなくても、自律だとか規律を高

める、時間を守るというのは十分可能だというふう

に思いますが、この点、ここでないとだめですか、

ほかはだめだということですね。ほかは、社会性が

伴っていないということですか、お伺いいたしま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えいたしますが、研修先が別の場所であっ

ても同じような研修が受けられるところがあれば、

別に研修先がどこということをこだわっているわけ

ではありませんし、この町にはこういう駐屯地が

あって、職員が研修するには最適の場所だというこ

とで理解をしているところであります。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 何回言ってもだめなの

で、次の点に移ります。 

 ７０ページの定住移住促進であります。 

 今回の予算の中では、お試し住宅の修繕等、管理

等の予算が組まれているかというふうに思います

が、この内容等についてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） １１番米沢委員

からありました定住移住対策促進費の住宅の質問に

お答えさせていただきたいというふうに思います。 

 こちらにつきましては、これまでありました旭町

の５棟１０戸の移住準備住宅と、昨年から実際に運

用しております、同じく旭町のお試し住宅、今２戸

分を予定しておりますが、新年度につきましては、

それを現行の２戸から、できれば４か５までふやす

ような部分の必要な経費を計上させていただいてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 総合戦略の中に定住移住

の促進が練られております。そこで、お伺いいたし

ますが、今後、上富良野町に１人でも多くの方を呼
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び込む、また、人口をふやす一つの要素として、こ

れが盛り込まれているわけです。 

 そういう中で、やはり定住移住の計画をいろいろ

読まさせていただきましたら、定住した後のケア、

あるいは雇用促進のための、就職の支援等、あるい

は住宅確保に向けた対策等、こういったものが相

まって、初めてきちっと上富良野町にこういう方々

が来て、定住できるような環境づくり。全部が簡単

にいかないにしても、必要だと思いますが、今回こ

の予算の中で、これも一つの方法だと思いますけれ

ども、ほかに、こういったものに向けて、地域再生

の交付金などを使った定住政策というのは盛り込ま

れましたか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えいたします。 

 国の交付金のものにつきましては、まだ国のほう

から内示等が示されておりませんので、具体的なお

答えはできませんけれども、町においては、実施計

画の案というものについては国のほうにお示しをし

ております。 

 町が示している内容につきましては、地域の産業

リソースを再生したり、健康づくりに取り組む事業

ということで、１自治体２事業までということで、

国で制限がありますので、たくさんのものを申請で

きませんので、そこはまず御理解をいただきたいと

いうふうに思っています。 

 それから、定住移住の促進については、これまで

も、これからもですけれども、重要な課題というふ

うに認識しておりまして、町においては、まず、少

しでもこの地域について理解をしていただく、そう

いう機会を持っていただくために、昨年度から運用

しておりますお試し暮らし住宅につきましては、大

変好評をいただいておりますし、今現在、今年度、

新しい年度の募集も開始させていただきましたが、

夏期間においては、ホームページで募集を開始した

直後にもう既に埋まるような、そういう事態にも

なっておりますので、少しこういうものをいち早く

戸数をふやして、対応できるように準備をしたいと

いうことで考えております。 

 移住定住は、非常に幅の広い政策の結びつきが大

切でありますので、単に来てみて体験していただけ

ば、それが即移住につながるわけではありませんの

で、今、委員のおっしゃるように、雇用の対応で

あったり、住むところであったりということは、住

みやすい地域である、福祉の施策であったり、そう

いう一体的な、住みやすいまちづくりをつくること

が、まずベースになければなりませんので、そのよ

うな形で、総合戦略含め、総合計画全体の底上げを

図っていくことがベースになるのかなというふうに

理解しておりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） いろいろ聞きましたら、

２年という形の中で、延長しても２年という。その

後、住宅を確保するのが困難だと、そういう話が聞

かれます。 

 今回の地方再生の交付金等については、リフォー

ム等に対する補助等も可能だということも書かれて

おります。これを使うかどうかは別としても、総合

戦略として、上富良野町に１人でも多く定住者を呼

び込む政策の中で、具体的な、いわゆる住宅を確保

できない人に対しては、一定部分の家賃の補助をす

るだとか、そういった具体的な対策がもっと盛り込

まれるべきだというふうに思います。 

 そういう意味では、ここら辺については、今回の

予算等についてはなかなか載っておりません。地域

おこし協力隊があるからいいという話ではありませ

んので、トータルで物事を考えた場合に、それぞれ

が重要な柱だということで、この総合戦略の中に書

かれているわけですから、きちっとそういう戦略を

打ち出してこそ、こういったものが生きてくる部分

があるのだろうというふうに思います。確かにいろ

いろ住宅の紹介だとか、ホームページだとか、され

ている部分はありますから、そういった部分の評価

はした上で、こういう問題提起をしているのだとい

うことを受けとめて、その点についての答弁をお願

いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えいたしますが、まず、地方創生の交付金

等においては、基本的に、個人給付に当たるような

ものについては対象外ということになっております

ので、そのようなことで理解をしています。 

 それから、当然、移住定住を促進する施策とし

て、よその自治体の中では、我が町に住んでいただ

けたときには、例えば住宅の補助をしますとか、家

を建ててくれるのであれば何ぼの補助をしますとい

うような、そういう施策を打たれている自治体もあ

るのは、もちろん承知をしているところであります

けれども、果たしてそのことが、家は建てていただ

きました。住んでみました。住み続けることが可能

なのかどうなのかという選択肢がまたそこで生まれ

ますし、そういうことよりも、やはり住みよい地域

をどうつくるかということがベースになければなら

ないというふうに思っていますので、当然、今住ん

でおられる方たちが、しっかりこの町に引き続き住

んでいただける、そういうことがまずベースにあっ
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て、その先に移住があるのかなというふうに理解し

ておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） その答弁でしたら、先ほ

どの副町長の答弁と同じで、自助・公助・共助と、

このベースがあってこそ、地域の暮らしや福祉が守

られるのだということで、それ以上踏み出そうとし

ないということにならざるを得ないと私は受けとめ

ているのです。 

 例えば総合戦略の人口の動態を見ますと、２００

５年から２０１４年の１０年間において、１,４０

０人の転出超過になっているということがうたわれ

ています。 

 そうしますと、これから将来１万人の人口を確保

するために、１０年間ですから、１年間に１４０人

転出するということですから、それを上回るような

人口をふやしたりだとか、子育て支援を充実するだ

とか産業を呼び込むだとかという政策がなければ、

実らない話だというふうに思います。全部一緒に何

でもやれというのではなくて、少なくともそういう

立場からの具体的な政策の展開というのが、地域お

こし協力隊も含めてあるわけですから、さらにもっ

と含めて前進させる必要があるというふうに思いま

すが、この点、町長、どのようにお考えなのか、明

確な答弁をお願いします。 

○委員長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢委員の御質問にお答え

させていただきます。 

 今、総合戦略で町の将来像を描いておりますが、

今回、提案させていただいております予算全ての中

に、そういった町の思いが含まれているというふう

に御理解いただきたいと思いますし、こういった、

お示ししております、町の行政が進むことによっ

て、米沢委員からお話ありましたような、そういっ

たところに波及をして、魅力のあるまちづくりにつ

ながっていくものと考えておりますので、微に入り

細に入りの記述はしておりませんが、そういった思

いはあらゆるところに含まれているというふうに御

理解いただきたいと存じます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 本当に質問しても返って

くる答弁というのは本当に決まった文句で、納得で

きない話です。 

 私、この総合戦略というのは、ただつくったとい

うだけでは、それこそありませんし、確かに随所に

そういったものも盛り込まれている部分もあるで

しょう。 

 しかし、一方で、本当に住民が望むような政策で

あったり、あるいは人口を呼び込むような政策がき

ちっと成り立っているのかと言えば、まだ十分でな

い予算のつけ方ではないかなというふうに考えてい

るので、ここら辺、こういった移住政策に至って

も、きちっと直しながら、やはり定住してもらう人

を呼び込むような政策が必要だというふうに考えて

います。この点、もう一度確認をします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の御質問

に私のほうからもお答えをさせていただきたいと思

います。 

 委員も御発言にありました、また、総務課長の答

弁の中にもありましたように、地域の活性化の特効

薬は、先ほど委員からもありましたように、移住定

住だけに特化しても、この地域の活性化は回りませ

ん。福祉であったり産業であったり、雇用であった

り、全てのものが連動して、スピード感を持ちなが

ら前に進めていくということが極めて重要な施策で

あります。 

 そのような中で、ことし提案をしております７１

億２,５００万円、これらについて１点１点申し上

げませんが、これら、例えば２３年３月に定住移住

促進計画を立てました。その明くる年の２４年１２

月でしたか、観光振興計画、そして、ことし立てた

商業振興計画、農業振興計画、これらを具体に今一

歩一歩先に進めるための７１億２,５００万円を組

み立てたという内容であります。１点１点これらを

披露するには少し時間がかかりますのでやめます

が、その部分を一定程度評価をいただいた上で御議

論をいただきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 先ほどの体験入隊の関連と

いうことで、よろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 何ページですか。 

○５番（今村辰義君） ７３ページです。たまには

ちょっと言ってかなければいけないのかなと思うの

です。 

 私は非常にいいことだなというふうに思っていま

す。自分も経験してきたし、あるいは教える立場の

経験も若干しました。世間一般を考えると、学校崩

壊とか学級崩壊があった時代においても、自衛隊の

教育は成功しているというふうに言われておりまし

た。これはなぜか、目的とか目標をしっかり付与し

ていたと。そして、個々だけではなくて、団体に対

して目標を付与しているから、そういったものは、

いじめとかは考えられない。 

 皆さんの親類だとか、あるいは御子息等々でも自

衛隊に入っておられる方がおられるかもしれません

けれども、私が経験したことを考えても、３カ月で
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がらりと変わります。皆さんも誰かかれか知り合い

で知っている人がおられると思います。それほど私

は、そういった自衛隊の教育を通じて人間形成がで

きるというふうに思っております。 

 学校でも個々の目標だとか、部活をやっていれ

ば、団体としての目標があります。そういったもの

を一生懸命追求していると。具体的に言えば幾らで

もあるかと思いますけれども、そういったものが

しっかりされている教育であるということでありま

す。 

 あるいは、皆さんが答弁するのに、何か具体的な

資料でもお持ちしていればいいのかなと思うのは、

例えば、終わったときに感想文だとか、あるいはア

ンケートなどをとっていれば、そのデータを蓄積し

ておけばいいのかなというふうに思っています。 

 そういった感想文だとかのデータというのはない

のでしょうか。あればお聞かせしていただきたいと

思うのですが。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） 研修を終わりまし

た後のアンケートにつきましては、自衛隊のほうで

もとっておりまして、そちらの写しはいただいてお

ります。 

 また、研修を終わりました後に、研修の報告とい

たしまして、それぞれに研修に出た成果などを出し

ていただいております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） どういった感想、もう二度

と行きたくないとか、そういった理由もあればいい

なと、そういう返答もあればよかったのかなと思

う。例えば正味３日間ぐらい、多分体があちこち痛

くなると思うのです。だから、体が痛くなるとか、

そういうアンケートがあるかもしれない。 

 逆に言えば、私は、本当に日本人らしさを身につ

けると言ったら余りにも誇大かもしれませんけれど

も、規律のあるということを総務課長も言っておら

れましたけれども、そういったものを見につけるに

はまだ期間が足りないと思う。やはりもっと体験入

隊の期間をふやしてやるように計画をされたらどう

かなと思うのです。いかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ５番今村委員の御質問

にお答えいたします。 

 職員研修は、自衛隊研修に限らず、いろいろな道

の研修センター等を通じた研修でありますとか、ア

カデミーですとか、さまざまな研修の機関がござい

ます。また、それ以外の自主的な研修もそれぞれと

して設けておりますので、研修につきましては、そ

の研修期間で全ての目的とした能力を培うには、こ

れはなかなか、例えば我々も自治体の職員としての

能力を少し高めるために、自治大学校のような、例

えば１年間、２年間というような、学校に入って、

そういうスキルを高めるような、そういう機会もも

ちろんありますけれども、あと、いっときの１週間

とか２週間とかと、そういう研修もありますが、研

修は、あくまでも自己啓発の大きなきっかけにして

いただくことが、大きな目的の一つでもありますの

で、３日間なり４日間なりの研修期間で、目的とす

る能力を全て培うには、当然、なかなか難しいこと

でありますので、そういう研修を通じて少しでも、

目的とした研修に向けての自己啓発にしていただ

く、そういう機会であっていただきたいなというふ

うに思っておりますので、そのようなことから、主

幹のほうから答弁させていただきましたように、自

衛隊の体験研修も含め、全ての研修で研修レポート

を出させていただいているところであります。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） わかりました。 

 先ほどの答弁で、私に対するだけでなくて、似た

ような組織だとか、他にもあれば、別に決まってい

ないと言われましたけれども、私は、最適なのは自

衛隊だと思います。大きな組織があって、教育体制

も整っておりますから、宿泊施設もありますから、

給食もできます。そういったところでやるのと。 

 最後に、個々のアンケートなどをとって、感想文

でもいいと、先ほど言いましたけれども、蓄積が大

事だと思うのです。そこでまた何年かたって判断す

ればいい。どうしても行きたくないという人が多け

れば、そこはそこで考えればいい話ですから。ぜひ

そこを実行してほしいと思うのですが、どうです

か。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） 今村委員の御質問にお

答えいたしますが、そのようなことで、町も研修に

ついては、全てレポートを提出していただいており

ますので、それらレポートについては検証していき

たいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） １点お伺いします。６５

ページのホームページの運用管理のＷＥＢサーバー

の使用料が計上されているわけですが、これは上富

良野町の恐らく行政ホームページのサーバー管理料

だというふうになりますが、これは今、外部のサー

バーを借りているのか、ちょっとお伺いします。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ６番金子委員か
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らありましたホームページ運用管理費のＷＥＢサー

バー使用料２万円の部分というふうに思いますが、

こちらにつきましては、民間の仮想サーバーサービ

スを、年額２万円弱になりますので、それを借り

て、町単独で構築をして運用しているという形に

なっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） このサーバーに関しては、

単純に町のホームページの部分だけであって、役場

の３階にあるサーバーというのは、また別なサー

バーということで理解してよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ６番金子委員か

らありましたＷＥＢサーバーの部分ということです

が、これにつきましては、町の公式用のサイトと、

一部、町内の各学校ごとに設置をしております部分

につきましても、この中で一緒に管理をさせていた

だいております。 

 それ以外の部分につきましては、役場の２階にあ

るサーバー室にある機械につきましては、全て情報

系、あるいは戸籍等の専用業務用の部分ということ

で、外から勝手に入れないという形にしておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） いわゆるＬＧＷＡＮの部分

にかかわるところというのは全く独立しているとい

うことで理解できたのですけれども、このＷＥＢ

サーバーの２万円程度の利用の中というのは、今

後、容量を上げていって、その他の、例えばさまざ

まな動画配信をしたりとかという部分になると、当

然契約料というのは上がってくるのでしょうか。そ

れともこの範囲の中で、まだキャパが使えるという

ことで理解してよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ６番金子委員か

らありました、このサーバーの利用方法なのですけ

れども、これにつきましては、他自治体と比較をす

ると、かなり少額でやっているということなのです

けれども、容量的には、かなりの量は実際にはあり

ます。 

 ただ、今言われましたように、いわゆる音楽配信

といいますか、映像配信等を使ってやろうとする

と、ちょっと能力的には大変かなということで、現

在、今、町では、ごらんになっていただいている方

もいらっしゃると思いますけれども、ライブカメラ

のユーストリームのライブ配信ですとか、あるいは

ユーチューブを使った町の観光ＰＲ、この前は

ちょっと違うものも上げましたけれども、そういう

部分につきましては、他の民間の、できれば無料で

使えるようなものを使いながら運用していきたいと

いうふうに思っておりますが、現時点におきまし

て、こういう部分について多額の費用をかけて、何

かということは考えておりませんで、極力コストを

かけないで、有効活用したいというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） やはり観光ベースの動画の

配信だったりとか、ライブ情報であったりとか、ま

た、当然、アーカイブをしてオンデマンドで見られ

るようなものというのがないと、やっぱり魅力的な

町の情報発信というふうにはならないと思うのです

けれども、余りにも、２万円程度で終わらせようと

いうのが、果たして費用対効果というのがきちっと

出るかというふうに思いますし、現在、アクセス

数、私も今とっていませんけれども、いわゆる見た

人の満足度というのが、このもので間に合うのかな

と。 

 同僚委員がさっきからいろいろ質問もありますよ

うに、移住定住にもつながるためには、やはり町の

顔というのは、上富良野町に来る前に、今、情報社

会の時代ですから、まず、ネットでどんな町なの

か、どういうものがあるのかと、もっともっと生の

情報とかを見たいと思うと思うのですけれども、こ

の辺というのは、もう少し拡充していきながら、き

ちっとできないものなのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ６番金子委員か

らありましたホームページの掲載内容の拡充という

部分でございますが、この費用、２万円はかなり安

いというふうに先ほどお答えさせていただいたので

すが、現行の部分でいきますと、今、行政サイトを

立ち上げさせていただいております。 

 ただ、２万円で実際どのぐらいのアクセス数があ

るのか、今、ページで見ている部分についてはあれ

なのですけれども、機械総体としましては、年間で

約２００万ぐらいのアクセス数が実際にはあって、

その中で機械が運用しているということになってお

りますので、量がふえる部分については、今借りて

いる部分で十分対応できるのかというふうに思って

いますが、ただ、先ほど言ったように、ライブで何

かを配信しようとしたときの基盤として使おうと思

うと、この金額ではちょっと足りませんので、その

ときには、どのぐらいの能力のものが必要なのかを

検証して、追加の増強が必要であれば、それはその

ときに対応をするという形になると思いますが、現
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時点で、提供する情報量が多くなるという部分でい

けば、この費用の中で十分対応できるというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ２００万のアクセス数とい

うのは、カチッとクリックしても見ても１カウント

なのです。そこで、本当に上富良野町っていいな。

上富良野町にもっと興味あるな。今の十勝岳はどう

なっているのだろう。今、ラベンダーのことはどう

なのかと、町はどうなのかと、そこまで深入りでき

ない情報にしか今はなっていないですよね。そうい

う意味で、もっともっと他の自治体とも差別化を

図っていきながら、また、優位性のあるところを

もっと情報等を発信するに当たるには余りにも寂し

い内容のページにもなっておりますので、もう少し

その辺というのは早急にやるべきだと思うのです

が、その辺はいかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画財政班主幹、答弁。 

○企画財政班主幹（宮下正美君） ６番金子委員の

質問でございますが、確かにあります。今は、行政

サイトも、基本は、いわゆる町の行政情報を皆さん

にということでやっておりますが、それ以外の部分

でも情報を出しているということで、先月から、う

ちのサイトということではありませんが、従前から

委員からも指摘といいますか、御助言いただきまし

た、いわゆるＳＮＳということで、ツイッターです

とかフェイスブックのほうも並行して、今、運用す

るような形になっております。 

 ただ、そちらも今時点では、いわゆる行政サイト

の周知的目的ということで、とりあえず開設をさせ

ていただいておりまして、今後、町民生活課のほう

で、町の情報発信のＳＮＳの使い方という部分のア

ンケート等もとる予定になっておりまして、その結

果を受けて、いろいろな部分で、また次の展開を考

えていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ８３ページの予約型乗り

合いタクシーの運行で、前からも言っております

が、土曜日は延長されましたが、日曜祝祭日の要望

が最近多くなってきております。そういった身近な

問題等について、確かに運行するタクシーの確保と

いう点では、非常に事業所とのかかわりの中で大変

なのかもしれませんけれども、これからの社会を見

回したときに、そういった曜日に対する利用運用と

いうのもあっていいのかなというふうに思います

が、この点、確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の予約

型乗り合いタクシーの改善策等についての御質問に

お答えしたいと思います。 

 予約型タクシーにつきましては、当初、平日運行

ということで開始をしまして、その中で、土曜日、

休日等の運行もぜひというようなアンケート調査の

中から、土曜日も運行も拡充してきたところであり

ます。 

 現状、当然日曜日や休日もぜひそういう運行をし

ていただければという声もないわけではありません

けれども、運用の実態の多くが町立病院であった

り、町内の病院に診療等に向かわれるのが、８割方

そういう利用が多くなっています。 

 そのようなことから、日曜日については、基本的

に休診でありますので、当然日曜日も、例えば高齢

の方であったり、体の不自由な方が、どうしても日

曜日に買い物をしたいとか、そういう要望もあるの

は重々理解をするところなのでありますけれども、

今現在の運用状況、それから現在、登録が昨年度か

らまた１００名ほどふえまして、今８４０名ほどで

この４月を迎えるのかなというふうに理解しており

ます。 

 乗り合いタクシーの事業所も、タクシー会社も２

社ということで、タクシーの台数等も限られた中で

の実態になっていますので、当面は今の運用方式を

少し継続させていただきたいということで考えてい

るところであります。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ぜひ改善の方向で協議し

ていただきたいというふうに思っています。 

 ８３ページの消防備品購入費で、消防ポンプ自動

車購入という形で、非常に大切な、地域の防災を担

うものでありますが、どういう機能等を備えたもの

を購入されるのか、この点、確認しておきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（眞鍋一洋君） １１番米沢委員の

質問にお答えいたします。 

 現ポンプ自動車につきましては、既に２２年経過

いたしまして、非常に老朽化が進んでいるところで

す。 

 また、消防団装備の基準が平成２６年に改正され

まして、救助資機材の充実を図るために、今回更新

するということで、具体的に申しますと、資機材に

つきましては、コンクリート破壊機、油圧切断機、

エンジンカッター、チェンソー、可搬ウインチ、拡
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声器、発電機など、こういったものが新たな装備品

として充実されるということになっています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 先ほど乗り合いタクシーの

件で手を上げていたのですけれども、関連なのです

けれども、昨年度の予算では７００万円で、途中で

補正を上げて８００何十万円なりますよね。 

 現在の登録者数というのは今伺ったところなので

すけれども、２６年度の登録者数と２７年度の登録

者数というのがもしわかれば。 

 今年度の９０７万９,０００円の予算の見方とい

うことで伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（床鍋のぞみ君） ３番佐川委員の御

質問にお答えいたします。 

 まず、登録者数につきましては、２６年度、２７

年の３月末におきましては７３３人でした。２８年

の１月末で８３５人となっておりまして、１００名

ちょっとふえているような状況にあります。バスの

廃止によりまして、ふえたものかと思っておりま

す。 

 予約型乗り合いタクシーの予算９００万円の内容

ということでありますが、こちらにつきましては、

運行回数を大体見込みまして、運行回数に１台当た

りの平均稼働距離を出しまして、総運行距離を出し

ております。そこに委託料の単価といたしまして、

委託料単価は２６７円をもって計算させていただい

ておりますが、それに出庫１台につき１回１００円

加算しておりますので、それらを踏まえて計算をし

た結果が９００万円幾らかになっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、１款議会費か

ら２款総務費までの質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 次に、３款民生費の９６ページから１１９ページ

までの質疑に入ります。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ９７ページ、社会福祉協

議会の補助金等、社会福祉育成費という形で載って

おります。ここの人件費等々、正社員あるいは臨時

職員等、現状ではどのような人員になっているの

か、お伺いしておきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（渡邊寿恵君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 社会福祉協議会の補助金、職員人件費の内訳でご

ざいます。事務局長の部分の人件費としまして、

０.５人区分、正規職員４人分を計上させていただ

いております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ここの職員の給与体系な

のですが、いわゆる地方公共団体の給与体系に準ず

るような体系になっているのか、その点、確認して

おきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（渡邊寿恵君） １１番米沢委員

の御質問にお答えいたします。 

 職員の給与費の体系、行政職給料表により積算を

させていただいております。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ９８ページの社会福祉総

務費で、臨時福祉給付金事業という形で今回載って

おります。この点については、対象が６５歳以上だ

とか、今後、賃金の引き上げの恩恵がなく、低所得

者、高齢者に給付をするという形になってきており

ます。 

 これからの、いわゆる消費税、あるいは物価変動

分に対応するという形の中での給付の内容になって

いるのかなというふうに思いますが、この支給目的

等はどのようになっているのか、この点お伺いして

おきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

臨時給付金の目的でありますが、趣旨でありますけ

れども、先ほど委員おっしゃっていましたように、

低所得者に対しまして、消費税率の引き上げで、５

％から８％による影響を緩和するために、暫定的、

臨時的な措置として給付するという内容でございま

す。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、これは今

年度限りという形になるのか、引き続き、また、特

例という形で給付になるのか、この点お伺いしてお

きたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

御質問にお答えします。 
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 現時点では、今年度限りということで承知をして

いるところでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この給付については、地

方の自治体がとやかく言うべきものではないという

ふうに考えるところもありますが、しかし一方で、

国が進める消費税増税や、年金が上がらない中、ま

た、賃金も上がらないという状況の中での、高齢者

等、低所得者にかかわる給付を、生活をするために

必要な部分を、十分ではないにしても補うための政

策の一環として受けとめておりますが、しかし、実

態として今、単年度だけで、これで今後、来年度も

含めて、今、諸物価等が上がるという状況の中で、

十分なのかなというふうに考えておりますが、この

点どのようにお考えなのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

再度の質問にお答えします。 

 町としましては、国の制度に基づきまして事務等

を進めてまいる所存でございますが、消費税等につ

きましても、現行の影響の中での対応ということ

で、今後の部分についても、また、国でもいろいろ

な施策を講じてくる場合もあると想定されますの

で、そのときは、その時点で町の対応も当然するこ

とになると思いますので、国の状況を見ながら対応

を図ってまいりたいと考えているところでございま

す。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 最終的にというか、やは

りこの問題は、こういう人たちにおいしいものを前

にちらつかせながら、今後起こり得るだろう、ま

た、もう既に年金等の給付が上がらないという状況

の中で、本当にこういうものでうまく誘導するとい

うようなところが見受けられます。これは一時的で

あったにしても、どちらにしても、将来の消費税増

税分とあわせた形の中で、それを誘導するための支

援策の一つだと私は考えているわけです。 

 非常にこれは、今回、あたかも高齢者や低所得者

に対する支援策だとうたいながら、一方では、消費

税増税を容認する方向で、認めてほしいという形の

中での財政措置ではないかと私は考えております

が、そういったような、担当者としては、ここら辺

はなかなか言えない部分もあるのかもしれません

が、どういう印象をお持ちなのか、この点、私はお

伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

御質問にお答えします。 

 あくまでも、先ほども趣旨で申し上げましたとお

り、今回の消費税引き上げの影響に伴う臨時的措置

ということで承知しておりますので、それ以上でも

以下でもございません。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 本来であれば、先ほどの関

連だったのですけれども、社会福祉協議会補助にか

かわるところの、９７ページでございますが、この

間、先ほどの午前中の質問の中でも、町の敬老会の

あり方等々についての質疑があったと思いますが、

社会福祉協議会の事業の中で、ふれあいサロン事業

がありまして、これは年に３回以上行うことによっ

て、総体的に１人当たり１５０円ぐらいの負担金が

出されると。 

 事業内容については、引きこもり等々を防止する

ということなのですけれども、実際受ける側の住民

会サイドとしては、この程度の助成金の中では、３

回以上やっていくということは非常に難しいという

ことを私、再三再四この間も言い続けてきておりま

して、午前中の質問の中でも、ふれあいサロン事業

と敬老会事業と、本来、別なものではありますが、

これを融合させて行っているということで、これら

の内容について、この部分というのは、社会福祉協

議会側から増額の要望であったりとか、その下の受

け皿のほうから増額してほしいとかということはな

かったのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） ６番金子委員の社

会福祉協議会に関連しまして、ふれあいサロン、敬

老会等の質問でありますが、まず、社会福祉協議会

等からは、ふれあいサロンの補助をしている部分に

ついての増額等の要望等は上がっていないところで

すが、あくまでも全体でやっていた敬老会等を地域

にお任せするというのは、やはり１人でも多くの方

が参加しやすい部分を地域で担っていただくという

ことで実施してきたものであり、そういう面では、

大きくその部分は貢献してきているのかなと思いま

すけれども、長くやっていると、なかなかやる事業

の手詰まり感だとか、費用の問題というのが今出て

きているのかな、住民会長懇談会でも今のような話

もあったところですが、直接的にこちらのほうも、

補助している団体のほうから内容もまだ直接は伺っ

ていないので、そういうところは十分に確認してま

いりたいと思っております。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 住民会それぞれが対応を

図っているというところで、やはり午前中の質問で

もあったように、手詰まり感というか、スタッフの

不足感もあります。お金で解決できるかというと、

なかなかそうでもないところもあると思うのですけ
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れども、恐らく相当の住民会のほうから社会福祉協

議会のほうには、ふれあいサロン事業についての見

直しというか、もう少し手厚くできないかという要

望はあると思います。 

 お金が無理ならば、マンパワーというか、人的応

援等々もしていきながら、そういったものの、いわ

ゆる高齢者に対する、社会的孤立を防ぐ事業の本来

の趣旨の拡充というのを図っていく指導が必要かと

思いますが、その辺、今まで何も手つかずだったと

いうところはどうなのか、ちょっとお伺いいたしま

す。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） ６番金子委員の御

質問にお答えします。 

 ふれあいサロン事業等でも何をしていいのか、住

民会のほうでも、やる行事の手詰まり感というのも

伺っておりますので、町のほうではエルダーシステ

ムという機械があるのですが、それを借り上げし

て、その部分で、結構多機能な機械でありますし、

移動等も非常に軽易に持ち運びできるシステムのも

のもありますので、そういうものを利活用していた

だいて、より事業内容の充実を図れるように、手詰

まり感を少しでも軽減できればということで、今回

そういうのを導入したいということで進めておりま

すので、それも含めて、いろいろ事業のあり方を検

証していく必要があるかと考えております。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） １０７ページの一番上でご

ざいます。腎臓機能障害者の通院交通費助成などに

ついてお伺いしたいと思います。 

 美瑛のほうに行っている、あるいは富良野であれ

ば協会病院とか西病院に行っているというお話を聞

いています。美瑛のほうには、鉄道運賃ではなくて

というような話もちょっと聞いてございます。 

 具体的に、まず、何名の方がどちらの病院にどう

いう手段で行っているのか、この交通費の助成はど

こに対してなのか確認したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（渡邊寿恵君） ５番今村委員の

腎臓機能障害通院交通費補助についてお答えいたし

ます。 

 現在、２７年度の決算では、２３人の方に対して

補助金を交付しております。今年度につきまして

は、１８人の方を見込んでおりまして、旭川に行か

れている方が１人、非課税世帯の方で富良野に行か

れている方が１４人、課税で富良野に通われている

方が３名を見込んで、予算のほうは組ませていただ

いております。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 町長の考え方になるのかな

と思いますけれども、人工透析、人工透析だけでは

なくて、歩くのが不自由な方の話でもいいのですけ

れども、富良野に行くのは、今言われなかったけれ

ども、渡しているのは鉄道運賃なのですよね。上富

良野の駅は、富良野に行く場合は向こう側に渡って

いかなければいけないのです。階段を上りおりする

のがつらい人は、非常につらいという話です。なぜ

そこで鉄道運賃を出しているのかなというふうに思

うのです。美瑛のように送迎をすればいいのかなと

いうところがまずあるのです。なぜ鉄道運賃を渡し

ているのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（北川和宏君） ５番今村委員の腎

臓機能障害通院交通費補助の関係ですが、あくまで

も交通費の補助ということで、基本になるのは、公

共料金がベースになるので、ＪＲ料金をベースに算

定して補助をしているということでございます。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） それで、先ほど言ったので

すけれども、実情というのですか、本当に駅の階段

を上っていくのはつらいということで、駅がバリア

フリー化できないかというお話を聞いております。 

 国土交通省の見解は、鉄軌道車両におけるバリア

フリー化の推進ということで、高齢者、障がい者等

の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成１８

年）が出ています。 

 また、移動等円滑化の促進に関する基本方針とい

うのが２３年に出ておりまして、何を言いたいかと

いうと、今までは、上富のような人口の規模の少な

いところはだめだったのです。１日の利用客が５,

０００人以上でないとだめだと。ところが、バリア

フリー化が９０％達成したということで、国の方針

を変えまして、３,０００人以上ということになり

ました。３,０００人以下はないのかと、３,０００

人以下のことも書いてあるのです。１日当たりの平

均的な利用客数が３,０００人未満の鉄道駅につい

ては、地域の実情に鑑み、利用者数のみならず、高

齢者、障がい者等の利用の実態を踏まえて、可能な

限りバリアフリー化にするということにうたわれて

おります。 

 それで、人工透析をやっておられる方だとか、あ

るいは障がい者の方等で、いろいろ事情もございま

すので、町としては、上富良野駅、これは町独自で

はもちろんできませんけれども、バリアフリー化す

るような考え方があるのかどうか、お聞きしたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 
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○副町長（田中利幸君） ５番今村委員の御質問に

私のほうから一括御回答させていただきたいと思い

ます。 

 まず１点、町の交通費助成をＪＲ代金で算定をし

ているという点ですが、ここには、腎臓障がい者の

部分が載っておりますが、特定疾患あるいは精神疾

患の通院費助成、それとか障がい児・者の、例えば

富良野のあさひ郷に通うための交通費の助成、これ

ら親が送り迎えをしても、バスで行こうが自前で自

家用車で通おうが、一定の物差しの中で、先ほど言

いましたようにＪＲ料金の往復をもって、どういう

手段で行かれてもいいですということで、交通費の

助成に使わせていただいております。基準として。 

 もう一つ質問のございました、いわゆるバリアフ

リー化の関係ですが、これらは、委員の意見のとお

り、１８年だったと思いますが、バリアフリー法が

施行されました。これら公共交通事業を行う全ての

事業者において、大勢集まるところのバリアフリー

化を積極的に進めなさいという法律であります。 

 市町村は、公共施設については、もちろん責務を

有しますが、基本、ＪＲであったり、バス会社で

あったり、いわゆる公共交通機関を事業としている

ところに法律が施行されている内容であります。 

 もちろん上富良野駅が、バリアフリー化の前に改

築をすることも含め、私ども要望をかけてございま

すが、なかなか先に進まない現状でございます。し

たがいまして、町がＪＲの駅を積極的にバリアフ

リー化するものについては、一定程度制限がかかっ

ていることも御理解をいただきたいというふうに思

います。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 非常に難しいというような

お話なのですが、まず、バリアフリー化する前に改

築が待っているのだというお話で、なかなか、依然

困難だというふうに理解してよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ５番今村委員の御質問で

すが、改築とあわせてトイレの改築です。具体に毎

年、ＪＲ等に要望活動をさせていただいております

が、まずは、改築ももちろんですが、トイレを何と

かしてほしいという環境整備について、具体に要望

活動をさせていただいております。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） それで、間違っていたらご

めんなさい。美瑛のほうは車両が出ているというこ

とでよろしいのですか。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹。 

○福祉対策班主幹（渡邊寿恵君） ５番今村委員の

質問にお答えします。 

 腎機能の交通費の関係ですよね。美瑛のほうは、

美瑛の医院で車両を自前で持っていらっしゃるの

で、それで移送されているようです。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） わかりました。町独自で

やっているわけではないということですね。 

 鉄道運賃で計算する、当たり前の話かもしれませ

ん。実際に足が若干不自由で、上富の駅であれば、

向こう岸に渡らないと富良野に行けませんから、バ

リアフリー化になればいいというお話も聞いており

ますので、ぜひ前向きに検討してほしいなというふ

うに思います。 

 もう一つあるのです。こういった交通費補助、年

間３００万円等の費用対効果を考えれば、どんな話

かわかりませんが、病院関係の人もいませんけれど

も、町立病院に人工透析とか、そういう機能を設置

するという考えはございませんか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ５番今村委員の御質問で

ございます。 

 まず１点、人工透析については、医者、医療ス

タッフの確保はもちろんですが、設備等、一般病棟

と全く隔離された、隔離という言い方は失礼です

が、新たにその設備を必要としております。医師確

保の部分においては、循環器系の、特に腎臓機能の

能力を有しているドクターを探し当てるというの

は、かなり今の現状では難しいかなというふうに考

えております。 

 一方、御承知のように上富良野町は、人口比に対

する腎臓機能に障がいを持つ方々が非常に少ない現

状でもございます。それらは、今一生懸命やってお

りますが、腎臓機能が低下する前に、これらを予防

していく仕組みづくりを今整えているところであり

まして、２８年度１８名、そういう方々を健常に戻

すことは難しいのですが、それから先、新規に発病

する方を一方で予防していくという体制づくりを整

えているところでございますので、まずは、腎臓機

能の医療に係る支援を引き続き私どもが担ってまい

りたいというふうに考えてございます。 

○委員長（村上和子君） ここで、暫時休憩といた

します。再開は１４時５５分といたします。 

────────────────── 

午後 ２時３８分 休憩 

午後 ２時５５分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

 御質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（村上和子君） なければ、３款民生費の

質疑を終了します。 

 ここで、説明員が交代しますので、暫時休憩いた

します。 

────────────────── 

午後 ２時５５分 休憩 

午後 ２時５６分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） それでは、再開いたしま

す。 

 次に、４款衛生費の１２０ページから１３５ペー

ジまでの質疑に入ります。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １２５ページ、がん検診

の予防費という形で委託料が組まれております。こ

の点について、いわゆる未受診、あるいはこの間、

クーポン等を利用されていなかった方に対する、さ

らに詰めて、より一人一人の健康を守りながら健康

維持に努めるという立場からの予算だったのかなと

いうふうに思いますが、この点、内容等はどのよう

になっているのか、改めてまたお伺いいたしたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の御質問にお答えします。 

 がん対策推進につきましては、国が例年進めてお

ります、対象者に対してのがん対策推進事業のほ

か、上富良野町独自に今年度、実態を踏まえまし

て、胃内視鏡検査を含めるがん検診推進事業、その

ほか、無料クーポン、女性のがんに対して、大腸が

んに対してというふうに、予算説明のときの資料に

沿って予算も計上させていただいているところで

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） これからのがん検診等と

いうのは、本当に予防医療が非常に大切だというこ

とがわかります。 

 次にお伺いしたいのは、１２６ページの幼児の

フッ素塗布という形になっております。この点につ

いて、委託料等の内訳はどのようになっているの

か、対象人員等がわかればお話いただきたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の御質問にお答えします。 

 幼児のフッ素塗布につきましては、町内の歯科医

院に対して、１歳半の時期のお子さんに対して、２

歳までの間に受診券という形で交付させていただい

ています。７４人を対象にしているところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 先ほどのがん検診にかかわ

るところだったのですけれども、同僚委員からもあ

りますように、予防というところで、特に胃がんに

対するものであったりとか、大きく手厚くなってい

るのですけれども、ピロリ菌の検査というのも、多

分同時に並行していけば、尿検とかでも出ると思う

のですけれども、これは非常に有効だというふうな

検知も出ているのですが、この辺の取り組みという

のは、今後どういうふうに考えていらっしゃるので

すか。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） ６番金子委

員の御質問にお答えします。 

 胃がんの９０％がヘルコバクター・ピロリ菌の感

染が確認されています。ＷＨＯでもその有効性とい

うか、関連性が確認されているところです。上富良

野町におけますがん検診は、全て科学的根拠に基づ

いたがん検診の推進に基づいてやっております。 

 現在のところ、ピロリ菌検査が、グレード１と

いって、集団の中でするがん検診としては推奨され

ないという分類に入っております。 

 ただ、先ほど言いましたように、胃がんになった

方がピロリ菌に感染している確率は高いのですが、

ピロリ菌が持っている方が全て胃がんになるという

形では確認されていないところですので、確認する

手段としては、やはり若い世代に対して、確実にピ

ロリ菌の検査を進めるという１次予防の範囲で考え

ています。たばこを吸わない。野菜をいっぱい食べ

る。肥満の体型を維持しないというようなことと含

めて、同じ立場で考えております。 

 現在のところピロリ菌に関しては、そのような知

識、啓発を活動して、受けていただくようなお勧め

をするという形で、町の検診の中の取り組みとして

は、国のほうがガイドラインに基づいて、検査が有

効であるというふうに出た時点で検討していきたい

というふうに考えています。 

 実は、ピロリ菌に関しては、ＷＨＯでそのような

結果が出ましたので、班内でも研究をしまして、今

後どのような対応をしていくかということを検討し

た結果、この見解に至ったところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 
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○６番（金子益三君） ぜひぜひ早期に、非常に上

富良野、当然、健康かみふらの２１の指針の中で

も、がんによる早世予防ということも打ち出してお

りますので。 

 今、担当課長がおっしゃったように、がんになっ

た人はすべからくピロリ菌を持っている。ピロリ菌

があるから絶対がんになるというわけではないので

すが、逆説すれば同じことなので、除去する方法も

今は簡単にありますし、先ほどから言っているよう

に、検査自体がピロリ菌だけを、わざわざ来てくだ

さいと言って、胃の中の粘膜をとって調べるという

わけではなくて、普通の通常の検査で、当然御承知

だと思いますけれども、尿検の中でもそれが出てく

ることになりますので、やはりファクターを限りな

くゼロにしていく。もちろん胃がんはピロリ菌だけ

が原因ではなく、さまざまなほかのものもあります

し、スキルス性の、外側にできても本当に進行の早

いものもあることは事実ですけれども、胃がんにな

られて、その後、医療費が高額にかかって、不自由

な生活をされる方を少しでも減らす意味の、ファク

ターをつぶしていくには非常に有効なことだと考え

ますので、予防医療、検診だけではなく、その後き

ちっとピロリ菌を除去するところまでを早急に取り

組むことが肝要だと思いますので、いま一度お願い

します。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） 御意見あり

がとうございます。検討材料とさせていただきま

す。 

 ただ、２１計画でも進めております、がん検診の

受診率、２７年度も胃がんのがん検診が目標に達成

できていない状況です。上富良野町の最優先課題

は、やはりがん検診を受けていただくということ

で、その受けていただく方も含め、それ以外の方

に、１次予防としてのピロリ菌の存在ということも

啓発していきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ７番北條委員。 

○７番（北條隆男君） このがん検診なのですけれ

ども、パーセントも上がっているのも非常に多いの

ですけれども、胃がんだけがマイナスなのです。そ

れで、この検査した結果というのは、再検査ぐらい

までは町民に公表して、やったほうがいいですよと

いうアピールをやったらどうかなと思うのですけれ

ども、その辺はどうですか。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） がん検診、

胃がん検診におきましては、２７年度１５.９％の

目標に対して、実績はなかなか伸び悩んでいるとこ

ろで、２８年度に関しましては、もっと受けやすい

体制、そしてピロリ菌のこともありまして、内視鏡

検査がガイドラインでも、町の検診としての対応が

できるということで、受けやすい体制、検診の制度

を高めるという形にしております。 

 精密検査の率なのですが、約９.２％、１割近い

方が精密検査になっております。精密検査を受けた

全ての方には、個別で、確実に精密検査を受けてい

ただく御案内をさせていただいています。ただ、そ

の中で実際１００％受診されているかというと、な

かなかそこも難しいところで、胃だけではなく、が

ん検診を受診していただいた方の全ての方の精密検

査を１００％という目標も立てております。 

 それで言いますと、なかなかそこのところを受け

ていただけていないということもありますので、委

員御発言ありましたように、広く町民に対しても啓

発して、１人でも多くの方、せっかくがん検診を受

けていただいたのに、精密検査を受けないで、手お

くれにならないような形をとっていきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ７番北條委員。 

○７番（北條隆男君） もう一つ、町で今やってい

るほかのがんについては、今後やる気があるかどう

かちょっと教えてください。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） ７番北條委

員の御質問にお答えします。 

 先ほど申しましたように、ガイドラインに沿っ

て、科学的根拠に基づいた、国が指定しております

５大がん、肺、大腸、胃、女性の子宮がん、乳がん

の５大がんに対して実際やっているところです。そ

のほかのがん検診につきましては、オプションで前

立腺がん検診を実際行っているところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １２３ページの幼児健康

診査という形で、小中学生を対象とした健診なのか

というふうに思います。小さいときから健診を受け

ることによって、いわゆる健康を促すというような

役割になっているのかというふうに思いますが、今

回、ここについては委託料という形の中で、歯科衛

生だとか、委託料という形でそれぞれ１歳６カ月

児・３歳児健診になっておりますが、この内容と、

目的とするものの内訳等については何人ぐらいなの
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か、あわせてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の乳幼児健診についての詳細についての御質問

にお答えします。 

 乳幼児健診は、母子保健法に基づく、４カ月及び

１歳６カ月、３歳児の子どもたちの健康を診査する

ものであります。 

 上富良野町におきましては、富良野協会病院の小

児科医にお願いして委託しております。そのほか、

１歳半と３歳は歯科健診も含まれておりますので、

町内の富良野歯科医師会上富良野支部にお願いして

委託をさせていただいています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 幼児健診で、５歳児健

診、幼児になるかどうかわかりませんが、そのとき

にいろいろと発達障がい等を検査することによって

発見されるというような話も聞かれますが、上富良

野町では、特にそこまでの検査をしなくても、従来

の検査体制の中で、そういった方々がおられるかど

うかという判断は、従来の検査の中でも十分対応で

きるという形で考えてよろしいのか、この点お伺い

いたします。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の御質問にお答えします。 

 現在行われております４カ月健診におきまして

は、子育て支援という立場で、子どもセンターの指

導員が導入されておりますし、１歳半健診におきま

しては、発達支援センターの職員がスタッフとして

入ってきていただいていますので、実際に、人との

かかわりの難しさ、言葉が出づらい時期、１歳半か

らそのような形になって、発達支援センターのほう

にスムーズにつながって、遊びの教室、それから発

達支援の具体的な個別支援を受けるようなルートは

確実に出てきております。 

 健診におきましては、１歳半の健診、経過観察健

診ということで２歳の健診を行っています。３歳児

健診以降につきましては、発達支援につきまして

は、発達支援センターに、それ以外、体のことにつ

きましては３歳半も随時、必要な年齢に対してお呼

び出しさせていただいている状況です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） １２１ページですが、保

健衛生総務費の一般管理費の部分の中の初期救急医

療確保対策事業負担という、この部分についての説

明をお願いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １２番中瀬委員の

初期救急医療確保対策事業負担の部分についてお答

えします。 

 これにつきましては、富良野沿線５市町村と富良

野医師会との協定をしているものでありまして、協

定の内容につきましては、対象としているのは、初

期救急の確保対策ということで、富良野協会病院の

ほうに平日、夜間、土曜、日曜、祝日における初期

救急の実施でありますとか、診療を行う医師当番の

調整、それから、地域住民に対する救急医療知識の

啓発、普及等をお願いして実施をしているものでご

ざいます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） これは、５市町村の中で

初期救急医療確保対策事業費の上富良野負担分とし

て、この金額が予算化されているということでよろ

しいですか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １２番中瀬委員の

御質問にお答えします。 

 これにつきましては、全体事業費の中で、それぞ

れ利用している患者数の割合に応じて負担割合を決

めまして、それぞれの市町村で負担をしている内容

でございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ここの部分の中に入るの

かどうからわかりませんけれども、いわゆる救急車

の出動するときの関係の費用というのは、ここの枠

の中には入っていないのですか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １２番中瀬委員の

御質問ですが、救急車の出動費用については、この

中には含まれておりません。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） それとまた別なのです

が、１３３ページ、環境衛生費の中の備品購入費の

ところに、フォークリフトを更新するという部分が

ありますけれども、この更新に当たっては、金額が

出ておりますけれども、これは、以前使っていた

フォークリフトというのは廃棄をされたのでしょう

か、それとも下取りをされたのでしょうか、お伺い

します。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １２番中瀬委員の



― 46 ― 

フォークリフトに関する御質問にお答えいたしま

す。 

 備品購入費、フォークリフトについては、現在、

平成１１年に購入したフォークリフトを使用してご

ざいます。これは更新をするもので、新たに、現在

使っているものよりも若干規模の大きなものを予定

させていただきたく、更新させていただき、整備に

当たっていきたいと考えております。 

 この内容については、更新した後には売却をした

いと考えております。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） それは、購入をされた時

点で、今あるフォークリフトは、いわゆる売りに出

すということですね。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １２番中瀬委員の

御質問にお答えします。 

 本来であれば、一般財源であれば、下取りという

方法もございましたが、今回のこの整備費用につき

ましては、調整交付金の財源を充てたいと考えてお

りますので、購入後に売却したいというふうに考え

てございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかご

ざいませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １２５ページの小児予防

接種で、新たに今回、日本脳炎等の予防接種等が実

施されるという形になっております。従来なかった

ものが今回こういう形で予算化されて、合計で３９

０名の方が接種されるのではないかというような状

況の報告がありますが、この間、日本脳炎の予防接

種というのは今までなかったわけなのですが、ここ

でどうして新たにこういう接種がされるようになっ

たのか確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の日本脳炎の定期接種化に向けての経過につい

ての御質問にお答えします。 

 日本脳炎に関しましては、定期の予防接種という

ことで実施されていましたが、知事の権限で、北海

道だけその地域とはなっておりませんでした。２７

年３月に、北海道感染症危機管理対策協議会から、

本道における日本脳炎予防接種に関する報告書の検

討結果を踏まえて、２８年４月１日から日本脳炎の

予防接種を行うことが適当というふうになりまし

た。 

 その背景におきましては、移住定住者、旅行者の

移動の現状、それと海外に今後に行く可能性のある

ということで、日本の統一した予防接種というふう

に認定されたところであります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １３３ページの一般廃棄

物収集という形で委託料が設定されておりますが、

今回、どういう内訳になっているのか、お伺いして

おきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

御質問にお答えします。 

 委託料、一般廃棄物収集につきましては、２８年

度から５カ年の長期継続契約となります。この一般

廃棄物収集につきましては、市街地、農村部、あ

と、収集別における缶、瓶、紙、生ごみ、粗大ごみ

など、各区分に応じて設定し、廃棄物処理について

の委託を検討しているところでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） これにかかわってお伺い

いたしますが、近年、ごみの減量化もかなり進んで

きております。しかし、とは言っても、やはり生活

している以上、こういったものについては新たに発

生したりだとか、出てきている部分があるかという

ふうに思います。今後、こういった発生を抑えるた

めのさらなる分別ということにはならないのかもし

れませんけれども、恐らく現状でこれが手いっぱい

なのかというふうに思います。 

 そうしますと、焼却炉等の年数がたつという状況

の中で、かなり劣化も進むという形になってきてお

りますが、引き続き住民に対して、こういった分別

収集に徹底してもらって、リサイクルできるもの

は、さらにリサイクルしていくというような、当た

り前のことですが、さらに徹底する必要があるのか

なというふうに思いますし、また、そのためには、

住民がそこにきちっと参画できるような、ごみの分

別に対する知識の普及だとか、そういったものがど

うしても必要だというふうに思いますし、この点

は、今後こういったものに対して対策等があれがお

伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

ごみの減量化に向けての対策についての御質問にお

答えさせていただきます。 

 上富良野町では、既に、先ほど申し述べた分別は

行ってございますが、昨今、布類の分別における、

一般ごみ袋に入れると有料になってしまいますの
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で、それを直接搬入すると無料で、こちらのほうで

資源化させていただいておりますこと、あと、小型

家電についても直接搬入または役場のほうにお持ち

いただければ、それも費用がかからないで、リサイ

クルになっておりますので、かなり町としては、本

当に町民の皆様の分別の協力もいただきながら、そ

の辺については、かなりごみの減量化については

図っていけるのかと思います。 

 そうすることによって、最終処分場またはクリー

ンセンターの施設の機能への比重も抑えることが可

能だと思いますので、今後とも町民の皆様には御協

力いただきながら、昨年もスプレー缶のことも御質

問いただいた経過もございますが、そのときには、

より早く町民の皆様に周知しながら、区分には御協

力していただけるよう努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、４款衛生費の

質疑を終了します。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会します。 

午後 ３時２２分 散会  
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平成２８年上富良野町予算特別委員会会議録（第２号） 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １３名） 

─────────────────── 

○委員長（村上和子君） おはようございます。御

出席御苦労に存じます。 

 ただいまの出席委員は１３名であり、定足数に達

しておりますので、これより予算特別委員会第２日

目を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の審査日程について、事務局長から説明させ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 本日の審査日程につき

ましては、さきにお配りいたしました日程で進めて

いただきますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １日目に引き続き、議案

第１号平成２８年度上富良野町一般会計予算の歳入

歳出予算事項別明細書の歳出、５款労働費の１３６

ページから７款商工費の１６９ページまでの質疑に

入ります。御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １３８ページ、１３９

ページ、農業委員会費の中の富良野地方アグリパー

トナー協議会負担という形になっております。それ

ぞれ自治体で負担があるのだろうというふうに思い

ますので、今回、婚活だとかいろいろやっていると

いう話でありますが、今年度の事業等はどういうも

のなのか、その内容わかれば、大まかでもよろしい

ので、その点、まずお伺いしておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（北越克彦君） １１番米沢

委員の富良野地方アグリパートナーの関係にお答え

いたします。 

 富良野地方アグリパートナー協議会につきまして

は、富良野沿線と美瑛町の農業委員会等々で組織を

しているものでございます。 

 事業の主なものといたしましては、年２回のフェ

スティバル、夏と秋に婚活のイベントを実施してい

るところでございます。そのほか、２７年度からは

ちょっと違った事業で、それ以外にも富良野地方の

青年を連れて札幌のほうに赴いて、札幌の女性と交

流をしてきているような状況もあるところでござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） これはいろいろとなかな

か苦労の要る話で、婚活といっても相手等がいる話

ですから、大変な事業なのですが、ただ、この間も

農業青年の方に会いましたら、なかなか出会う機会

がないという話が出てくるのです。本当にこうやっ

て誘導する中でも、やはり出会いの場が広がれば、

また積極的に出かけていきたいという話です。 

 ただ、その青年は非常に内気な青年で、なかなか

自分の感情を表に出すことができないということ

で、そういう青年ばかりではないと思うのですけれ

ども、比較的そういう方が多いのかなと思いまし

て、こういう事業というのは、今後も引き継がれな

ければならないし、そういう青年の希望に合ったよ

うな協議会の内容改善がこれからも必要だと思いま

すので、この点お伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（北越克彦君） １１番米沢

委員の御質問にお答えいたします。 

 婚活の事業等々をやっておりまして、出会いの場

が少ないというのは、確かにそうだと思います。農

業後継者のほうにつきましては、富良野沿線のアグ

リパートナー協議会でやっているもの、あるいはＪ

Ａふらので婚活事業もやっておりますので、年に

五、六回の婚活のイベント等々の機会はあるところ

で、婚活に参加される人間も結構少ないというので

すか、３０代、４０代前半ぐらいの青年の中で、婚

活の事業に参加されたいと希望される方は、年に複

数回の婚活事業に参加をしてくださっております。 

 その中で、めでたくマッチングされるケースがか

なりふえてきているのですけれども、その後がなか

なか続かないのが実情ということでございます。 

 また、婚活のイベントに参加されましてもなかな

か、内気の方だったり、全体の輪に入っていけない

ような方々も中にはいらっしゃるのが事実でありま

して、そういった方については、今後、個別の折衝

というのでしょうか、そういったことも考えていき

たいというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） １６１ページ、商工関係な

のですけれども、今回の予算の地場産品普及推進事

業負担１００万円計上されておりまして、この中の

それぞれの内訳は、推進事業の負担で３０万円、恒

例になっていますプレミアム生ビールのビアガーデ

ン事業ということで７０万円の張りつけになってい

ますけれども、まず最初のほうの３０万円、これら

についての事業内容、負担先というのですか、それ

について、まずお願いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 
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○産業振興課長（辻 剛君） ８番竹山委員の地場

産品普及推進事業負担の御質問にお答えをさせてい

ただきます。 

 まず、特産品の推進協議会の経費でございます

が、こちらのほうにつきましては、当町のほうでも

だんだん新商品が出てきておりまして、それらをＰ

Ｒするための経費でありますとか、あと、それら上

富良野の食材を使ったレストランイベントですと

か、そういうところに係る経費について支出をして

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） 続きまして、プレミアム

ビールの関係の７０万円のことについてなのですけ

れども、これは事業自体が１０年近く継続されてき

ているのですけれども、実績を上げつつ来ているの

ですけれども、このプレミアムビール事業について

の今後の展開というのですか、いつまで役場の産業

課のほうで主導しながらやっていかれるのか、今後

の展開を教えていただければと思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ８番竹山委員のプレ

ミアムビールの関係についての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 委員おっしゃるとおり、今回で１０回目というこ

とになってございます。今後の展開、あと、体制の

あり方ですけれども、体制につきましては、第３回

目以降、実行委員会体制をとりまして、一応役場の

ほうで事務局は担っておりますが、いろいろな事業

の企画立案ですとか、そういう部分については実行

委員会が主体性を持って組み立てたりしているとこ

ろでございます。 

 今後の展開ということでございますけれども、な

かなか民間活動によります商品化というようなもの

にはならないというのが現実でございまして、今の

ところ、やはり町の情報の話題提供、ＰＲの道具と

いうようなことで、あと、いろいろと観光事業者の

皆さんには、それを一つの誘客メニューとして扱っ

ていただくということで、こちらのほうもだんだん

その活用が広がってきているところでございます。 

 また、今回、まだいろいろと調整すべき点は多々

あるのですけれども、ホップ園を経営されている方

の中にも連携をとらせていただく中で、町内の子ど

もたちを対象にした、ホップに関する勉強会ですと

か体験、そういうものも企画したらいいのではない

かというようなことが、ちょっと今、実行委員会の

中で考えているということで承知しているというと

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） 今お聞きしたのですけれど

も、やはり難しいかとは思うのですけれども、手を

放して町内の民間事業者、事業をしている人間に渡

すというような形は、やはり難しいでしょうか。 

 といいますのは、どぶろく特区で個人の方がどぶ

ろくの製造、販売、そしてブドウ菜園の方が東中で

ワイン、ワイナリーを今度経営するとかという、申

請しているとかという話もお聞きしていますので、

そういうようなものと同じような位置づけにしてい

けいなものかと思いまして。そうすれば町で取り扱

うよりもさらに収益面というのですか、製造面と

か、そういう中を克服しながら広げていけるのでは

ないかなと思うのですけれども、その点いかがで

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ８番竹山委員のただ

いまの御質問にお答えいたしますが、そういう方が

もし出てきたときには、渡すというよりも、別な形

の支援のあり方もあると思いますので、そういうこ

とも可能性としてはあるのかなというふうに思いま

すが、現在のところ、いろいろと連携を組ませてい

ただいていますが、御存じのとおり、サッポロビー

ルということもございまして、その中で、今の事業

をそのまま民間のほうに移行していくというのは、

ちょっと無理といいますか、困難なことかなという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） やはり物事には、困難とい

う言葉がついて歩くのですけれども、その辺の働き

かけというか、実際に準備される段階での何回かの

会議の中で、そういう方向性を持った提案とか、そ

れに対する意見とかというのは、現在はどうなので

しょうか。過去１０回、１０年になるという中で、

そういう流れの話というのは出てきていないので

しょうか、どんなものでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ８番竹山委員のただ

いまの御質問にお答えいたしますが、話の中では、

さらにサッポロビールとか関係機関にもお願いをし

て、工場をつくってというような話もあるのですけ

れども、やはりほかの酒もそうですけれども、酒税

法で必ずつくらなければならない量というのがあり

ますし、それなりの設備投資もかかるということ

で、そんなに暗に民間事業として成り立つものでも

ないですし、また、今の事業展開をする中から、そ

ちらに移行するということも、実行委員会の中で

も、次の段階の話の中では出てくるのですけれど
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も、いろいろそういう環境を考えると、今の状況の

中では、移行はできないなというような話でござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） １６５ページの観光客の誘

致事業で、臨時駐車場関連の話なのですけれども、

上富良野町観光振興計画ができて、３０年で、６年

で終了するのですけれども、これによると、駐車場

等も整備するというふうにうたわれております。ス

ポットの駐車場等です。どういう提案をするのか楽

しみにしていたところもございます。 

 ことしもまた、臨時駐車場ということで、いろい

ろ計画されています。日の出山の公園全部とれば、

巡回路だとかトイレだとか、いろいろ整備をやると

いうのも承知しております。 

 駐車場等の件について、ことしまた臨時駐車場を

設けて、シャトルバスを運行するとかというふうに

なったのは、どういう経緯からこうなったのか、あ

るいは全部合わせて、臨時駐車場の経費というのは

幾らぐらいかかるのか教えていただきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ５番今村委員の観光

振興計画に関しての日の出公園駐車場の御質問にお

答えをさせていただきたいと思います。 

 昨年の予算委員会の中でもお話になったかという

ふうに思いますが、今年度につきましては、その中

で、今、委員おっしゃっていたように管理用道路の

開設、あとは、トイレの改修等を２８年度において

予算化もさせていただいているところでございます

が、駐車場の件につきましては、今まで議会の中で

もるる御議論させていただいたことかというふうに

思いますが、そちらのほうは、やはりタイミングで

ありますとか、総合的な判断によって整備というも

のを検討していくということで、昨年と同様の答え

で申しわけないのですけれども、そういうことにな

ろうかと思います。 

 あと、臨時駐車場に係る経費につきましては、担

当主幹のほうから答弁をいたさせます。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 今村委員の御質

問にお答えいたします。 

 日の出公園の四季彩まつりのときの臨時駐車場の

経費なのですけれども、平成２１年度から臨時駐車

場として設置しておりまして、平均すると１３０万

円程度の経費を毎年かけているということでござい

ます。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 私もやむを得ないなという

面は重々承知しているつもりなのですけれども、観

光振興計画の行動計画に、もう既に前期の部分は終

わっているのですけれども、前期の部分で駐車場の

整備をやるというふうにうたっていますよね。それ

は計画だから後詰めになってもいいかと思います。 

 ただし、先般いただいた上富良野総合計画の実施

計画の３年分、最後の２８年から３０年、これにも

載っておりませんよね。その計画そのものは今後ど

うなるのかというのは、具体的な話について、町長

のほうで何かあれば教えていただきたいと思うので

すが。 

○委員長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番今村委員の日の出公園

周辺の駐車場に関しましての御質問にお答えさせて

いただきます。 

 基本的には、これまで委員会、議会等でお答えさ

せていただいている延長上にありますが、しかし、

本町の将来、あるいは観光が上富良野町の発展の中

で占めるウエートが高くなっていくであろうし、そ

うしていくべきだという思いを持っておりますの

で、そういう中で、どういうふうに位置づけていけ

ばということは、課題として私も持っていることは

申し上げておきたいと思いますが。 

 今、ことしこの予算委員会、あるいは執行方針等

でも将来像をお示しさせていただいておりますが、

多機能の拠点施設整備、そういったことの構想を練

る中で、今、委員会からお尋ねのありましたよう

な、当然、上富良野全体の盛り上がり、活性化を念

頭に置いておりますので、今お尋ねのような部分も

必然的に検討項目になってくるというふうに私、内

心は思っているものですから、そういう中で一定の

方向性を皆さん方に今度は考え方をお示しできるよ

うになるのではないかなというふうに考えておりま

すので、もう少しお時間をいただければと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） １６１ページ、先ほどの交

付金の中の上富良野町産業連携協議会負担というこ

とで２２０万円出ておりますけれども、これの内訳

でいただいている中央コミュニティー広場活用事業

負担等ということで９６万円何がしが出ております

けれども、これらの内容と。あともう一つ人材育成

事業で１００万円計上されています。これらの内容

について、計画についてお伺いしたいと思います。 
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○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ８番竹山委員の上富

良野町産業連携協議会負担の内訳に関する御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、中央コミュニティーの分につきましては、

セントラルプラザ横の広場に設置されていますテン

トの運営費でございまして、経費の多くは、天幕の

脱着というようなことになります。あとは一般管理

費ということで９０万円計上させていただいており

ます。 

 あと、人材育成の関係につきましては、２５年か

ら２７年まで３カ年行ってきました人材育成アカデ

ミー、こちらのほうは広く産業全般に共通するな

テーマでセミナー等を開催してきたわけですけれど

も、今後につきましては、また新メニューとして、

それぞれの産業にある程度特化した、そういうテー

マも取り入れながら進めるということで、そういう

観点から、町もそうなのですけれども、町内の経済

団体であります農協、商工会、観光協会、これらの

団体、組織の連携の中で、そういうものも一緒に進

めていこうということで、こちらのほうに１００万

円を予算づけさせていただいたところでございま

す。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） 今までのそれぞれのアカデ

ミーの開催時の参加者人数というのですか、メン

バーというのは、大体どれぐらいの方々が集まって

意見交換されているのか、お願いいたします。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 竹山委員の御質

問にお答えいたします。 

 平成２５年度から本年度、２７年度までの人材育

成アカデミーの参加人員ですけれども、おおむね６

０名程度ぐらいの人数で開催しているところでござ

います。 

 参加者につきましては、農業関係者と商業関係

者、観光関係者、あと、これから自分で何かをやろ

うとする方等々が参加いただき、開催しているとこ

ろでございます。 

 失礼しました。各年度、合計で６０名程度の参加

で、３カ年経過しているところでございます。本年

度は、事業計画等をつくるということの具体的な部

分のテーマでございましたので、おおむね１０名か

ら１５名程度、それぞれ講習会等の参加者はばらつ

きがありますけれども、その程度で進んでいるとこ

ろでございます。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） 今の６０名程度という人数

ですけれども、これは累計になりますか、それとも

皆さん新しい、それぞれの業種のメンバーの方々の

参加ということになりますか。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 竹山委員の御質

問にお答えいたします。 

 各年度の合計６０名につきましては累計の人数で

ございます。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） それであれば、常連という

か、いろいろ広い分野で募っているのですけれど

も、重なる方というのは何人もいらっしゃるという

ことになりますか。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○○商工観光班主幹（深山 悟君） ６０名の内訳

ですけれども、それぞれ講演会、研修会のテーマご

とで新しく来られる方もいらっしゃいますし、第１

回目からずっと継続して参加いただいている方、ま

ちまちでございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） それであれば、そういう中

での報告書と言ったらあれなのですけれども、開催

ごとのいろいろな感想だとか、まとめたものという

のは保存してあるものなのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 各年度で参加者

の方々にアンケートをとって集約している部分と、

既に広報のほうでも、いつも年度末にお知らせして

いるのですけれども、ことしの総括ということで、

町民の皆様にもこの事業のお知らせをしているとこ

ろでございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １６１ページの地場産品

の普及で、収穫祭という形になっております、３０

万円。従来、前にも農協等で主催していた収穫祭等

があって、それが中断して、新たに町に少しでも活

気、あるいはそれぞれの業種が結びつく中での、地

場産品の開発に結びついたり、地方からの人たちの

誘導も含めた予算なのかなというふうに思います

が、この予算等の内訳、目的等があればお伺いしま

す。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の収

穫祭に関する御質問にお答えしますが、まだ明確な

ものはないのですけれども、通常、イベントを行う

ための経費に充てられるかなというふうに思ってお

ります。 
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 こちらのほうも、この前の荒生委員の一般質問の

中でも町長からお答えさせていただきましたけれど

も、やはり町民皆さんが楽しむ機会、町の産業を理

解していただく機会、そういうものを関係団体で、

あと、そういう団体のみならず、今のところ参画し

てくれる民間事業者もいれば、そちらのほうにも参

画をいただく中で進めていきたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） これとあわせて、農業振

興計画の中にも、観光振興計画の中にも共通してあ

るのは、地元のこういったフェスティバル、プレミ

アムビールもそうなのですが、北の大文字だとか四

季彩まつりがありますが、そういったものが意外と

地元完結で終わっている傾向があるという形で、な

かなか地方に広がりが見受けられないというような

結果になっているかと思います。 

 確かに、地元で楽しむというのであれば、それは

それとして納得できる話ですが、こういうものを一

つの誘導策としながら、上富良野町を知ってもらっ

て、来てもらうというような観光ツアーだとかを含

めた、そこに結びつけたプレミアムビールだとか、

そういうものというようなイメージで、こういうも

のを売り出していくというような形にしていくほう

がいいのではないかと。 

 例えば近隣の町村では、国道だとか道沿いに何々

祭りだとか看板がかかっている場合があります。そ

の要素というのはほんのわずかなのですけれども、

そういうものも含めて、今後、展開として、こうい

うものをきちっと進められるような環境づくりも必

要なのかなというふうに思いますが、この点お伺い

いたします。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の御

質問にお答えします。 

 私も全くそのとおりだというふうに認識しており

まして、そういう発展するイメージを描きながらイ

ベントを企画、開催していきたいというふうに考え

ておりますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） １６３ページの商工会運営

費の中の委託料、セントラルプラザ管理費というこ

とで５７７万円計上されているのですけれども、こ

れらの内訳というか、大まかで結構ですけれども、

お願いいたします。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 竹山委員のセン

トラルプラザ管理委託業務の内訳についてお答えい

たします。 

 受付等施設管理の管理業務ということで１７４万

円程度、あと、需用費、施設維持の電気料とか消耗

品とか光熱水費の関係です。こちらのほうで２９６

万円程度。点検費のほうで、ワックスがけとか消防

設備とかボイラー等の点検とか冬の除雪の関係、こ

ちらのほうで８０万円程度等々で、今回５７７万円

の予算を計上しているところでございます。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） 今お聞きしたのですけれど

も、実は自分が体験した中のことなのですけれど

も、あそこを利用して、トイレを利用して、トイレ

は改修されて新しくなったのですけれども、手洗い

のほうの水道関係なのですけれども、蛇口という

か、押して水が出てくる、そしてとまるというタイ

プなのですけれども、利用したときに、押したら戻

らなくて、全開で出放しだったという状況もあった

のです。 

 それと、ついこの間ですけれども、住民会で２階

の会場などを利用したときには、上着が脱げない状

態で、結局暖房が入っていなかったというか、午前

中の利用だったのですけれども、お昼過ぎ１時まで

の利用だったのですけれども、朝１０時半から利用

したのですけれども、暖房が入っていなくて、下に

は入っている状況で、事務をとっていましたけれど

も、そういう中での節減の呼びかけが徹底されてい

るのか、修理ができないような状況なのかというこ

とであったのですけれども、節減、節水だとうたい

ながらも、備品のほうが伴っていなくて、それもす

ぐ手当てできないということを言われていたので

す。これは商工会の職員ではなかったのですけれど

も、出放しで、２人、３人入れかわっても水がと

まっていない状況で、そういうことがあるものです

から、その辺について役場のほうへ指導というか、

商工会からそういう話というのは上がってきている

のでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） ８番竹山委員のただ

いまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 予算計上して委託料も組んでいるということで、

細かい部分については、それは現場のほうで解決し

ていただくということが基本ということになってい

ます。 

 ただ、大きな基幹施設の部分で、そういうふぐあ

いがあった場合には必ず連絡も来ますし、その部分

での対応はさせていただく。 
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 今回、今、竹山委員からあった、そういう御不便

みたいな形です。どういう状況でそうなったか承知

していないのですけれども、委託先であります商工

会に、その辺は、利用者の方に御不便がないように

管理いただけるように、そちらのほうについては徹

底させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １６０ページ、商工振興

費で、新規開業・特産品開発事業等というふうに

なっております。そこで、お伺いしたいのは、説明

書では補助対象だとか、雇用奨励金の額、家賃補助

等が書かれております。この点で、例えば補助対象

事業の特産品開発等という形で書かれております。

そこの中には、地域の資源を生かしたもの、特産

品、食事メニュー、サービス、過去に町内で販売、

提供されていたことがないものに限るという形に

なっておりますが、どういう開発、一つのものをつ

くった場合に、どの程度のものを成果品としてつ

くった場合、これの対象になるのかというような、

非常に基準というのは難しいと思うのですけれど

も、これを読んでいて思ったのです。 

 それで、従来開発したものに、例えばいろいろ

トッピングしたりだとか、そういうものを加えた場

合、そういったものはどうなのかだとか、細かい話

になるのですけれども、どこまでの範囲になってい

るのか、その点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の新

規開業・特産品開発事業に関する御質問にお答えさ

せていただきます。 

 今回、この分拡充をさせていただいたわけですけ

れども、特産品開発の部分につきましては、ただ単

なる商品というか、物だけではなくて、やはり飲食

店等で提供されるメニューの充実でありますとか、

そういうものも範囲の中に加えさせていただいてお

ります。 

 それで、当然事業に当たりましては、事業申請を

上げていただくわけでございますので、やはりその

中での経営の部分でいきましたら、資金計画ができ

ているのか、販路があるのか、どのように活用され

るのか、それぞれ上がってきた業態によって審査の

内容というのは変わるかなというふうに思います

が、ある程度広い範囲で事業対処できるように、こ

ういうすごい広い、何でもありみたいな表現をさせ

ていただいておりますが、事業審査の中で、その辺

は、今後の経営がどうなのかというところをしっか

り見きわめながら支援策を図っていきたいというふ

うに考えております。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） とかくこういう基準が出

ますと、ちょっと狭まってしまう傾向がありまし

て、確かに行政の仕事ですから、一定の基準を持っ

て、その基準に合っているかどうかということは必

要最小限のものだと思いますが、やはりこれを進め

ていく上で、一定の幅というのもあってもよいので

はないかというふうに思います。 

 というのは、この間、新規開業事業等にかかわっ

た費用等のかかわりもそうなのですが、そういうも

のも含めて審査基準もあって、なおかつそういった

ものをさらにちょっと上乗せするなどの一定の対策

も必要かと思いますが、もう一度確認をお願いいた

します。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員のた

だいまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 今までの新規開業についてもそうだったのですけ

れども、そんなにきちきちな中でやっているわけで

はございませんが、ただ、やはり事業後の進行管理

というのも大事でございますので、そういう適切な

進行管理等は行っていきますけれども、最初からが

んじがらめにしてというようなことではイメージし

てございませんので、できるだけ多くの方に活用し

ていただきたいということで創設しましたので、御

理解をいただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 大いにこういったものは

進めていただきたいというふうに思っています。 

 次に、１６２ページの商工振興費の持続化補助事

業というのがあります。この点についてお伺いいた

します。 

 これは、従来の国の制度、先ほどもそうなのです

が、小規模振興法に基づく支援策の一環の中で盛り

込まれた内容かというふうに思います。この補助対

象事業の中で、経営合理化や売り上げ増加、効果計

画に基づく商工会の指導を受けながら取り組む事業

ということが盛り込まれております。 

 これは、ちょっと読み取れないところなのです

が、指導を受けながらですから、先ほどと同じよう

に経営形態だとか、いろいろ今後の販路だとか、ど

ういうものを自社で開発したりだとか、購入したり

だとか、そこら辺なのかなというふうに思うのです

が、この点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の商

工業持続化補助事業に関する御質問にお答えをさせ
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ていただきます。 

 今回、町と例えば事業者の直接だけのやりとりと

いうことではなくて、商工業者のよりどころであり

ます商工会、こちらのほうがしっかり会員とタッグ

を組んで寄り添う中で、しっかりとした事業を進め

ていただくと。 

 これについては、国で行っている事業も同じ形態

をとっているわけですけれども、町のほうでもそう

いうやり方を踏襲する中で、しっかりとした事業効

果が生み出されるように、それの裏づけとして、い

わゆる伴走型というものなのですけれども、そちら

の事業の展開を対象ということにさせていただいて

いるところでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 商工会の指導ということ

ですから、より商工会の指導の質というか、そう

いったものが問われるかというふうに思いますし、

当然、町も一部、当然かかわってくるのか、全くか

かわらないのか、その点お伺いしておきたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員のた

だいまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 計画自体、そのものをつくるのは商工業者になる

かと思いますが、そちらの内容を精査するのが商工

会の役割になろうかなというふうに思います。 

 この事業、予算計上させていただいた形を見てい

ただいてもわかるとおり、商工会のほうにこの事業

の分の補助金を出すということになってございます

ので、補助の実施に当たっては商工会が主体になる

のかなというふうに思いますが、事業の審査に当

たっては、町のほうも加わった中で、そういう審査

会を発足させて運営しようということで計画してお

りまして、そういう形で行政のほうはかかわってい

くということになろうかと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 関連ですね。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 関連なのですけれども、今

の持続化、昨年から全国の商工会連合会のほうで

行っている事業で、上富良野町は非常に優秀で、事

業採択が非常に昨年度は多かったのですけれども、

一方で、全道の手挙げをした商工業者の中で、この

持続可能補助金を使って、いわゆる店舗内改修、特

にトイレの改修が非常に第１期目が多くて、２期目

の追加のときもそれを挙げたところがあったのです

けれども、大体それはほとんど採択にならなかった

のです。 

 ただ、そういったもの、レギュレーションが全国

の商工会組織の中での補助金の枠の中では、それは

１期目はある程度認められたのですけれども、追加

のときはほとんどだめだったのですが、そういった

もののカバーみたいなものも、町独自の政策として

は大丈夫なのか、それとも役場でも全国の商工会連

合会が行う伴走型の持続化補助金に準じた形でやっ

ていくのか、その点、確認をします。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ６番金子委員のただ

いまの御質問にお答えいたします。 

 採択に当たっての考え方としては、国の事業の考

え方を踏襲するということが基本になろうかという

ふうに思います。 

 ただ、今、委員おっしゃっていたように、店舗改

修が落とされたというような経過はちょっと私、承

知していなかったのですけれども、１回目のときに

はなっているということで、採択になることは可能

な事業であるというふうに考えますと、特に、国の

ほうも限られた予算の中で、どういう事業の種類を

振り分けるかというところだったと思います。 

 ですから、町のほうとしましては、そういう店舗

だからだめだとか、要するにこういう事業だからだ

めだというような振り分けは、基本的には考えてお

りませんで、国が採択できるものであれば、それは

ひとしく考えて、採択の中での審査をしていきたい

というふうに考えています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 今、課長がおっしゃったよ

うに、まさしくそうだと思うのですが、１期目の予

定があって、２期目で追加でとったときに、これは

すばらしい事業だからということで、商工業者が一

斉に手上げしたときに、恐らく順位性というか、プ

ライオリティーの高いものから採択されていって、

恐らく店舗改修という、特に、照明であったりとか

什器だとかというのは認められるけれども、トイレ

だけではだめだということで、多分順位性が落ちて

いったと思うのですけれども、それで確認したいの

が、できれば私もそういうことを望むのですけれど

も、この３７５万円を超えて、いわゆる商工業者が

いろいろ活性化のために使いたいというふうになっ

たときの、追加みたいなことというのは可能なので

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ６番金子委員のただ

いまの御質問にお答えさせていただきます。 

 基本的には、対応させていただきたいというふう

に考えています。 

 以上です。 
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○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） １６３ページの商工観光

班の中の観光費の中の一般管理費の中の委託料につ

いてお伺いします。 

 この委託料については、２６年、２７年、２８年

と同額の１１２万２,０００円を予算化されている

わけですけれども、これは、複数年の契約のもとに

やっておられるのだと思いますけれども、この委託

先と、それから仕事の中身についての説明をお願い

したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 中瀬委員の御質

問にお答えします。 

 観光振興計画推進事業の委託料ですけれども、こ

ちらのほうにつきましては、平成２５年に観光振興

計画をつくった受託業者に継続して委託をお願いし

ているという形でございます。 

 事業の中身については、計画書の年次計画に基づ

いて、それぞれ主要な事業について、項目を定めて

委託をしているということでございまして、２６年

につきましては、まず、基本的な部分の観光力の底

上げということで、講習会等を多く開催したという

経費で、講師とかは、こちらではなかなか得手、不

得手な部分もございますので、そういったコーディ

ネート等の調整を行っていただいたところでござい

ます。 

 ２カ年目につきましては、今度、上富に二、三時

間滞在して、周遊して観光消費をしていただくとい

うことで、ツアーのモデルコースとかガイドの養成

とか、そういったところの講師等々のコーディネー

トをしていただいたということでございます。 

 ２８年度におきましては、今回、外国人の方々が

ふえていまして、そのインバウンド対応という部分

と、あと、どうしても年間の観光入り込み客数で見

ると、１０月から４月ぐらいまでの閑散時期、こち

らのほうの入り込みが少ないですので、こちらのほ

うの増加策という部分のコーディネート等の講師を

契約で行っていきたいという考えでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） これは、そうしますと５

年の委託料ということなのですか。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 毎年度それぞれ

各年度、委託料を計上して、随意契約という形で契

約しているところでございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） 委託先は、先ほどまだ

伺っておりませんけれども、この金額は毎年同じ金

額、１１２万２,０００円、全く金額は同じという

ことなのですけれども、これらは、仕事の中身につ

いては若干、先ほど言っている中身については変

わってくることもあり得ると思うのですが、そこら

辺は、金額が全く同じというところの部分について

は私もわかりづらいで教えていただければと。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 中瀬委員の御質

問にお答えいたします。 

 先ほど御回答いたしました事業に、毎年定額とい

う形で、１１２万２,０００円という形を予算要求

して、実際に詰める中で、講師の委託料とか、こち

らのほうに出向いた出張経費とか、そういった経費

をその中で、この範囲内で、毎回見積もりをいただ

いて、若干の差異はあるのですけれども、契約して

いるということでございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ということになります

と、例えばお金が調整がつかなかったら、何かで調

整してお金をその範囲内で納めるというような形に

なるのではないでしょうか。当初から１年間の、い

わゆることしはどういったことにそのお金を使うの

かという予算を立てるのであれば、年間こういうこ

とにことしは使うのだから、これだけかかるという

部分で予算するのであればいいのでしょうけれど

も、全く同じく金額をこうやって計上しているわけ

ですから、その年の仕事の中身によっては、金額と

いうのは絶対動いてくる、差異が出てくるというふ

うに私は思うのですけれども、そこら辺のところ

は、計画を立てたときに、そういう話は出なかった

のでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（深山 悟君） 各テーマごとの

講師等々の謝礼等についてはばらつきがあると思い

ますけれども、実際こちらのほうでコーディネート

していただく調整旅費等につきましては、回数の多

加はございますけれども、範囲内で来ていただいて

いるという実態でございます。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １２番中瀬委員の御

質問、ちょっと補足を私のほうからさせていただき

ます。 

 個々の事業を行うという予算というよりも、そう

いう取り組みをするためのコーディネート料という

ことになりますので、テーマは変わっても、そんな

に、コンサルでございますので、人材の派遣だとか

講師の派遣だとかというところで、研究といいます
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か、行うテーマは多少違っても、そんなに大きな差

異が生じるということではない性質のものであると

いうことで、御理解いただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） 先ほど委託する部分の開

催については、随意契約だということでしたよね。

随意契約であれば、なおさらその年その年のことで

金額は調整するべきだと思うし、全く同じ金額を計

上するという形は私はどうもなじまないというふう

に思いますけれども、その辺のところはどうでしょ

うか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １２番中瀬委員のた

だいまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 当然にして、例えばこの金額では全然賄えないで

ありますとか、もっともっと明らかに少なく済むと

いうことであれば、随意契約する中で、そういうよ

うな契約の方法も当然出てくるのだろうというふう

に思いますが、要するにコンサル料でございますの

で、テーマが変わっても、それほど人が動く機会、

回数ですとか、余り差異がないということと、ある

程度予算ということもございますので、とりあえず

この範囲でというようなことで考えた中での予算計

上ということで、御理解をいただきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） １６９ページの十勝岳地区

施設維持管理にかかわるところでございますが、毎

年春先になりますと、一番上の温泉施設の水源とい

いましょうか、水が切れて利用者に非常に御不自由

をかけていることが多々あるのですが、抜本的にあ

そこの水回りのところはできないものなのか、

ちょっとお伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） ６番金子委員の御質

問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 私どものほうもその辺の課題、承知してございま

す。旅館協会の皆さんと懇談する機会等も通じて、

お話も伺っておりますし、現状についても把握して

いるところでございます。 

 そういう中で、どういう方法がいいのかなと常々

思っているところでございますけれども、今後解決

しなければならない課題ということで認識してござ

いますので、今後の検討ということで、御理解をい

ただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 角波主幹はよく存じ上げて

いると思いますけれども、本当にトップシーズンの

みならず、通常のときでもオーナーの方が下におり

てきて、黄色い農業用水みたいなものを何往復もし

ながらやっておりますし、実際、私もその場に遭遇

したことがあるのですけれども、宿泊者であったり

とか、冬であればスキーに来られているお客様が、

ちょうど温泉に入ろうとしたときに、ちょうど水が

ないので待ってくださいと言って、違う施設に行か

れたりということで、非常にあの施設全体、あの山

全部そうなのですが、特に、北海道では一番標高の

高い場所にあるというフラッグシップにもなってお

りますので、早急に対策というのが講じられるべき

と思います。町長、あそこは本当に上富の宝でもあ

りますし、何とかしてほしいと思うのですが、その

辺いかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番金子委員の十勝岳地区

におけます、特に飲料水を中心としたインフラ整備

についての心配ですが、私も本当にあそこがそう

いった、特に水関係、あるいはお湯の分配等をうま

くいけばいいなということはずっと思い続けており

ます。 

 特に、春先、山開きを目前にして、なかなかトイ

レの水が行き渡らないとか、不自由をしていること

も承知をしております。北海道の対応も絡んでくる

ことになりますので、ぜひ上富良野としては外せな

い場所ですので、安定してそういったインフラが機

能するよう、私も北海道と連携しながら、いろいろ

要望してまいりたいというふうに考えております。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） 今の十勝岳地区の関連にな

ると思うのですが、近年、バックカントリースキー

ヤーの増加に伴い、旧バーデン上富良野の向かいの

バス停、あれは多分道の駐車場になるかと思います

が、その駐車場もあふれ、土日になると町営バスの

運行にも支障を来しているというお話を聞いており

ます。 

 現在の思惟林になりますが、バーデン上富良野の

後の経営者の建物の右横、上に登る道は町の土地で

あるということで伺っておりますが、現在、除雪を

今までしていないがために、思惟林の施設内で除雪

を行っているということで、スタッフオンリーとい

う、入り口に掲示があり、本来は町の場所でもある

にもかかわらず、要は今まで除雪がなされていない

がために、思惟林の方が除雪をしたということで、

場所をあけた我々スタッフオンリーという表示に基

づき、車を入れれないという制限をしているという

ことで、現場の声が上がっております。 

 町営バスの運行にも支障を来すということで、今
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後、例えば基金の取り崩しをしたりとかという方向

で、除雪等の諸対策をどのように考えているのか、

お伺いします。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ９番荒生委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 ちょっとまだ私のほうで承知し切れていない部分

が多くあるのかなというふうに思いまして、なかな

か明確なお答えはできないかなというふうに思いま

すが、昨今のバックカントリースキーのお客さんが

ふえてきているということで、そういう車両が路上

にとまっているというようなことは承知していると

ころでございまして、荒生委員がおっしゃったよう

に、多分町が翁公園用に国のほうからお借りしてい

る土地のことかなというふうに思いますけれども、

そちらの路上駐車等の問題については承知している

ところでございますので、道路管理者の道ともいろ

いろと今後協議をさせていただいて、他の問題も含

めて、そちらのほうはまだよくわかっていませんの

で、検討課題かなということで認識しているという

ことで、御理解いただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １６１ページの中小企業

融資資金という形で載っております。この間の商工

振興のアンケート調査等に至っては、資金ぐりの現

状は悪化しているという形で、２１％で、大変悪化

しているということで３５％、現状維持であるとい

うことが５７.９％という形で、比較的恐らく新た

な事業展開等はされていない部分、高齢化の中で、

そこまで求められない部分があるから、こういう形

になっているのかなというふうに思いますが、今回

の融資等については、大体何件くらい、あるいは枠

として予想されているのか、実態等についてお伺い

いたします。 

○委員長（村上和子君） 商工振興担当主幹。 

○商工振興担当主幹（北 創君） １１番米沢委員

の御質問にお答えいたします。 

 特に、融資の件数については、枠というのはござ

いません。あくまでも予算でもって、原資として、

町としては８,０００万円を金融機関に預託し、そ

れをそれぞれの金融機関が３倍であるとか３.５倍

という倍率でもって運用する中で、その範囲におい

て融資をしていただいているということでございま

す。 

 ただ、実態につきましては、件数を若干説明させ

ていただきたいと思います。平成２７年度の、現

在、報告が来ておりますのが、１月末までの状況な

のですけれども、１月末時点におきまして、総融資

件数は６４件というふうになっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） お伺いしたいのは、上富

良野町の商工業の実態という形なのですけれども、

非常に全般的な話になるかというふうに思います

が、売り上げがつくれない、新規の商店、高齢化と

いう形でなかなか前へ進むことができないという形

になっております。だけれども、新たなサービス展

開を求めるけれども、どうしようかというような話

も、この回答の中では出されています。 

 恐らくすごく人口が減るという動きの中、あるい

は寡占化、独占化という形の中での、企業そのもの

の、個店等の存続そのものが危うくなってきている

という現状が見受けられると思うのですけれども、

そういう中で、今回の持続的なものも含めた対策が

なされているかというふうに思いますが、今後、こ

ういったものに対して、商工振興計画に基づいた展

開がもう既に始まっていますし、始まるのもあると

思いますが、どういうふうに商工会、あるいは地元

の業種、あるいは靴だとか、そういったものがな

い、地方に行くだというような話もありますし、ど

ういうふうな話し合いを持って、こういったものに

対処されようとしているのか、まずその点を伺いし

ます。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員のた

だいまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 商業振興計画も年度中には策定ということになろ

うかと思いますが、まずは、やはり商工会を通じ

て、商工業者の皆さんもこちらの計画のほうを知っ

ていただくということで、まずこの計画を共有して

いただくことから、まず始めなければならないのか

なというふうに思います。 

 計画の最後のほうでも、想定される実施主体とい

うようなことでお示しをさせていただきながら、取

り組みを幾つか掲載しているわけでございますけれ

ども、そちらのほうの中身をしっかりみんなで共有

しながら、こういう場合は町のほうでも支援ができ

るのだとか、そういうものをしっかりお伝えする中

で、何とかぜひそういう事業提案をさせていただく

中で、着実に計画に沿った施策というものを進めて

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ぜひその点、進めていた

だきたいと思います。 

 同じ１６１ページの商工業後継者の就業奨励金と

いう形で月額２万円で、この点でお伺いしたいの
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は、この間、何人かこの奨励金を受けて、地元の事

業に従事されているかというふうに思いますが、も

う既に、奨励金を受けたけれどもリタイアしただと

か、そういった実態というのは恐らくないと思うの

ですけれども、その点、まずお伺いしたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員の商

工業後継者対策に関する御質問にお答えさせいただ

きたいと思います。 

 商業関係で、制度発足から今まで１０名の方に奨

励補助を行わさせていただいたところでございます

が、残念ながら今まで１名の方、店自体が営業しな

くなったということで、リタイアということで、残

念なことが１件ございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １４１ページの、今回、

新たな農業担い手育成事業等という形で予算が組ま

れました。これは当然、新規就農者等、あるいは後

継者等に対する支援策の一環という形の中で盛り込

まれたものだというふうに思います。 

 非常に今後、やはり上富良野町で農業をしたいと

いう人たちの大きな力になればいいかなというふう

に思いますが。 

 そこで、お伺いしたいのは、まず、研修受け入れ

支援という形で、町で登録された就農予定者を受け

入れるということで、それに基づく、町長が認める

指導農業者に対する費用等の定額補助等という形に

なっております。この点、町のいわゆる指導者とい

うか、認定された指導者等というのは何人いらっ

しゃるのか、また、そういったところについてどう

いうふうな、今後、技術がどのぐらいあるのかと

か、細かいことは言いませんけれども、ちょっと伺

いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢委員のた

だいまの御質問にお答えいたします。 

 町長が認める指導者、都度それは判断になります

ので、誰ということにはなりませんが、今のところ

一応基準として認められるという部分では、北海道

のほうで認定しております指導農業士ということに

なりまして、ちょっと今、資料がないので人数のほ

うはわかりませんが、うちの町には１０名はいない

かなというふうに思っております。 

 あと、例えば国の青年就農給付の準備型を活用す

る場合には、新規就農予定者が北海道農業公社のほ

うに、どこで指導するかということも含めて、そう

いう研修計画を出すことになっております。その中

には、受け入れ先の指導農家も当然書かれておりま

して、そこで認可が出れば、道のほうで認めた指導

者ということで、それを踏襲する形で、当町におい

ても、その方のもとで指導を受けるのであれば、指

導農家に研修受け入れの支援というものを対象にし

ていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） １４１ページの農産物加工

実習施設の委託料の草刈りというのがあるのですけ

れども、これについてちょっとお伺いします。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） ３番佐川委員の加工

施設に係る委託料の草刈り、敷地内に草が生えてき

ますので、今のところ事業団にお願いをして、草刈

り作業を行っていただいている、その経費でござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） そうすると、調理施設等の

清掃管理というのは誰がどういうふうに行われてい

るのか、ちょっと伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） ３番佐川委員のただ

いまの御質問にお答えしますが、基本的には、こち

らのほうから利用される方に呼びかけまして、使っ

た方が清掃してくださいというようなことでお話を

させていただいています。 

 あわせまして、ちょっとひどい汚れとかの場合に

ついては、直接私ども職員が行きまして、清掃等を

行っているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） そうしますと、たびたび農

家の方たちが加工場を、常連客というか、たくさん

利用する方がいらっしゃると思うのです。そういう

人たちが使ったその都度、ある程度の掃除はしてい

る。ひどいときは私たちが見ているのだということ

なのですけれども、ひどい度合いというのはどこで

判断して、１年に何回ぐらいやっているのですか、

それを伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ３番佐川委員の御質

問にお答えしますが、回数はちょっと把握していな

いのですけれども、使っているうちに、床面はきれ

いなのですけれども、排水管が詰まっていたりとか

あるのです。そういうときには、誰が原因というこ
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ともありませんので、そういう場合については職員

が行ってやるような形になります。基本的には、皆

さん使った後についてはきれいに清掃していただい

ているというのが実情でございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 実はこの間も私も、年１回

ぐらいしか使わないのですけれども、清掃は、使っ

た方が、もちろん私たちも一生懸命きれいにするの

ですけれども、見えないところという部分って必ず

出てくるのです。ここは調理施設ですから、衛生上

の管理というのはとても大切な部分の施設だという

ふうに捉えていて、やはり決められた、年に何回だ

とか、夏は特にですけれども、そういうことを想定

していかないと、施設自体も本当に老朽というか、

古いものばかりで、掃除機をかけようと思って全然

吸い込みが悪いですし、いろいろな器具、パン焼き

器もそうなのですけれども、スイッチが何度も入ら

なかったり、そこら辺が本当に、前回一般質問され

た方もいらっしゃいましたけれども、本当に古い

し、清掃もなかなか行き届かないし、道具自体も古

くてというのがありますので、ことしは予算に全然

入っていないのですけれども、今後の計画的な部分

と清掃に関する部分と、考え方があればお聞かせ願

いたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ３番佐川委員の御質

問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 いろいろ古い施設でございます。軀体自体も古い

ので、いろいろ修繕箇所が出てきたり、施設、器械

の不備によって修繕とか更新というものが出てくる

のかなというふうに思います。これらについては、

今のところ都度修繕なり更新を図っていくというの

が基本的な考えでございます。 

 また、施設の衛生面での良好な環境の維持という

部分では、年に１回は職員総出で大掃除をしている

ところなのですけれども、都度点検をする中で、必

要に応じて衛生環境を保持する作業については行っ

ていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 器材に関しても結構古く

なってきているのです。例えば材料を買って一応つ

くったはいいが、途中でスイッチが入らなくなって

みたりだとか、そういうことになりますと、材料

費、一生懸命人も集まってつくっている中で、そう

いうぐあいになると、やはり利用者としてはがっか

りしてしまうものですから、そこら辺の器材購入の

サイクルというか、そういうのはどんなふうに考え

ているか、その辺も含めて。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） ３番佐川委員の御質

問にお答えいたします。 

 更新計画みたいのを持って、そういう整備という

のは実のところ、今のところはしていないという現

状でございます。都度不都合になった場合に修繕す

る、更新するということで、たまたまの場面で、御

利用される方に御不便をおかけすることも実際にあ

ろうかというふうに思いますけれども、現在のとこ

ろ、そういう対応であそこの施設の維持を図ってい

きたいなということで、御理解をいただきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） １４５ページの収益向上作

物生産振興補助にかかわることで教えてほしいので

すけれども、いわゆる当初の計画は、１０年後の農

家戸数半減したときのためにも、何とか引き続き営

農が続けられるということの趣旨というふうにお伺

いしております。 

 そこで、確認したかったのですけれども、何品目

か比較的低コストというか、労力がかからずにき

ちっと持続化できるというものなのですけれども、

例えばこれの面積というのは、それが大規模化する

ことというのは無理なのですか。今、指定したもの

というのが、さらに耕作面積がふえていって、それ

がより収益が上げられるということは難しいのです

か。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ６番金子委員の収益

向上作物生産振興事業に関連する質問にお答えをさ

せていただきます。 

 例えば今回、ハウスとかの園芸作物を対象にして

いるということで、実際に国等の事業を使って大規

模に事業展開する場合というのも想定してございま

す。 

 ただ、今回については、委員おっしゃっていたよ

うに、事業の設立趣旨として、そういうことも含ま

れますので、大型化が目指す方が対象にならないと

いうわけではございませんが、要するに事業の補助

限度額というものを設けさせていただいた中で、事

業の規模といいますか、どれぐらいの規模形態に活

用されるのかというところを想定して制度設計して

ございますので、大規模になっていく部分は使えな

いというわけではございませんが、主眼について

は、委員おっしゃっていたものと、あと、新規就農

のときの円滑な就農につながるという点で事業を組

ませていただいたということで、御理解いただきた
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いと思います。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） わかりました。大きいこと

はまた別な、国の事業があるということでやるとい

うことですね。 

 ということは、この補助金に関しては、例えば今

まで奨励作物をつくっていなかった農家が、新たに

一部分でということの活用に使っていただくという

ことで理解してよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ６番金子委員の御質

問にお答えしますが、そういう場合もあるのかなと

いうふうに思います。前回、平成２５年まで類似の

事業、農協と共同でやっていた経過もあるのですけ

れども、今回、更新を入れたというのは、ある程度

地域ブランドとして、メロンとかイチゴがあるわけ

ですが、そちらのブランド形成に携わってきた農家

の方もだんだん年齢を重ねてくるということもござ

いますので、そういうところでは、そういう作物っ

て労力がかかるのです。ですから、現に今、面積も

減ってきているということもありますので、そちら

のほうも意図してはありまして、更新も加えた中で

事業設計をさせていただいたということで、御理解

いただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、５款労働費か

ら７款商工費までの質疑を終了します。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 次に、８款土木費の１７０ページから１８７ペー

ジまでの質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １７４ページの橋梁改良

費で、継続的な橋梁の長寿命化という形で予算がつ

けられております。その中で委託料についてお伺い

いたします。 

 今回は、３,０００万円で、目視で点検するとい

う形になっておりますが、この部分について、どの

程度のものなのかよくわからないので、この委託料

の内訳等についてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、この事業につきましては、近接目視という

ことでございまして、町では１２０橋ございます。

道路法の改正によりまして、５カ年で近接目視を完

了するようになっておりますことから、平成２８

年、２９年、３０年と３カ年で１２０橋を、年４０

橋ずつ近接目視を行うこととしております。 

 今回、近接目視の部分につきましては、どういう

ような検査ということでありますけれども、腐食状

態とか亀裂、それから破断とかひび割れ、支承部の

機能の障害とか、緩み、脱落、剥離、鉄筋の露出、

漏水、遊離石灰が出ているかどうか、部材の損傷と

か、いろいろそういう項目がございまして、その部

分で判定を行いまして、損傷ぐあいを、健全度ぐあ

いを４段階に分けまして行う調査となっているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） １７３ページの町道維持に

かかわるところですが、冬場の除排雪にかかわるこ

となのですけれども、近年非常に請負業者は丁寧に

除雪をされて、取りこぼしが少なく、また、通学

路、避難道に関しては、非常に朝の早いときからあ

いているということで、町民の方からも喜びの声が

聞こえているのですが、１点、住民会長懇談会など

でも声が上がっているのですけれども、やはりグ

レーダーやドーザーできれいに除雪をすると、きれ

い過ぎてつるつるになって、お年寄りがよく転ばれ

るということがあるので、近年、くし状になってい

るグレーダー等々で、かっちゃきの跡をつけるよう

な除雪をされている自治体も多く見られるというこ

とと、あと、除雪のショベルの先に出っ張りが出る

というのですか、それで玄関先の雪をきれいによけ

られるようなシステムのついているドーザーなども

あって、より丁寧に、余り時間をかけずに丁寧に家

先の除雪ができるというふうになっておりますが、

この辺というのは指導はできないのでしょうか、お

伺いします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ６番金子委員の除

排雪についての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 くし状の部分をつけて除雪するというようなこと

でありますが、ついている機械もあるのですけれど

も、ついていない機械も、タイヤショベルなんかは

ついていない部分もございます。その部分について

は、町民の皆さんが道路を渡るときに滑ったりする

という部分については、交差点の前後という部分に

ついては、特に砂まきを行っておりますので、あと

また、学校周りにつきましても砂まきを行っており

ますので、それで対応しているところでございま

す。 

 それとあと、ショベルの先に機具を、間口処理の

ような形でする部分については、まだうちのほうで
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は対応していないところでございます。今後また研

究して、検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 先ほどの関連質問で、橋梁

の整備の件で、１７５ページなのですけれども、最

後、課長、４段階あると言われましたけれども、そ

の４段階についてちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ５番今村委員の橋

梁の健全度の部分について御説明させていただきま

す。 

 健全度の４段階につきましては、まず、１、２、

３、４ということでありますけれども、１番につい

ては健全ということで、構造物の機能に支障がない

ということで、一切手はつけないで、そのまま管理

をしていくという形になります。 

 ２番目に、予防・保全ということでございます

が、支障はないが予防・保全の観点から措置を講ず

ることが望ましいということになっております。 

 次に、３でございますけれども、早期措置が必要

ということで、支障を生じている可能性がありまし

て、早期に措置が必要ということになっておりま

す。 

 ４番目につきましては、緊急措置ということで、

機能に支障があり、緊急に取りかかる必要があると

いうことになります。 

 ３と４については、今後、結果としてもし出た場

合には、そういうような計画を立てていくという形

になります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） まさしく３と４です。イン

フラ整備というのは、現時点で直しておかないと、

悪いのを次世代に申し送るわけにいかないと思うの

です。 

 特に４番の危険がもろに感じられる、あるいは早

期に整備が必要な３段階、これらについて、当然優

先順位は４番からになっていくと思いますけれど

も、発見した時点で、いつ何どき崩壊するかわから

ない、４番なんかはありますよね。早急に計画して

いくというふうに判断してよろしいのですか。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ５番今村委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 ４番になった場合には、早急に修繕を行うという

形になります。もしくは通行どめということもあり

得ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ここで、暫時休憩といた

します。 

 再開は１０時４５分。よろしくお願いいたしま

す。 

────────────────── 

午前１０時２６分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １７５ページの町道側溝

整備についてお伺いいたします。 

 この計画書を見ますと、新設という形で、大町３

丁目１条通り５０メートルという形になっておりま

すが、こういったところを順次計画に基づいて進め

られるというふうに思うのですが、結構新築の戸建

ての住宅も建つという状況になっておりますので、

ここら辺はもうちょっと早く、スパンを長くしてと

いうのはできないのかどうなのか、そのほかにもあ

るとは思いますが、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま１１番米

沢委員の町道の側溝についての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 この大町の部分につきましては、大雨の際に、道

路側溝がございませんことから、宅地内に水がたま

り、非常に地域の皆さんに御苦労をかけているとこ

ろでございます。要望もございましたことから、今

回、最小限の解決をする部分で５０メートル設置す

る予定をしております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

１１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ぜひいち早く長くしてい

ただきたいというふうに思います。 

 それで、１８３ページの公園費のところに入りま

す。委託料で、今回、日の出公園の巡回路という形

でなっております。この工事では５,６００万円と

いう形になっておりますが、この中には用地買収等

も入るのかなというふうに思いますけれども、入る

とすれば、大体どのぐらいのものなのか、その点に

ついてお伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

日の出公園についての御質問にお答えさせていただ
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きます。 

 今回の事業につきまして、５,６００万円につき

ましては、日の出公園の巡回路のみの工事の予算と

なっております。 

 用地買収につきましては、公園の敷地以外の部分

についても以前用地買収しておりますので、用地買

収費はありません。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、８款土木費の

質疑を終了します。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 次に、９款教育費の１８８ページから２３５ペー

ジまでの質疑に入ります。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ２０５ページの心の教室相

談員活動にかかわることなのですが、近年、生徒の

環境というか、非常に複雑な環境になっておりまし

て、学習だけではなく、日ごろの悩みであったりと

か、それから家庭のいろいろな問題等々、誰にも相

談できずに、学校に行って教室に行けないという生

徒がいらっしゃるというふうに聞いておりますが、

非常にそういった生徒に対しての心のオアシスとい

いましょうか、非常に親身になっていただける方と

いうふうに聞いておりますが、今の配置の状況で

ちゃんと足りているのか、まずその点をお伺いいた

したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ６番金子委員の心

の相談員等の体制の部分でございます。 

 この辺については、今現在、心の教室相談員とあ

わせてスクールカウンセラーということで、専門的

な領域にも踏み込んだ部分のアドバイスをいただい

ている部分です。そのようなことから、そういう持

ち分というか、相談業務等、さらに心の中までのカ

ウンセリング、そういった体制で現状のほうは行っ

ておりますので、今の体制の中で引き続き行ってい

きたいと考えています。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） もちろん適切なプロのカウ

ンセラーというのも、これは絶対、必要不可欠だと

思うのですけれども、意外に御本人というか、直接

お話をしたこともあるのですけれども、相当数、い

わゆるクッションになるというか、担任の先生にも

相談できない、もちろん親にも友達にも言えないこ

とという、本当に深刻なことである場合と、本当に

気軽なことという、近所のおばさん、おじさんでは

ないですけれども、本当にそこをよりどころとして

いる子たちにとってはかけがえのないところで、結

構相談員もいっぱいいっぱいになっているというこ

とも現状で聞いておりますので、その辺もう少し手

厚くできることは可能かどうかということもお伺い

したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ６番金子委員のた

だいまの、もう少し幅広くという部分かと思いま

す。そういったことで、地域の協力を得られる部分

で、気軽に相談できるような体制であったり、今

回、教育委員会のほうで、いじめ防止の関係で相談

窓口ということも設けましたので、いじめにかかわ

らず、そういった不登校の、どんな小さな悩みでも

いいから相談できる体制、窓口づくりに努めていき

たいと思いますので、御理解を願いたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） いじめ相談の問題であり

ますが、恐らく学校教育アドバイザーの方が担当す

るのかなというふうに思いますが、当面は電話等の

対応、個別の部屋相談の対応と、いわゆる相談内容

が聞かれないような、そういうような間仕切りだと

か、そういうものの対応というのはあるのでしょう

か。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

ただいまの対応の場所等の問題でございます。 

 基本的に、電話については教育委員会の学校教育

班に置きますけれども、相談に来られた場合につい

ては、プライバシー等に十分配慮した中で、個室を

設けて相談に応じる考えであります。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 専門的に受けるところで

したら個別の部屋で対応するという形の、電話につ

いても、そういうところもあります。相談内容は漏

らさないということで、そういう教育班に設けると

いうことですから、話の内容が、黙っていても僕な

んか耳に入る場合があるので、そういうことが自動

的に口伝えに伝わったら大変なことになりますの

で、そこら辺は、幾ら教育委員会の内部であったと

しても、きちっと対処するような方法をとらなけれ

ばならないというふうに思いますが、その関係はど

うでしょうか、確認いたします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

ただいまの御心配の部分でありますが、公務員とし
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ては、当然守秘義務があるのは御承知のとおりであ

りますが、さらにそれ以上に、個別の案件について

のプライバシーというのは十分配慮しなければなら

ないことだと思っております。 

 そのようなことで、教育委員会の別な部屋で、さ

らに、固定電話ということが一番理想かと思います

が、現行体制の中では、今の言ったようなことの中

で対応していきたいと考えております。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） それで、心の相談教室と

いう形で、国のほうもスクールカウンセラー等、こ

の方とは、恐らくアドバイザーの方が対応している

のかなというふうに思いますが、最近、国のほう

も、いわゆる不登校、あるいは保健室登校等に対応

したフリースクール等の対応等が今、予算化される

なども始まりつつありますし、始まっているという

状況にありますが、これはなかなか公の場で対応で

きないので、民間、あるいはそういったところで対

応できるような、そういう体制もつくりたいという

ことでありますが、なかなか地方になると、そうい

う人材がいないだとかありまして、難しいというふ

うに思いますが、将来的には、こういったものに対

する対応等というのは考えていらっしゃるのかどう

なのか伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

フリースクール等、民間活力の部分含めての御質問

かと思います。 

 将来的というか、現状においては不登校の子がお

られますけれども、その頻度においては、学校に完

全に来られない子というのはほぼ少ないということ

で、当校日数が少ないと、そのようなことで、そう

いった観点から、将来的な課題としては受けとめて

まいりたいと考えております。 

○委員長（村上和子君） ほかに。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ２３５ページの運動公園管

理にかかわるところでございますが、富原にありま

す運動公園の芝の管理というふうになっているので

すけれども、非常に難しい管理だと思うのです。頻

度も多く、子どもたち元気にあそこでサッカー等々

をやっておりますので、この点、この管理、今後に

おいてどのようにお考えかちょっとお伺いしたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ６番金子委員の運

動公園の芝の管理の部分でございます。 

 委員御発言のように、確かに芝の管理については

苦慮している部分です。特に天候、雨が多かった

り、乾燥する日が続いたりということで、非常に苦

慮しているわけでありますが、数年前から芝生化に

したとき以降、例えば土を入れたり施肥を行った

り、場合によっては、エアレーションということ

で、空気を中に入れたりですとか、専門的な業者等

に、施工業者のいろいろなアドバイスを受けなが

ら、自分たちにできない部分についてのみ業者に委

託をしたり、自分たちでできる水やり、施肥等、そ

ういった維持管理についてはうちのほうでやってご

ざいまして、そういった中で、専門的な意見をいた

だきながら、うちの職員においてもなるたけ熟知す

るように、工夫を重ねて今やっておりますので、で

きるだけ良好な芝の中で、児童生徒、大人の方まで

利用していただける環境に引き続き努めてまいりた

いと考えています。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 非常に芝は難しいと思うの

です。ゴルフ場みたいに根こそぎ土壌を入れかえ

て、かつ料金もいただきながらということで、潤沢

な管理をしても、天候によって焼けてしまったり枯

れたり、雪焼けしたり、根腐れしたりとなるので。 

 御提案ではないですけれども、近年、近隣の市町

村において人工芝のコートをやっているところがあ

りますので、非常にイニシャルコストはかかるので

すけれども、その後の管理が物すごく楽ということ

でありますし、また、最近、品質が非常によくなっ

ているということで、本当に芝の感覚で球技ができ

るということにもなっております。そういう検討と

いうのはされないか、ちょっとお伺いします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ６番金子委員の将

来的な検討も含めてのお話でございます。 

 教育委員会内部においても、確かに今の人工芝の

部分、近隣、旭川等でもそういった人工芝が見られ

るという事例も参考にしながら、費用的にも億がか

かるのではないか、概算でありますが、そんなこと

を内部でも検討というか、話題にはしているところ

でございまして、本当に将来というか、少し遠いお

話になるかなということでございます。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 近くで言いますと、東川小

学校に隣接しているコートもあります。そうする

と、非常に町外から誘致もできますし、大会等々も

開くこともできますし、あわせて当町が進めており

ます健康推進の町の、基礎体力の向上にもつながる

と。 

 そこの芝のことと、隣にあるテニスコートも、近

年、錦織選手の影響で非常に中学生が今、物すごく

マンモスにテニス部も大きくなって活躍しておりま
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すし、その中でも、テニスコートも経年、かなり

たっていて、ライン等々も傷んでおりますし、ま

た、水はけも非常に悪いので、あわせてあそこも改

修がそろそろ必要になるかなというふうに考えます

が、その辺はいかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ６番金子委員のテ

ニスコートを含めた環境整備の部分でございます。 

 委員おっしゃるとおり、テニスコートについて

は、特に上中のテニスクラブもコートが学校にない

ということから、富原を利用していただいておりま

す。そのようなことと、経年劣化ということで古く

なってきてございます。そういったことを含めて、

町内部の政策調整会議を含めて、そういった提案、

議論もしてございます。できるだけ早い時期に、６

面ありますので全部一遍にできませんので、年次計

画の中で整備を進めたいということで、内部で検討

している段階でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） １９５ページの使用料と

賃借料のところですが、これは数字の間違いだと思

うのですけれども、ＡＥＤの借り上げが１７万５,

０００円となっておりますけれども、これは数字の

間違いでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １２番中瀬委員の

１９５ページのＡＥＤの借り上げ１７万５,０００

円という欄でございます。 

 この件については、各小学校３校ということで、

以前に御寄附をいただいたＡＥＤ３台が更新時期を

迎えたということで、今回、借り上げということ

で、３校分の予算を計上したわけでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ＡＥＤの借り上げについ

ては、５万９,０００円と６万９,０００円のタイプ

があるそうですけれども、これが三つになると、こ

の計算は成り立たないと私は思うのですが、どうで

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １２番中瀬委員の

１７万５,０００円の内訳の関係でございますが、

委員おっしゃるとおり、そのときの購入価格は、そ

れぞれ別ということで、今回については、見積もり

合わせ等、そういった結果の中で金額が決まってご

ざいますので、値段においては幅があるということ

で、御理解いただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） １９７ページの東中小学

校の校舎防音機能復旧事業ということなのですけれ

ども、どの程度やるかによって、予算措置という

か、非常に小さな金額が載っているのですけれど

も、どのようなことをどういうふうにやっていこう

としているのか、ちょっとお知らせ願いたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） 学校建設担当主幹、答

弁。 

○学校建設担当主幹（大谷隆樹君） １０番髙松委

員の御質問にお答えさせていただきます。 

 東中小学校の防音機能復旧事業ということで、委

託料に、これは実施設計費になりますが、１７５万

円の計上をさせていただいております。この中身に

つきましては、東中小学校校舎の暖房設備、設置後

１５年以上経過したものでありますので、老朽化し

ているところから、今回、実施設計を行いまして、

来年度に更新をしたいということで、ことしは設計

費のみの計上となっております。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） そうすると、防音機能と

いうのは暖房……。 

○委員長（村上和子君） 学校建設担当主幹、答

弁。 

○学校建設担当主幹（大谷隆樹君） １０番髙松委

員の御質問にお答えします。 

 この防音機能復旧事業というのは、防衛省の補助

事業で進めていまして、防衛省から補助金をいただ

きまして、暖房設備のみ更新するというものでござ

います。 

 空調、換気設備がございます。というのは、防音

サッシを入れていること、防音障害を受ける学校と

いうことで、窓を閉めているわけですから、換気設

備装置を動かさなければならないということで、防

衛省の補助対象として、換気設備を含めた暖房器の

更新を防衛省で補助対象にしていただいているとい

うことになります。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） １９５ページ、２０５

ページの児童生徒の心電図検査とか尿検査とか含め

まして、僕らのときは身長の検査だとか座高の検査

だとか、視覚検査だとか聴覚検査だとかをやってお

りましたけれども、そういう検査はされているの

か、されていないのか、お伺いいたします。 

 僕らのときやっていた身長の検査だとか体重の検

査、座高の検査だとか、聴覚だとか視覚だとか、そ
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ういう検査はやられているのか、やられていないの

かお聞きいたしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ４番長谷川委員か

らの健診項目等の御質問かと思います。 

 学校保健法の関係で、健診項目が決まっておりま

すので、１０数項目、体重から身長などございま

す。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 前にも言ったことがある

のですけれども、色覚検査はどのようにされている

か、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） 色覚検査の部分で

ございます。 

 これについては、以前は、小学校４年生を対象に

学校で行っておりました。それは全生徒を対象に。

しかしながら、いろいろと御意見が出まして、平成

１４年に実は法律改正がありまして、１５年度から

は申し出によって行う方式に実は変わりました。そ

んな経過をたどりまして、現在においては、色覚検

査は学校の健診項目の中からは、全員対象からは除

かれております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 染色体の劣性遺伝によ

り、男性では２０人に１人、女性では５００人に１

人の割合で色覚があらわれると。それで、１４年の

学校保健法の改正では義務づけが外れたと。そのと

き、任意で検査を行う場合は保護者の同意が必要で

あるということを１項目入っているのです。 

 それで、今、上富でも起きたことなのですけれど

も、色覚異常の子どもの約半数が異常に気がつかな

い。それでいて進学、就職に挑み、中には、直前で

就職を中断せざるを得ないという事態が起きている

のです。 

 それで、こういう通達があったときに、保護者ま

たは生徒に、するか、しないかの同意を得る通達は

されたことはあるのか、ないのか、お伺いいたした

いと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ４番長谷川委員の

色覚の関係の保護者同意の関係でございます。 

 委員おっしゃるとおり、実は、平成１５年度か

ら、今言ったように申し出によりということで、さ

らに保護者の同意が必要だと、そのような制度改正

がされたわけですが、その後１０年余りが経過しま

して、今言われた、実際に気づくのが遅くて、就職

や何かの段階で、２次検査等で初めて色覚がわかっ

て、そこで合格ができない。そういった不幸な、本

人にとっては不利益だと。そんな声も上がってきま

して、国のほうでも２６年４月に、学校保健法の施

行規則一部改正の通知等も出されまして、そういっ

たことがないようにということで、今まで以上に、

保護者に対する周知ということを行うと。 

 そのようなことで、結果的には、希望者に検査を

行うという基本的なことは同じですが、あわせて教

職員に対する、色覚に関する正確な知識をきちんと

持って、授業の中でも工夫できるところ、チョーク

一つとっても、いろいろな色を使わないですとか、

そういった細かな部分の指導のほうが来ております

し、教育委員会としましても、学校保健会というの

が、昨年、実はマニュアルの本ができまして、その

中に、一つの様式としては、色覚の検査で、保護者

に出す個別の通知文書があって、今言われた、男性

であれば２０人に１人が色覚ということで、結構な

確率なものですから、当該学校においても、そう

いった確率でいくと、結構な方が何らかの色覚の異

常が発見される場合があるということから、こう

いったことを通じて、各学校とも協議した中で、こ

ういったことが多くの保護者にきちんと行き渡っ

て、さらに検査が受けられる機会をきちんと設ける

と。そんな体制づくりに努めていきたいと考えてい

ます。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） そういう体制づくりはわ

かるのですけれども、実施を早くしないと、ことし

からしないと、また来年卒業する人もいるのです。

早急に対応に、行政側としては丁寧な対応をしてい

ただきたいと思います。その辺どのようにお考えで

すか。 

○委員長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番長谷川委員の御質問

にお答えしたいと思います。 

 ２８年度において、これらの部分、実施に向けて

体制をつくっていきたいと思っております。既に養

護教諭のほうからの話というか、行政側に要望もあ

りまして、色覚の検査をする本があります。あれも

新たに購入する予定としているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほか

に。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） ２３５ページのパークゴル

フ場の管理の点ですけれども、同僚議員が一般質問

でもされていたのですけれども、非常に教訓事項が

いっぱいございました。その教訓を２８年度はどの
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ように生かすのか、あるいは委託先にどのようにお

願い、あるいは指導しているのか、そういった内容

について。あるいは委託先は今後どのような管理体

制でやっていくのかお聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ５番今村委員の

パークゴルフ場の、特に芝等の管理かと思います。

それにつきましては、今現在、町内の警備会社が５

年間の指定管理の中で維持管理をしていただいてお

ります。 

 委員おっしゃられるとおり、２７年度は芝の中で

随分苦情をいただいた部分、一般質問等でもお受け

しました。そのような反省と教訓を踏まえて、２８

年度からはそういったことに十分配慮した中で、維

持管理に努めていただくよう、年前にも一度、パー

クゴルフ協会、そして管理するＣＳＴ、それと教育

委員会と会合を持って、その話題をこちらからも出

させていただきました。そのような機会を捉えて、

来年度に向けての打ち合わせも行っておりますし、

さらに年度初め、開始する前にもそういったことを

含めて周知を行っていきたいと思います。 

 委託先の意見ということでございます。委託先の

意見についても、当然現場を見た中で、体制的にふ

なれ部分もあったとの報告も受けています。そう

いったことで、体制のほうもきちんとした体制整備

を考えているようですので、そういった中で、経験

を持った人がきちんとした知識の中で芝が管理でき

るように努めていきたいと考えております。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 委託先になかなか具体的な

要望は出せないところだと思いますけれども、最後

のほうに言われた、委託先も管理体制については考

えていると。私もまた去年と同じ体制でいくのかな

という疑問がございまして、どうなのだろうと。い

い、悪いは別にしまして。そこら辺はどうなのです

か、またことしも同じ体制でいくのであれば、二の

舞を踏む可能性もあるのですけれども。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ５番今村委員のた

だいまの管理体制の部分かと思います。 

 現行、主に芝管理については３名の方が行ってい

る実態でございます。今聞き及んでいる中では、そ

の３名の中で何人かおやめになって、新しい体制の

中で、経験を踏まえた人を用いると、そのようなこ

とで体制の確立というか、整備を予定しているとい

うことで聞き及んでおります。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） 委員長、先ほどの関連で一

つだけ。運動公園の件で、教育長の思いも非常に

あったと記憶しているのですけれども、テニスコー

トです。テニスコート、同僚議員の質問で、修繕す

るというようなことを言われましたけれども、修繕

費５万円ぐらいしかないのですけれども、テニス

コートそのものの修繕というのは、計画にうたわれ

てますけれども、悪いところからやるというよう

な、先ほどのお話でしたけれども、具体的にはどう

なのか、お聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ５番今村委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 テニスコートの関係でありますけれども、先ほど

課長のほうからもお話しさせていただいたとおり、

今、実施計画の中に位置づけをする中で、整備の計

画はございます。 

 ただ、他のものと優先順位を図ったとき、残念な

がら優先順位が低いということで、後年度送りされ

ている状況にありますけれども、ここの部分は、も

うやむを得ないことだなというふうに思っておりま

す。ただ、教育委員会としては、実情をわかってい

ただいて、早期にやっていただくという努力は当然

していかなければならないなというふうに考えてお

ります。 

 なかなかオムニコート、いいものなのですけれど

も、なかなか値段も高いということがありまして、

どうしても順送り、後年度に送るというような、現

在、状態であります。御理解をいただきたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） ２２７ページの負担金、

補助及び交付金ということで、三浦綾子記念文学館

の記念行事の開催負担ということで３０万円上がっ

ておりますけれども、今、町に具体的な対応という

か、そういうものがあるのかどうかと。 

 既に三浦綾子記念文学館のほうでは、新聞、テレ

ビなどで和寒、旭川、上富良野というところを挙げ

て、こういうことをことしやりますと、もう既に動

いているわけですけれども、町に対しては、その中

でのどのような行事を、ここの町で行われるかとい

うのを、具体的なところを知らされているのかどう

か、お伺いしたいと思うのです。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １０番髙松委員の

三浦綾子記念文学館関係の負担金の部分でございま

す。 

 これにつきましては、旭川にあります三浦綾子記

念文学館が中心になりまして、委員おっしゃるとお

り、和寒、旭川、上富良野、３町が事業を計画する
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部分について、町がその相当分の３０万円を補助す

る部分でございます。 

 当町における具体的な動きとしましては、今、四

つの事業が計画されております。その一つとしまし

ては、小説の泥流地帯を散策する事業であったり、

泥流地帯の本を朗読する会であったり、あとは、そ

ういった特別展ということで、小説「泥流地帯」に

かかわった執筆原稿等を、それらを展示する事業。

あとは、「泥流地帯」三浦綾子文学館から講師を招

いての講演、主にそういう四つの事業をこの中で考

えてございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ２２９ページですが、ス

ポーツ推進委員活動費というところで、いわゆる報

酬がスポーツ推進委員１５名となっておりますけれ

ども、いわゆるスポーツ推進委員という定義という

のは、各地域にいる推進委員のことを指しているの

でしょうか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １２番中瀬委員の

スポーツ推進委員の活動費の関係でございます。 

 ここに、予算の報酬ということで、スポーツ推進

委員１５名を掲げてございます。これにつきまして

は、地域のスポーツ推進委員とは別に、学識経験、

スポーツ経験者を含めた、町のほうから報酬等で審

議会を設けて、スポーツ推進委員ということで、１

５名の組織を持って活動していただいている組織で

ございます。昔、体育指導員という名称でやってお

りましたが、現在は、学校の先生等を含めた、そう

いった経験者で組織するスポーツ推進委員という名

称変更になってございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） そうしましたら、各地域

にいる、それらも推進委員という名前を使っている

のですけれども、その人たちの報酬という部分は、

教育委員会から出ているわけではないのですか。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １２番中瀬委員

の、ただいま各住民会単位に置かれているスポーツ

推進委員については、教育委員会の予算とは、直接

予算等についてはかかわりはございません。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １９２ページの委託料

で、教育住宅浄化槽の管理という形になっておりま

すが、今年度は何戸管理、いわゆる修繕されるのか

お伺いします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ここの浄化槽管理

については、東中の教員住宅の部分で、水洗化に

なっていない部分の汚泥等のくみ取りということで

ございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 前にも言ったのですが、

旭町の教員住宅、非常に老朽化していて、入らない

ところと、入っているところがはっきり分かれてい

ます。そうしますと、普通財産になっている部分も

ありますから、結構草なども管理されていないだと

かいろいろありまして、非常に今後ああいう住宅

の、全く入っていないと、もう入らないだろうとい

うことがわかるわけですから、どういう体制で維持

管理するのか、その点お伺いしておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

旭町にあります教員住宅の維持管理の部分でござい

ます。 

 委員おっしゃるとおり、今入っている入居数が半

分以下ということで、相当老朽化してございます。

これまでも移住準備住宅に移行するなど、町として

必要最低限の教職員の住宅の確保に努めているとこ

ろでありますが、何せ築３０数年経過しているとい

うことで、今、教職員住宅のあり方そのものを見直

しをしようということで、内部で検討しております

ので、そういった検討結果に基づいて、将来の構想

についても定めていきたいと考えてございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 次にお伺いしたいのは、

２００ページの教育振興費の扶助費の就学援助の問

題についてお伺いいたします。 

 児童生徒という形で４００万円と５１３万５,０

００円の就学援助費等が組まれております。近年、

受ける方、その年度によっても変わりますが、いわ

ゆる貧困対策等によって就学援助の率を見直す自治

体も見受けられております。上富良野町は下げまし

て、その後、改善も求めてきましたが、一向に改善

する余地はありませんが、この点お伺いしておきた

いと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

就学援助の関係でございます。 

 これにつきましては、以前から各市町村によって

多少のばらつきがある部分でございます。本町にお

きましては、生活保護基準の１.２倍という基準を

設けてございます。この基準については、他の町

村、管内平均的に見ますとほぼ中位程度かなと。そ
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のようなことの中から、現行制度を維持している部

分でございますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 直さないということの話

なのだというふうに思いますが、平均的ではなく

て、やっぱり上富良野独自のいろいろな対策という

のがあってしかるべきだというふうに思います。上

がることによって、そのラインで受けられなかった

方が、また該当になるという話になりますので、そ

ういうものも含めて改善すべきではないかなという

ふうに思いますが、この点どうですか。 

○委員長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番米沢委員の御質問

にお答えしたいと思います。 

 基準、今１.２で数字的なものを置いている部分

は、課長から述べたとおりであります。１.２と、

あと、ＰＴＡ会費等々、クラブ活動に対するものだ

とか、そういう部分については改善を図らせていた

だいております。これらはやっていない町村もかな

りの数が管内においてもあるのかなという、そうい

う認識でおりますので、全く見直しをしていないと

いうことではないということで、御理解をいただき

たいと思いますし、今後においても、それらが他町

村に劣ることはないようにやっていきたいなという

ふうに考えておりますので、御理解をいただきたい

と思います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ぜひ改善していただきた

いと思います。 

 それで、就学援助の支給、何回かに分かれて支給

されるのか、準備金等があるかなというふうに思い

ますけれども、これは、実際に申請とか、窓口対

応、どういうふうな申請になっているのか、振り込

みだとかというのがあるというふうに思いますが、

どういう振り込みになっているのか、お伺いいたし

ます。 

○委員長（村上和子君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（及川光一君） 米沢委員の御質

問にお答えしたいと思います。 

 就学援助の援助費につきましては、学校給食費

は、代理納付といいますか、町から直接広域連合と

いいますか、給食費が振り込まれるようになってお

ります。他の経費につきましては、直接保護者の講

座に振り込む形にしております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 次に移りますが、２０４

ページの学校管理費で、今回、上富良野中学校の整

備という形で、備品購入費の予算が、管理用備品と

いう形になっておりますが、８４０万円。これは、

地元との、恐らく入札という形になるかと思います

が、どういうものを購入されるのか。 

 また、地元の経済の活性化のためにも、そういっ

た対策も必要なのかなというふうに思いますが、こ

の点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 学校建設担当主幹、答

弁。 

○学校建設担当主幹（大谷隆樹君） １１番米沢委

員の御質問にお答えします。 

 上富良野中学校の備品購入につきましては、理科

実験台の購入、あと、音楽室のテーブル、椅子等、

特別教室等にあります椅子、テーブル等の老朽化に

より、その更新を図っていく計画をしているところ

です。あと、普通教室等に液晶テレビを設置しよう

ということで計画しております。 

 入札に当たりましては、町内の扱っている業者で

入札を行っていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） １９５ページと２０７

ページに、スクールバスの運行ということで、

ちょっとお伺いしたいのですけれども、中学校など

でクラブ活動で要望として上がっているのですけれ

ども、定時のスクールバスの運行では、周辺という

か、地域を離れて、町を離れての子どもたちがなか

なか、部活をして帰る時間が合わないために、ス

クールバスの運行に乗せてもらえないで、泣く泣く

諦めている地域というか、地方というか、そういう

方がいるという話を聞いて、この中で、どこでそれ

を補うことができるのかというのを聞きたいので

す。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １０番髙松委員の

スクールバスの部活動の活用の部分でございます。 

 これにつきましては、スクールバス混乗方式を解

消したことによって、スクールバス専用となりまし

た。あわせて、昨年１月からスクールバスの部活動

の便、６時台のバスを運行してございます。そう

いったことから、希望者においては、そのスクール

バスで対応しておりますので、御理解をいただきた

いと思います。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） そうすると、それに部活

の関係で間に合わない子が一生懸命、自分の体を鍛

えるためもあるのかなと思ったりするのですけれど
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も、結構夕方遅く、うちらのところでは見受けられ

るので、それでちょっと聞いてみました。 

 時間の配置というか、それらあたりも考慮して、

お願いしたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １０番髙松委員の

スクールバスの時間帯の部分でございます。 

 基本的に、部活動というのは６時までというのが

中学校の決まりになってございます。ただし、中体

連等においては、３０分延長して６時半ということ

で、学校の要望の中で、その時間に合わせてバスを

運行しております。 

 それ以降については、基本的には保護者等でござ

いますし、できるだけ部活の時間というのは守って

いただくような指導を行っているところでございま

す。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ２１８ページの公民館費

という形で、今回、公民館のトイレが非常ににおい

がするということで、改修されるという状況になり

ました。あわせてお伺いしたいのは、いわゆる公の

施設の管理に対する計画、あるいは修繕計画等が持

たれているのかなというふうに思います。この事業

計画の中にもありますけれども、総体的な長寿命化

にかけた管理運営計画というのは、そういうものは

あるのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

公民館等を含めた維持管理の長寿命化の計画でござ

います。 

 きのうの委員会の中でもお話が出ましたように、

今、年度末において、長寿命化計画、公共施設全般

にわたって立てるというお話で進んでおります。そ

んなこととあわせ、今後の維持計画についても、長

寿命化を見据えた対策をとっていきたいと考えてご

ざいます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 公民館、既にいろいろ大

規模改修なんかもされてきましたし、そういう中

で、小さいけれども、図書館という形の中で設置さ

れてきました。しかし、図書館に対する要望という

のは結構ありまして、いわゆる奥のほうで読書をし

ていても上の音が聞こえるだとか、細かい話ですけ

れども、そういうことがあります。 

 将来的には、財政的な問題もありますけれども、

やはりそういう問題も解消しながら、１人でも多く

の方に読書に親しんでもらうというものも含めて、

改修等の計画も含めたものも早急に、１０年ぐらい

はもたせるという話ですから、恐らく１０年間の間

はないのだろうというふうに思いますけれども、し

かし、将来的なことも考えれば、その計画もきちっ

と持つ必要があるのではないかというふうに思いま

すが、この点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

今後の部分でございます。 

 私も、確かに１０年間はこの体制ということでお

話をした中で、実は、昭和４６年建設ということか

ら、相当年数、４０数年が経過してございます。し

かしながら、外壁等の修繕、図書館においては、平

成１７年に内部の改修をしたということでございま

す。 

 委員心配される音等を含めて、細かな要望につい

ても、できるだけ維持修繕の中で対応していくとと

もに、将来的に見据えた中で、１０年以降の図書館

のあり方等、それについては、当然検討していかな

ければならない課題だと認識してございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） あわせて社教センターの

管理運営という形で、２１０ページなのですが、一

部トイレなんかも修繕されました。でも個数が少な

いという声が実際にありますよね。それで、そこら

辺はこれからの話ですから、そういう小さな声もあ

ります。そこら辺も全部直すのであれば、ある程度

予算を確保した時期に、全面的にもう一度検討され

て、見直す必要があるのではないかというふうに思

いますので、この点お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

トイレの洋式化の部分かと思います。 

 昨年、２階の部分について、洋式１個ということ

でございます。大変ありがたいという声もいただい

てございます。さらにそういった声を拾い上げて、

さらに洋式化が必要であれば、そういった時期に適

切に対応したいと考えてございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 次に、２１４ページの放

課後子ども教室、健全児童育成という形になってお

ります。 

 そこで、お伺いいたしますが、近年、指導員の確

保等が非常に厳しくなっているという状況になって

おりますが、今回やめられる方、あるいはこれから

採用もあるのかなというふうに思いますが、その点

含めた、賃金の内容等についてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の
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放課後子ども教室等の部分かと思います。 

 委員御承知のとおり、放課後子ども教室とクラブ

ということで二つの運営形態をとってございます。

教室については、現在、人員的にはほぼ満たしてお

ります。あと、クラブについて、若干退職等がおり

まして、例えば防災無線を通じまして、それら双方

の人員確保の部分の周知を図ってございます。 

 待遇等については、子ども教室については、時間

的な謝礼、一方、クラブについては、資格者、補助

員ということで、２種類の形態の中で、それぞれ賃

金単価を用いているところでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） もう１点伺いたいのは、

例えば、今、上富良野町で放課後クラブ等を利用さ

れている子どもさんがいます。仮に、仮定なのです

けれども、規約、規則の中には、サービス制限条例

が設けられております。そういう子どもさんが、例

えば親の都合で放課後クラブを利用したいと思って

もできないということになるのかどうなのか、そこ

ら辺は、よく話し合いながら対応するのか、この点

をお伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） １１番米沢委員の

クラブのサービス利用制限の条例等の関係でござい

ます。 

 幸いにして今までそういった例がありません。今

後、それらが出てきたことを想定しながら、十分連

携をとった中で、子どもたちが利用できないことの

ないように努めてまいりたいと考えてございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） ２２５ページの図書の購入

に関して、図書館は、もろ刃の剣だと思うのです。

例えば、悪いところを言うと、図書館の隣に書店な

んかがあると、無料で貸し出す期間というのは図書

館も位置づけられるわけです、皆さん御存じのよう

に。よい点をお話しすれば、高額な図鑑だとか文学

書だとか、全巻著だとか、我々なかなか買えないけ

れども、そういったものがあるから利用できるとい

う、もちろんよいものがあって、図書館を否定する

わけではございませんけれども、図書を購入するの

に、ある図書を何冊買っているかというお話でござ

います。図書は、通常１冊というふうに規則で決め

られていますよね。破損だとか紛失を考えて予備を

購入することもできるわけですよね。上富の図書館

は、１冊の図書について何冊ほど購入しているのか

というお話です。 

 余り買い過ぎると、やはり書店が非常に立ち行か

なくなるという問題点が生じてくると思うのです。

そこをどういう計画を持ってやっているのかお聞き

したいと思います。 

 全国の、横浜だとか、大都市は何十冊と予備を購

入しているわけです、規則に基づいて。本当は１冊

ぐらいしか予備は購入できないはずなのですけれど

も、うちはどうかなというお話でございます。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ５番今村委員の図

書の蔵書の関係かと思います。 

 委員おっしゃるとおり、横浜等ではそういう例が

あるかと思います。うちの町の規模からいって、規

模が１万数千人の人口からいきまして、購入する本

の冊数、同じ本であれば何冊までという部分、特に

規定は設けておりませんが、基本は１冊です。ただ

し、需要が多い本については数冊購入する場合も、

場合によってはございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） わかりました。今のは確認

という意味合いが非常に多かった。 

 先ほどの同僚議員の関連質問を一つ。社教セン

ターの件ですけれども、防災という観点から、あそ

こは避難所になっていますよね。トイレのお話をさ

れていましたけれども、炊事設備もほかのところに

比べたらないですよね。そういったものも、予算の

都合がよければ計画を修正してほしいと言われてい

ます。私も同じような考えですけれども、できるだ

け早急に。 

 いつ災害が来るかわからない。あそこは避難所に

なっていて、一番の今の、非常に大きな施設だけれ

ども、問題点は、避難生活を送るに当たっての炊事

器具も場所もない。水道設備も少しはあるけれど

も、ない。トイレも少ない。そういった問題点があ

ると思いますので、そういった整備計画のほうもな

るべく早くお願いしたいというふうに思うのです

が、どうですか。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ５番今村委員の社

会教育総合センターの防災機能を兼ね合わせた施設

の中の体制かと思います。 

 これらについては、現状、避難した場合における

収容所という関係で、以前にも避難のときに使われ

てございます。そういった教訓も持ち合わせており

ますし、さらには、今言ったトイレの部分等につき

ましては、防災対策の中と連携をとった中で、必要

な部分をどこかの時点で、防災計画とあわせた中で

体制づくりというか、場合によっては、一時的な部

分であれば、臨時の対応とか、そういったケースに

応じた中で対応できるような仕組みということが必
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要かと思ってございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、９款教育費の

質疑を終了します。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 次に、１０款公債費の２３６ページから地方債に

関する調書の２４８ページまでの質疑を行います。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 今回、職員定数の管理に

ついても伺いました。それで、行政改革という形の

立場から、今後あるべき姿というのは、５次職員の

適正計画で示されておりますが、当面はこの方向で

進められるのかどうかちょっと確認しておきたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質

問にお答えいたします。 

 職員の適正化計画につきましては、今、計画期間

中でございますので、基本的には、その計画に沿っ

た考え方をもって対応していきたいというふうに考

えています。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 行政改革含めて、組織の

あり方ということで、非常に職員の位置づけだとか

確保というのは大事だというふうに思いますが、こ

こで、行政組織のあり方という形で、今、横断的な

組織という形で、組織機構の骨子を見ましたら、あ

り方についても、地方分権にふさわしいような、そ

ういうやり方がどうなのかということも執行方針の

中にも書かれておりますが、そういうものも含め

て、今後、職員の能力開発等をあわせて、どういう

機構改革も含めた考え方が、職員定数管理とあわせ

てお持ちなのかどうなのか、この点お伺いいたしま

す。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の組織の

あり方等についての御質問に私のほうからお答えを

させていただきたいと思います。 

 昨日も御質問ございましたが、役場の組織機構の

見直しについては、随時その行政課題に応じて、町

長が組織の柔軟な改革をさせていただいているとこ

ろであります。 

 今後においても柔軟かつ効率的な組織のあり方に

ついて、適宜組織の改革を進めていきたいというふ

うに考えております。 

 今ちょうど、きのうもお話ししましたが、人口減

少を含めた町の活性化、これらについては待ったな

しの課題でもございますので、昨年来、課長職を中

心とした組織のプロジェクトを設置をして、いわゆ

る今ある課の横断的な考え方、これらをさらに一層

進めていこうということでプロジェクトをつくっ

て、一定程度の組織改革とあわせ、施策についても

町長に進言をさせていただいた内容でございます。 

 それらあわせて、今後も組織機構のあり方、定数

の持ち方も含め、検討してまいりたいというふうに

考えてございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、１０款公債費

から地方債に関する調書まで質疑を終了いたしま

す。 

 これをもって、議案第１号平成２８年度上富良野

町一般会計予算の質疑を終了します。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会します。 

 

午前１１時４８分 散会  
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   上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の 

 

  正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

 

     平成２８年３月１１日 

 

 

   予算特別委員長    村 上 和 子 
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平成２８年上富良野町予算特別委員会会議録（第３号） 

 

平成２８年３月１４日（月曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 ２号 平成２８年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

議案第 ３号 平成２８年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 ４号 平成２８年度上富良野町介護保険特別会計予算 

議案第 ５号 平成２８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 平成２８年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

議案第 ７号 平成２８年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ８号 平成２８年度上富良野町水道事業会計予算 

議案第 ９号 平成２８年度上富良野町病院事業会計予算 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１３名） 

   委 員 長       村 上 和 子 君   副 委 員 長       中 澤 良 隆 君 

   委 員       岡 本 康 裕 君   委 員       佐 川 典 子 君 

   委 員       長谷川 徳 行 君   委 員       今 村 辰 義 君 

   委 員       金 子 益 三 君   委 員       北 條 隆 男 君 

   委 員       竹 山 正 一 君   委 員       荒 生 博 一 君 

   委 員       髙 松 克 年 君   委 員       米 沢 義 英 君 

   委 員       中 瀬   実 君    

   （議長 西村昭教君 （オブザーバー）     ） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         向 山 富 夫 君     副 町 長         田 中 利 幸 君 

 教 育 長         服 部 久 和 君     代表監査委員         米 田 末 範 君 

 教育委員会委員長         菅 野 博 和 君     農業委員会会長  青 地   修 君 

 会 計 管 理 者         藤 田 敏 明 君     総 務 課 長         石 田 昭 彦 君 

 産業振興課長         辻     剛 君     保健福祉課長         北 川 和 宏 君 

 健康づくり担当課長         杉 原 直 美 君     町民生活課長         鈴 木 真 弓 君 

 建設水道課長         佐 藤   清 君     農業委員会事務局長  北 越 克 彦 君 

 教育振興課長         野 﨑 孝 信 君     ラベンダーハイツ所長         大 石 輝 男 君 

 町立病院事務長  山 川   護 君 

 関係する主幹・担当職員 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         林   敬 永 君     次 長         佐 藤 雅 喜 君          

 主 事         新 井 沙 季 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １３名） 

─────────────────── 

○委員長（村上和子君） おはようございます。御

出席御苦労に存じます。 

 ただいまの出席委員は１３名であり、定足数に達

しておりますので、これより予算特別委員会第３日

目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の審査日程について、事務局長から説明させ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 本日の審査日程につき

ましては、さきにお配りいたしました日程で進めて

いただきますようお願い申し上げます。 

○委員長（村上和子君） これより、議案第２号平

成２８年度上富良野町国民健康保険特別会計予算を

議題とします。 

 提案者より補足説明があれば発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、７ページから１０ページ及び２

５１ページから２９６ページまでの予算全般の質疑

に入ります。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 改めて、国保税の税収関

係についてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 何ページになりますか。 

○１１番（米沢義英君） ２５１ページですね。 

 前年度とほぼ変わらないというような状況がある

かというふうに思います。そういう中では、前年度

に対する収納率もほぼ大体変わらないような設定に

なっているかというふうに思います。 

 それで、毎回同じことを聞いて申しわけないので

すが、短期、いわゆる資格証明書の発行という形

で、道の資料なんかを見ますと、今現在、上富良野

町で資格証明書を発行されている人というのは何件

あるのかというので、それとどういう状況で発行さ

れるに至ったのか、この点、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総合窓口班主査、答弁。 

○総合窓口班主査（三好正浩君） １１番米沢委員

の質問にお答えします。 

 現在、資格証の発行については、１人もいない状

況です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 現在ないということであ

ります。ただ、この間、国、厚生労働省等の指示の

中には、いわゆる資格証明書の発行に至っては、十

分問題点を審査しながら資格証明書の発行をしなさ

いという形になっています。また、そこには特別な

事情が認められる場合とか書かれております。特別

な事情というのは、恐らくそこに生活困窮であった

りだとか、払う意思はあるけれども、少額で行政が

示す金額を払えないだとか、いろいろな要件がある

のだろうというふうに思いますが、そういう場合

は、きちっと調べながら、滞りなく、やっぱり健康

管理の問題ですから、社会保障という立場からもき

ちっと資格証明書については速やかに発行するだと

か、短期証明書に切りかえるだとか、そのようなこ

とが指示としてあるというふうに思いますが、この

点は十分気をつけながら担当者としても進められて

いると思いますが、確認いたします。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員か

らの資格証並びに短期証交付についての御質問にお

答えいたします。 

 委員御質問のとおり、資格証交付に当たっては、

住民の皆様の健康管理、あと医療機関への受診状況

も相談窓口のほうで確認しながら、２５年度までは

確かに交付していた実態はございますが、２６、２

７年ともに、ただいまゼロ件ということで上富良野

町では推移しております。 

 短期証につきましては、今年度現在、１月末では

ございますが、３６件ということで私どもも窓口対

応させていただいておりますが、大変皆さん、国保

税の納入については御尽力いただいておりますし、

この税については皆様に義務を行うことから、短期

証の交付に当たっても相談窓口のほうで対応させて

いただいておりますので、今後も引き続き、そのよ

うな対応で進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ぜひ今後とも、そういう

状況を踏まえながら、対応していただきたいという

ふうに思います。 

 今回、予算説明書の中で、いわゆる国民健康保険

証の窓口から郵送で対応するという形になって、近

隣の町村でも結構こういったことが実施されている

ことで、高齢者が加入する方が多いということです

から、大変いいことだというふうに思いますが、や

はりこういうことは率先してやっていただく必要が

あるというふうに思いますので、この経緯について

伺いたいと思います。発行する、窓口送付になった

経緯について。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

国民健康保険証の交付に当たって今年度から郵送に
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取り組む関係についての御質問にお答えいたしま

す。 

 さきに所管委員会のほうでは、その経過について

は御説明させていただいたところでございますが、

この国民健康保険証につきましては、従前、窓口の

ほうに町民の皆様に来ていただいて、窓口交付を

行ってきた経過がございます。ただ、町の介護保険

証、あと後期高齢者の保険証について既に郵送に

よって保険証を交付していたことから、町民の皆様

から、窓口に来て何か手続をしなければいけないの

であれば窓口交付はやむを得ないということなので

すが、その保険証の交付だけであれば、できれば郵

送をという御意見も実はいただいていた経過がござ

います。 

 担当のほうでは、圏域の状況も調べましたとこ

ろ、隣の自治体のほうでも郵送を行っていることも

確認し、町民の皆様に、やはり高齢者の方の被保険

者が多くなってきておりますので、実は家族がお休

みをとってだとか、あと実はタクシーで窓口に来て

いただく方も多くなってきていることも実態を確認

し、今回、郵送費は予算費としては計上しました

が、これをすることによって、多くの皆様に少しで

も行政効率のアップになるのではないかと考えて、

今回、郵送とさせていただきたいと思います。 

 なお、先ほど申し上げたように、短期証を交付し

ている皆様につきましては、大変申しわけないので

すが、今までどおり、従来どおり、窓口業務での交

付ということでお願いしていくことを考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ある程度、短期証につい

てもそういう方向に走っていただければ、そこら辺

は本当にいいと思います。 

 それで、次にお伺いしたいのは、国保税の税がい

わゆる高いという、町のほうでは当然国の制度に基

づいて軽減税率だとかされておりますから、こう

いった意味では、町が言うように低所得者に対して

も軽減していると。 

 例えば、町の資料でも、所得が５０万円の２人世

帯の資産なしの方でも、年間７万６,０００円を納

めなければならないという状況になります。そうし

ますと、年間のいわゆる生活費というのは、実質４

３万円で生活しなければならないという状況になり

ます。 

 もう１点、訴えたいのは、４人世帯の資産なし世

帯ということで、これは介護分も支援分も含めたそ

ういう世帯ですが、ここを見ても、年間２４０万円

の収入で約１５０万円の所得という形になります。

そこから年額３４万４,０００円の国保税を納めな

ければならない。そうしますと、手取りで約１６万

円ちょっとになるかというふうに思います。 

 子どもさんを持っている御家庭の方にちょっとお

話聞いたのですけれども、やはり所得が少なくて、

ここからいわゆる生活費、あるいは学校のいろいろ

なもろもろかかるとなると、この保険税の支払いが

大変だ、私たちは確かに支払う義務はありますと、

それは誠意を持って支払います、だけれども、今、

消費税や物価が高くなり、税の負担が重くなってき

ているという状況の中で、これ以上の負担というの

はもう本当に限界に来ているという話を私にしてく

れました。私は、その話を聞いたときに、やはり今

多くの世帯の方々が国保税の負担が本当に重くて、

大変な状況にあるということがこの話を聞いてもわ

かるのだというふうに思いますが、やはりもっと一

般会計からの繰り入れを行って、１万でも２万でも

軽減するような政策をとって改善すべきだというふ

うに思いますが、この点、現状認識はどのようにお

考えなのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

国保税の負担にかかわる御質問にお答えいたしま

す。 

 町の担当のほうでは、この国民健康保険につきま

しては、国、道、町、あと被保険者の皆様の国保税

で賄っている給付でございます。皆様の費用負担に

ついては、本当に収入があれば収入あるだけの税金

ということになりますので、今、世帯によっては高

齢者世帯であったり、子育て世帯だったり、委員

おっしゃるとおり、その家庭それぞれで負担割合は

異なっていることで、生活を強いられていることは

あるかとは思いますが、私どもは、やはりこの制度

自体を遵守しまして、その仕組みの中でこの運営を

賄っていく方向で現在考えております。 

 また、平成３０年に保険者が北海道に移行するこ

ともありますので、それまで何とか現在の国保税の

皆様の御負担の中で、いかに運営していくかを今主

眼に置いて運営しておりますし、皆様の負担を大き

くしないことは、やっぱり医療給付費をいかに最小

限に食いとめるかというところですので、これから

も町の方針としては、早期発見、早期治療、そし

て、皆様がやっぱり安心して暮らしていけるような

まちづくりをしていくことが町の最重要課題だとい

うふうに考えておりますので、御理解いただきたい

と考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 町長は、この点、どうい
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う認識をお持ちでしょうか。非常に負担が重いとい

う話でありますが、町長、現実こういう認識をお持

ちなのかどうなのか、まずお伺いしておきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢委員の国保税に

関します御質問にお答えさせていただきます。 

 少しでも負担感を緩和していくということは、こ

れはもう基本に置いているところでございます。町

といたしましても、現在、軽減措置をしっかりと講

じる中で負担感をなくすと。一方では、先ほど課長

のほうからもお答えさせていただきましたように、

やはり給付費を少しでも減らしていくことが、最終

的には加入者の皆さん方の負担軽減につながるとい

うことで、両方、同時進行というようなスタンスを

とっているところでございまして、保険制度でござ

いますので、これは加入者の皆さん方が支え合うと

いうことが大前提でございますので、そういった趣

旨を踏み出さないような中で、少しでも負担感を伴

う方々に対しては、軽減をするようなことにはこれ

からも配慮してまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） なかなかそういう実態を

お認めにならないというような感じであります。

今、加入している方も、健診に協力的にされており

ます。そういう中で、一定程度、保健指導のあり方

もきちっとされているということもあって、医療費

の抑制、あるいは介護等の認定者がいわゆる抑制さ

れるという部分は、これは大変すばらしいことであ

りますし、いいことだというふうに思います。 

 そうしますと、そういう方々が一生懸命努力して

いるとします。そうすると医療費が若干安くなりま

す。その分、やはりこういう人たちに負担軽減の策

として、回す必要、移動する必要があるのだろうと

いうふうに思いますが、私はこういうことをやって

こそ、初めて町民の皆さんとの信頼関係や、あるい

は、社会保障としての制度が成り立つのだろうとい

うふうに思いますが、一般的には、この間の答弁の

中でも、国の指導のもとで一般会計からの繰り入れ

等については行えないというような一点張りでは困

るし、また、こういう実態を見れば、少しでも軽減

できるような要素があれば、そこに十分積立金の崩

しなどを行えば１万でも２万でも軽減できる、可能

だというふうに思いますが、こういうことは町長と

してお考えにならないでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 私、日々胸に置いておりますけれども、今、国保

のお話ということで限定したお話をされている状況

ですが、国保については、一般会計云々の御意見も

いただきましたけれども、それらについてはこれま

でもお答えさせていただいておりますが、やはり

ルールの中で組み立てていくというのが私は基本だ

というふうに考えております。 

 ただ、そういった町民の皆さん方が御苦労されて

生活をされているという実態がないか、あるいは、

どういう生活に御苦労されているのかということに

ついての目配り、それはしっかりとしなければなら

ないと。そして、国保という捉え方ではなくて、町

の裁量で取り組める、そういう手を差し伸べるよう

な政策を講じる手だてがあれば、そういったことで

トータルとして町民の生活を支えていくということ

は、まさしくそういうことには意を用いていかなけ

ればならないと考えておりますので、トータルで町

民の皆さん方が安心して暮らしていけるような、そ

ういう仕組みづくりはこれからも目指していかなけ

ればならないと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 押し問答になりますけれ

ども、そういう生活実態が非常にあるということで

す。確かにトータルということでありますけれど

も、今、他の町村でも、予防接種については無料化

にどんどんしてきている自治体もたくさんあります

し、それ以上にやはり子育てに対する支援を行って

きているというところもあります。それはなぜかと

いうと、やっぱりそういう生活の収入とのかかわり

だとか、子どもたちの健康を守るため、また、多く

の人たちの健康を守るための軽減策として導入して

いるというような状況がありますし、私は、こう

いったところからも抜本的にこういう制度の見直し

を行って、軽減策をやっぱりとるべきだというふう

に思います。この点、確認しておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢委員の御質問にお答え

させていただきますが、ぜひ、上富良野の町民の皆

さん方の暮らし全体の中で支え合っていくというよ

うなウイングの広い目で、町民の信頼関係、支え合

いがしっかり構築できるように、国保のみならず、

さまざまな政策を通じて実現してまいりたいと考え

ておりますので、御理解賜りたいと存じます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ２６４ページにかかわりま
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す保険給付費の中で、一般被保険者の療養給付費が

若干微増ということになっておりますが、まず、

ちょっとお聞きしたいのが、これは大体１人当たり

の平均の医療費というのはどれぐらいで算定されて

いるのか、お伺いします。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ６番金子委員の国

保の療養諸費についての御質問にお答えいたしま

す。 

 今、予算書のほうに掲載させていただいている関

係については、未就学児、前期高齢者、一般という

ふうになってございまして、それぞれの費用負担の

割合を勘案して予算を積算しているところでござい

ますが、今１人当たりの数字につきましては、

ちょっと手元に所持していないようですので、後ほ

ど説明させていただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 恐らく、これまでの資料

等々をいただきますと、全道平均よりは若干低く推

移はしておりますが、やはり北海道全体はどうして

も医療費が高くなっているという事実がございま

す。 

 今、同僚議員も質問の中で、町長の答弁もありま

したように、やはりここを押さえていかないと、幾

ら税収を上げていっても、どんどんどんどん出口の

ほうできりがなくなると思うのですね。ですから、

まず、一般会計のほうでもありましたけれども、や

はりここは町全体の取り組みとして、いかに医療費

を抑制するかという具体的な策をこの特別会計のほ

うとどういう連携を図りながらやっているのか、具

体策をいま一度教えてください。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ６番金子委員から

の療養給付費、今後の見込みについてと、それに対

する対策についての御質問にお答えいたします。 

 現在、国保の会計だけではなく、町民の健康を守

る観点から、保健福祉課と連携し、町民の皆様の健

康増進を進めているところでございますが、特に国

保会計としましても、今回、新年度予算に計上させ

ていただいております特定健診の関係についても、

健診項目を見直しする、あと高齢者におきまして

も、追加項目の健診項目を見直しし、本当に町民の

皆様の健康を守ることが、後ほど退職後も国保に

入ってきたときに、少しでも少ない給付費で推移す

ることが望ましいことから、町全体として、子ども

から就労している方皆さん、共済、協会けんぽ、さ

まざまな医療機関の保険者からも最終的には国保、

町の国保に皆さん加入してまいりますので、それに

ついては、健診等を通じて、先ほどもちょっと申し

上げたとおり、本当に早期発見、早期治療に努めて

いくように今連携して努めていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 国保会計自体が非常に脆弱

な基盤の上になっておりますし、また、特にこの

間、今までが、国保税のいわゆる値上げという部分

を抑制してきた上で、基金のほうもほぼ底をついて

いる状況でございます。本来であれば、不測の事態

に備えて積み立ててある基金があればいいのでしょ

うが、それを積み立てるがために高額な保険税を課

税してしまうということは、またこれももろ刃の剣

で難しいので、今の水準で収支均衡がとれていると

いうことが一番望ましいことだということは十分理

解いたしますが、非常に、もう本当にタイトロープ

な会計だということも理解しておりますので、その

辺をぜひ、医療費の抑制というのを押さえていただ

きながら、そのままちょっと質問、続いていって、

委員長よろしいですか。違う質問に入るけれども、

よろしいですか。 

○委員長（村上和子君） よろしいです。どうぞ。 

○６番（金子益三君） ２６６ページの同じく高額

医療に関するところでございますが、給付費と同

様、これも少しずつ上がっているところにございま

す。 

 近年の医療の高度化であったり、それから、病状

の進行、幾らやっぱり予防していても、加齢ととも

に二重、三重に病気が重なっていったり、また大き

な脳血管疾患であったり心臓疾患等々、さまざまに

重大な高額医療というのがありますが、これも微増

になっているところでございますが、これは件数が

ふえていっているのか、それとも、１人当たりの金

額がふえていっているのか、教えてください。 

○委員長（村上和子君） 総合窓口班主幹。 

○総合窓口班主幹（星野耕司君） ６番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

 高額療養費につきましては、１件当たりの費用額

がふえているような状況となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ということは、発症人数に

ついては余りふえていなくて、いわゆる治療にかか

る金額が、重度化が進んでいるということで理解し

てよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 総合窓口班主幹。 

○総合窓口班主幹（星野耕司君） ６番金子委員の

質問にお答えいたします。 

 医療費につきましては、１件当たりの高度医療と
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いうことですね、精神医療ということで、１件当た

りが伸びているという形になっておりますので、重

症化しているということではなく、治療のほうの高

度化ということになっております。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 間違っていたらちょっと申

しわけないのですけれども、たしか高額医療という

のは前期、後期で分かれて、後ろで歳入のほうで

戻ってくるとちょっと聞いた覚えがあるのですけれ

ども、いずれにしても、適切な医療行為というのは

受ける権利がございますので、それをとめるものは

何らございませんが、いわゆる医療機器がよくなっ

て、使う薬も高価になってということは全く否定す

る何物もないのですが、それにしても、患者さん自

体が非常に不幸な結果となることが多いので、先ほ

どの療養費の抑制と同様、高額医療の抑制の具体的

な政策というか捉え方というのは、健康づくり担当

主幹の方もいらっしゃっているので、改めてお伺い

したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） ６番金子委

員の御質問にお答えします。 

 保健福祉課では、町民生活課から国保の保健事業

の委託を受けて、保健事業の実際を計画から分析か

ら、そして実践というふうに組み立ててやっており

ます。 

 国保の医療費が、近年レセプト情報が集約できる

ようになりまして、その疾病の状況、それから年齢

層、そういうのを分析しながら、昨年、データヘル

ス計画を策定して、実際の保健事業に進めていると

ころです。 

 保健事業を担当する者としては、確実に予防でき

る病気を選定し、不幸にならないように、それを高

度化しない、重症化しないために発症予防というふ

うに位置づけております。 

 ところが、本来、委員がおっしゃったように、社

会保障の基本である不幸にしてなられる病気、先日

聞きましたところ、１錠８万円の薬が出ている、そ

れを通院で１日１錠ずつ飲みながらという、完治も

目標にできるということを伺うと、なかなか予防

と、それから本来の社会保障でその方の病気を治す

という、その相互扶助の中での葛藤はあると思いま

す。医療費を削減するという最終的な目標で私たち

も保健事業に取り組んでいますが、生活習慣を改善

することで確実に予防できる病気に対しての給付を

減少したいという思いでやっております。 

 また、データヘルス計画でも分析させていただき

ましたが、上富良野町の高度医療の特徴として、が

んがやっぱり多いのですが、５大がんの検診では見

つけにくいがんがやはり医療費としては上がってき

ていること、入院医療では、先ほど担当も言いまし

たように、精神疾患の長期入院が非常に高額になっ

ている状況です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 先ほど６番金子委員の質

問に対しましての答弁漏れがございましたので。 

 総合窓口班主幹。 

○総合窓口班主幹（星野耕司君） ６番金子委員の

先ほどの２８年度の１人当たりの予算の積算につき

ましては、１人当たり３０万７,０００円で予算措

置しております。 

 以上であります。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ３０万７,０００円は高い

か安いかというと、恐らく高いほうになると思うの

ですけれども、この間、国保会計、上富良野は繰上

充用することなく、非常に、やはり褒められる会計

をしていると思うのですね、全道的な中において

も。ただ、これが、３０万７,０００円、やはり

年々上がっていっていますよね。これは高齢化が進

んでいるのもさることながら、前期高齢者の割合も

ふえていって、多分恐らくその辺が少しずつ底上げ

になっていっていると思うのですけれども、一般の

人の上がりぐあいというのはどういう状況なのか、

ちょっと教えてください。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ６番金子委員の一

般の方の療養費の給付の推移についての御質問にお

答えします。 

 委員おっしゃるとおり、実は、平成２５年、２６

年、２７年、２８年の予算に向けて、１人当たりの

療養給付費は、若干でございますが、微増で私ども

も予算の計上をさせていただいております。それは

１人当たりでございますので、病気にかかっても安

価で終わる方もいらっしゃいますが、今、先ほどか

ら御質疑でいただいていますとおり、実は１人当た

りの療養費の額が、やはり手術だとか、あと抗がん

治療等によって療養費が伸びていることから、１人

当たりの療養諸費につきましては若干伸びている状

況ではございます。 

 ただ、保険給付につきましては、２７年度までは

右肩上がりの予算で組んでいましたが、今年度の推

計、まだあと１カ月分残しておりますけれども、今

のところ昨年より給付費が少し減で決算を終えるの

ではないかと、私どものほうでもこの３月で見込み

を立ててきておりますので、そうなれば、今まで伸
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びてきたものが少し効果が、今年度、もしかしたら

２８年度の予算にもこれが反映できるのではないか

というふうに今考えておりますので、まだ数値のほ

う、この辺、決算のほうできましたら、委員のほう

に周知してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） いわゆる療養給付費のあり

方、例えば、瞬間的にはね上がるときありますよ

ね。流感だったり、今の時期であればインフルエン

ザみたいな、そういうのも多分若干はやりのあるな

しによって違うと思うのですけれども、それと医療

給付費のあり方というか、診療のあり方で、薬を長

く出せるようになったじゃないですか。そういうこ

とによって初診料が減ったりとか、いわゆる医療費

自体の幅が下がるシステムになりましたよね。そう

いったものというのは勘案していらっしゃるのかど

うか、ちょっとお聞かせください。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ６番金子委員の療

養費についての御質問にお答えいたします。 

 本当に医療制度も、制度の見直しをしていただい

ておりまして、昨今はジェネリックの薬品を普及す

るように国のほうから各保険者に指導が入りまし

て、私ども町のほうも約７０％ジェネリックに皆さ

ん変えていただいて利用していることから、所定の

医薬品からすると、若干そこも安く給付費のほうで

抑えていただいておりますので、そういう効果も出

てきているのでないかと分析しております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 今の関係でお伺いいたし

ますが、いわゆる医療費で、町の報告書では、がん

３６件という形で、５,６２５万円とデータヘルス

計画の実態でありますが、そういう状況の中で、非

常にやはり心疾患だとかいろいろ出てきております

けれども、こういう高額な、担当者の方が言われる

ように、幾ら本人が努力したとしても、必然的にな

らざるを得ないとかなれば、高額、いわゆる医療費

を押し上げている要因は、いろいろな、複雑な、多

様な要素があるわけで、こういうことも医療費の抑

制はしているけれども、予防健診だとかしているけ

れども、一方で、１錠８万円の錠剤だとかいろいろ

なものが高度医療でなっていくということになれ

ば、その分、努力した分、またそちらのほうで負担

を伴わなければならない。これは誰の責任かという

ことで今国は言っている、わかりやすく言えばです

よ。だけれども、本人はなりたくてがんだとかなる

わけでありませんから、そういうものをカウントし

た場合に、やはりもっと国保税に対する引き下げだ

とか充当だとかというのもあってしかるべきだと思

いますし、そういうふうにこの分析から考えるので

すが、そこら辺はどうなのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の国保税に対する軽減措置についての御質問に

お答えします。 

 ことし１月６日に、保険者による健診・保健指導

等に関する検討会という文書が出ました。それに、

３０年に向けて国保税に、ほかの町と比較して上富

良野町がどのぐらいというのが出ております。それ

の指標となるのが特定健診、特定保健指導の受診率

です。御存じのとおり、ここはクリアされておりま

す。 

 そして、社会保障のところでいいますと、課長が

言いましたように、ジェネリックの利用率、ここを

８０％まで上げるように、それから重複頻回者及び

重複服用者の減少率、及び介護保険でも、介護認定

の減少率だとか介護費用の縮小というふうに確実に

出てきているものがあります。 

 そのほかに、私ども担当しております健診の結果

についてですが、メタボリックの該当者及び予備軍

の減少という数字が入っております。 

 この辺を保健福祉課としてはさらに充実させて、

３０年に向けての調整に向けては、結果を出してい

きたいというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） いろいろな要素があると

いうことの話でありますし、新たな見直しがされ

て、さらに高く引き上げられてきているということ

だと。 

 ２６３ページの、いわゆる地区診断アドバイザー

報酬という形でなっております。恐らく年２回とか

数回かにわたって、上富良野町の実態等を専門の方

によって診断されるのかなというふうに思います

が、今回、町がその項目に上げているものがあれ

ば、もしくは、今後ですからわからない部分あるか

というふうに思いますが、これまでの健診を通し

て、この点を診断してもらいたいだとか、そういう

課題というのは設定あるのか、その報償費の内訳と

あわせてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の地区診断アドバイザー報償費についての内訳
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です。 

 例年、上富良野町の医療費の分析を含めて、保健

事業の推進に向けての分析及び実践にかかわる講師

料ということと、旅費及び宿泊が３０万円という３

日間の日程で組まれているところです。 

 実際、今年度も２月に実施しましたが、トータル

して、１年間通しての自主研修を進めていますが、

保健師自身も、その中の講師も務めていただいてい

て、平成１０年から上富良野町の分析にも携わって

くださっている講師の方に対しての報酬になりま

す。 

 今年度の分析では、昨年度はデータヘルス計画策

定のアドバイザーをしていただきましたが、今年度

は、実際にそこから課題が見えてきました慢性腎臓

病のアルブミン検査を導入した結果、１２０人余り

の方たちに対して、１人ずつのハイリスク及び要因

に対しての分析をさせていただきまして、今後その

ことがどのような実践につなげていったらいいかと

いうことで、次年度は各論進めていく予定ではいま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ２７９ページの特定健診

等の事業費という形で委託料になっております。今

回、若年者・高齢者健診等という形になっておりま

す。昨年より若干ふえているのかなというふうに思

います。恐らく対象人数だとかいろいろなもろもろ

のものがあるかというふうに思いますが、この点、

どういう積算内訳になっているのか、まずお伺いし

ておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

健診にかかわる委託料の積算内訳について御説明申

し上げます。 

 若年者につきましては、人数は２３０人を予定し

ております。高齢者健診につきましては、７６０人

を予定しております。特に高齢者につきましては、

所管委員会のほうでも御説明申し上げたところでご

ざいますが、今回、心電図、ヘマトクリット、色素

の分析について追加項目とさせていただいて、検査

を行う予定となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） データヘルス計画でも、

若年層等の受診がなかなか伸びないというような悩

みも書かれていると思いますが、昨年、恐らく一定

部分、改善もされたかと思いますが、それに基づい

て、さらに今回、新たな取り組みがあるかどうかわ

かりませんけれども、充実ということになるので

しょうと思うのですけれども、そこら辺は、どんな

ことしの取り組みとしているか、お伺いします。 

○委員長（村上和子君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（杉原直美君） １１番米沢

委員の御質問に、今年度の特定健診の取り組みにつ

いてお話しさせていただきます。 

 昨年はこの議場で、１７５人、その後修正で１７

２人でしたが、健診も、それから治療も受けてい

らっしゃらない方を最優先に未受診者対策として取

り組みたいというふうにお答えさせていただきまし

た。今年度の結果としては１４５人まで、その数が

落ちています。約２０人、健診もしくは治療という

何らかの形で体を診る機会を得ている方、逆に言え

ば、まだ１４５人の方は、診る機会のない方がい

らっしゃいます。２７年の実績から２８年に向けて

は、やはり特定健診、若い方たちは、短時間で終わ

らせたい、しかも検査の内容も充実させたいという

ことですので、セット健診、がん検診とあわせての

セット健診の枠をふやしておりますし、あわせて腹

部エコーの検査も詳細にできるような検査の枠をふ

やして、できるだけ短時間のうちにいろいろな検査

でしっかりわかるということを組み立てていきたい

と思います。引き続き、受けていただいていない方

たちに対しての個別の支援はさせていただいている

ところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第２号の

質疑を終了します。 

 次に、議案第３号平成２８年度上富良野町後期高

齢者医療特別会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１１ページから１２ページ及び

２９９ページから３０９ページまでの予算全般の質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第３号の

質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 次に、議案第４号平成２８年度上富良野町介護保

険特別会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば発言を許します。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１３ページから１５ページ及び

３１３ページから３４０ページまでの予算全般の質

疑に入ります。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） ３２７ページ、介護予防事

業の一環の中の介護予防エルダーシステム借り上

げ、この件に関して二、三確認させていただきま

す。 

 まず、今いろいろとメーカーが第一興商さんなど

ある中、どのような機種を借り上げるのか。また、

この事業に対しての思い等あれば、お聞かせくださ

い。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） ９番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 介護予防のエルダーシステム借り上げということ

で、今、委員おっしゃったとおり、予定している業

者さんは第一興商さんの機器を想定しているところ

ですが、これを使って、いろいろと介護予防である

とか機能訓練の支援のために使用していければいい

かということで、今、導入を考えているところでご

ざいます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３２６ページの介護予防

事業の地域支援事業のところでお伺いいたします。 

 この委託料の中で、新しく介護予防・機能訓練サ

ポート事業という事業が入ってきております。これ

は新しく入ってきたということでありますが、サロ

ンだとか、そういうものを目的になのかどうなの

か、ここら辺の事業内容と目的等についてお伺いい

たします。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） ただいまの１

１番米沢委員の御質問にお答えいたします。 

 介護予防・機能訓練サポート事業ということで、

これにつきましては、今先ほど課長が答弁した介護

予防エルダーシステムを使った中で、１次予防事業

というのですか、主に今、予防事業としてやってい

ただいていますふれあいサロンであったり、老人ク

ラブの活動であったり、その中にこのエルダーシス

テムを活用した中で、より充実したものにしていく

ような考えでいます。 

 ついては、この機能サポート事業という部分につ

きましては、そのエルダーシステムの効果的な使い

方等々を支援するために、その専門業者の方の講習

等々を受けまして、それを今やられているふれあい

サロンなり老人クラブの方に伝えて、予防事業を進

めていくというような考えで計上させていただいて

おります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 次にお伺いしたいのは、

同じページの包括的支援事業という形で、報酬が組

まれております。今後、介護制度がまた新たに、変

わってきておりますけれども、という状況の中で、

後見人制度や、あるいは介護認定されている家族等

からもいろいろな相談等を受けて、それに対処する

ようなそういう状況もあるのかなというふうに思い

ますが、ここの点について、３名か４名ぐらいだっ

たかな、予算がついているかというふうに思います

けれども、大体この支援員というのは何人ぐらいの

報酬という形で設定になっているのか、お伺いいた

します。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） 米沢委員の御

質問にお答えいたします。 

 包括的支援事業の中の介護予防支援員というよう

なことでの御質問だと思いますが、これについて

は、実は平成２７年度から介護予防支援員として、

非常勤、嘱託職員の方２名を雇用しているような状

況です。 

 以前につきましては、介護予防の認定審査に係る

認定調査員という形で臨時職員として採用させてい

ただきましたが、その業務の特殊性というか、そう

いうのを鑑みまして、なかなかこの認定調査という

のは、高齢者の方の御自宅に行きまして、いろいろ

な部分について聞き取りしたり、家族の状況とか、

いわゆる守秘義務的な要素が強いということで、平

成２７年度から介護予防支援員として、嘱託職員と

して雇用させていただきました。 

 先ほど委員から言われました今後の介護保険制度

改正に伴いまして、どうしても包括的支援というこ

とで、職員については相談業務等々にシフトを置い

てやっていかなければならない状況から、この介護

予防支援員の方の支援を受けながら展開していきた

いというような考えでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） このいろいろな相談業務

という点で、結構多くなってきているのではないか

なというふうに思うのですが、その相談業務等の内

容と、非常に求められるものが多岐にわたってきて
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いるというふうに思いますので、そういうものも含

めてこの人員配置だとか、そういうものについて今

後どうなのかというような素朴な疑問があるのです

けれども、十分なのかというところのこと、とりあ

えず相談内容等はどういうような相談内容等が多い

のかというところをお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 地域包括支援センター主

任保健師、答弁。 

○地域包括支援センター主任保健師（星野 章君） 

１１番米沢委員の御質問にお答えします。 

 相談内容としましては、一番多いのは、やはり介

護認定にかかわる相談が一番多くなっております。

次に多くなっておりますのは、介護予防事業に関す

る相談が多くなっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

人的配置の部分にかかわる質問にお答えしますが、

現行の中でそれぞれ仕事内容を調整しながらの対応

も図っておりますが、今後におきましても同様に対

応していかなければならないのかなと。なかなか人

をふやすとかということも困難な状況もあると思い

ますので、現行の中でいかに効率的な事務運営が図

れるかということに対して、十分意をもって対応し

ていきたいと考えております。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ここでは、ケアマネ

ジャーのスキルを高めるための指導だとか、いろい

ろな取り組みがされるはずだというふうに思いま

す。そうしますと、ケアプランの作成も委託されて

いるところがありますけれども、そういう事業が

入ってきて、なおかつ各介護施設の状況も判断しな

がら、いろいろ指導に携わったりだとか、そういう

こともしなければならないということのやっぱり幅

広い事業内容で、また、指導の質も高めなければな

らないということで、介護保険計画には書かれてお

ります。 

 そういう状況の中で、やはり十分そういうものに

対する指導、あるいはケアマネジャー、あるいはヘ

ルパーさんの指導だとかもあるのだと思うのですけ

れども、やっぱり充実していくためにこれから必要

な人員だとか確保というのは、担当課長、いろいろ

と協力しながらやるということで、話でありますけ

れども、そういうことを考えたときに、そこら辺の

確保と、人員の確保という点では、十分かどうかと

いうところでちょっと疑問なのですけれども、もう

一度確認しておきます。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

質問にお答えします。 

 今、先ほど説明したとおりでありますが、ことし

は２事業の中で、介護給付適正化事業というか、ケ

アプランの点検とかという委託をする予定でありま

すが、この中においても、ケアマネジャーの資質、

スキルの向上でありますとか、気づきを促すという

ことのために委託をして、その目的を達成して、そ

れぞれのスキルアップであるとか資質向上につなげ

ていきたいということの事業も考えておりますの

で、その中で対応してまいりたいなということで考

えております。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 本当にいろいろな施設を

見たり本当に大変だと思いますので、この点、ぜひ

充実してほしいと思います。 

 そこで、介護計画の中では、２９年度にグループ

ホーム等の新設という形の計画がのっております。

ことしは２８年度で、２９年度は当然次の年度にな

りますけれども、やはりそういう計画があるという

ことは、必要量等々があるから計画にのっているの

だろうというふうに思いますが、現在の必要量と、

また、介護施設、グループホームの新設、あるいは

どちらかからお願いするのかわかりませんけれど

も、状況、実態というのはどういうふうになってい

るのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） １１番米沢委

員の御質問にお答えしたいと思います。 

 第６期介護保険計画に伴います施設整備の件の御

質問だと思います。その必要性というのは、介護保

険計画にも書かせていただいたとおり、今現在、整

備計画としては、グループホーム、２～３ユニッ

ト、これを今計画の中で整備するような考えでおり

ます。 

 現状を見ますと、グループホーム、うちは１ユ

ニット９床の整備ということで現在ありますが、そ

のほかに富良野沿線並びに旭川近郊、ここにうちの

被保険者が入居している状況は十四、五名というふ

うに現在認識しているところから、２ユニット程度

は需要はあるのかなというふうに将来的にも考えて

おります。 

 いずれにいたしましても、介護計画の整備計画に

基づいて、何とか第６期中に整備するような方向で

今進めていくような考えでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） その上で、設置の見通し

等については、現状では全くないという形なのか、
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見通しと何らかの働きかけ等をしているのかどうな

のか、この点、お伺いします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

グループホームの今の動きでありますけれども、

今、主幹のほうから説明したように、必要量として

は計画の中で捉えているところでありますが、具体

的に今、設置に向けての協議等、まだ進んでいない

というのが現状でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 微妙な発言で、既存の施

設にもう既に入所していて、そこら辺で足りるのか

なという話が、ちょっと受けたのですけれども、こ

の点について、町長、今後この見通し、働きかけ等

どういうふうにされようとしているのか、現状で他

の施設に入所しているので、そう急ぐことはないと

いう認識なのか、この点、お伺いしておきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の御質問

に私のほうからお答えをさせていただきます。 

 今、担当の課のほうから、第６期の介護保険事業

計画にそのグループホームの整備、今２７床の整備

を位置づけているところであります。 

 今申し上げましたように１４名程度、他のグルー

プホームに入居している状況でありますが、この

方々が即上富良野に整備された時点で戻ってこられ

るかどうかは掌握してございませんが、まず、これ

から介護認定を受ける、あるいはグループホームを

希望されている方々のニーズもしっかり捉えなが

ら、２７、２８、２９年度、この第６期の事業計画

期間中に、その位置づけに向けて私どもも努力を重

ねてまいりたいというふうに思います。 

 ただ、事業者がこの上富良野で事業が可能だとい

うようなことも必要でございますので、町から来て

くださいということも必要ですが、事業者において

も、上富良野町でいわゆる事業が展開できるという

ことを調査も必要でしょうし、そういうことで私ど

もも今後進めてまいりたいというふうに考えてござ

います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） こういう計画というの

は、確かに相手もあることでしょうけれども、介護

計画にのっていて、まだ十分な検討は恐らくされて

いないという話だというふうにお伺いいたしまし

た。やはり２９年度ということであれば、もう既に

この年度から動き出して、どういう施設計画を持つ

のかということもきちっと持った上で、当然、相手

先がどこになるかは別としても、働きかけしなけれ

ばならないでしょうし、そういう中で、やはりき

ちっとした誘導ができるかどうかということも一つ

のポイントになってくるのだと思うのです。やはり

こういったところが弱いと、なかなか相手事業者も

来たいと思っていても出られない、あるいは、それ

ぞれ相手の経済行為ですから、採算が合うかどうか

ということも当然あるというふうに思いますが、ま

ず何よりも町が、介護保険計画にのっているのであ

れば、それに対してどういう立場で施設整備を目指

すのかというところを、やはりきちっと目標設定す

べきだと、今年度に持つべきだというふうに思いま

すが、確認いたします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の御質問

にお答えをさせていただきます。 

 介護保険事業計画に位置づけしたのは、これから

高齢化社会に、上富良野町もそうですが、高齢化社

会に向けて、そのニーズが必要だろうということ

で、この事業期間中に３ユニットを位置づけしたと

ころであります。 

 一方、先日、介護保険の事業の実績を見ていただ

きましたが、この上富良野町においては、予防事業

が一定程度、効果が発現しておりますので、介護認

定率が１３％程度で、非常に認定率が低くなってお

ります。今、計画しておりまして、４３４名ほどを

計画していましたが、実際は４３１人の認定で終

わったということがありまして、必ずしも施設の量

ですね、これらもその介護認定者のバランスとしっ

かり考えていく必要があるかなというふうに思いま

す。 

 また一方、サービスつき高齢者住宅が上富良野町

にもありますし、小規模多機能の福祉もあります

が、そちらのほうの入居状況が実際にはあいている

状況もございます。 

 それらをあわせ、２９年の第６次の介護保険事業

計画中のニーズも含め、しっかり検証しながら、適

期のときを考えてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ぜひ早急にそういう計画

を詰めながらやっていく必要があると思うのです。

今聞いていましたら、なかなか、そういう計画を持

とうとしているのか、ちょっと前に進めようとして

いるのか、ちょっとわからないところあるのですけ

れども、実態調査も含めて、来年度に向けた調査と

いうのが必要だというふうに言っておきます。 

 次に３２３ページに、お伺いしたいのは、今出ま

したけれども、高齢者の介護つきの住宅等が出まし
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た。この地域密着型サービス、あるいは居宅介護

サービス、施設サービスという形で、それぞれのっ

ておりますけれども、この利用者、あるいは、大体

どのぐらい見込んでいるのか。それと１人当たりの

地域密着型でいえば、あと高齢者のケアつきでもい

いのですけれども、大体入所金額というのは実態と

してどのようになっているのか、お伺いいたしま

す。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） ただいまの米

沢委員の給付費関係の見込みというような御質問だ

と思いますが、それぞれ居宅、地域密着型サービ

ス、施設サービス費といたしましては、平成２７年

度の実績見込みを踏まえながら予算計上させていた

だいたところでございます。 

 平成２８年度の実績については、ちょっと人数的

なものはあれなのですけれども、総給付費といたし

ましては、前年の見込み対比３.４％程度の増を見

込んでございます。 

 あわせて、地域密着型の施設等の入所の費用とい

うような御質問でしたか。それぞれ地域密着型の入

所費用ということで、主に入所系の施設といいまし

たら、グループホーム、ここになると思いますが、

その施設ごとによって若干違うのですけれども、お

おむね十二、三万円程度だと理解しております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） このグループホームでも

大体そのぐらいですよね。特養でも所得階層別に分

かれておりますけれども、高齢者ケアつきについて

も大体１０万円を超えるだとか、そのところによっ

ても違いますけれども。そうしますと、先ほど国民

健康保険なんかで見ましたように、いわゆる非常に

所得の少ない方が多いということになりますと、１

０万円のところにも入れない、その８万円のところ

にも、月額ですよ、入れないという形の可能性もも

う既に潜在的にあるのだろうというふうに思いま

す。そのときに、やはり自治体として、こういった

ところに対して、国に対して働くべきだというふう

に思うのですけれども、介護施設にも在宅にもやっ

ぱりそういった方が見られないで、どこへ行ったら

いいのかわからないというような、そういうような

可能性も出てくるのではないかなというふうに思う

のです。上富良野は現状、見ていましたら、十分そ

こら辺はある程度ちゃんとされていると思いますけ

れども、将来的に見たら、これからどんどん施設に

も入れない、そういった入所費との関係で、そうい

う可能性というのはどうでしょうか、現時点では。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

御質問にお答えします。 

 今言ったとおり、今、当町においては、そういう

ような現状が見受けられないというのも現実です

が、将来に向かって、特に今後とも後期高齢者が多

くなっていく中で、なかなかうちの介護認定率が低

いといえども、認定者はふえていくことも想定され

ますので、そういう部分では懸念しなければならな

いことはあるのかなと思いますけれども、現状の中

でいろいろと対応できるものについて、まだまだ調

査、研究が必要なのかなというのは現実かと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３２９ページの委託料

で、ケアプラン点検ということで新たに今回予算化

されました。介護の実態的な調査もされるのだろう

というふうに思いますが、この内容等について、ま

た委託料の内訳等について、どのような内容になっ

ているのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（北川和宏君） １１番米沢委員の

介護給付適正化事業のケアプランの点検にかかわる

質問でございますが、先ほども若干お話ししました

が、ケアプランの点検の目的としましては、ケアマ

ネジャーの資質、スキルの向上でありますとか、ケ

アマネジャーの気づきを促すということが目的であ

りまして、方法としましては、北海道社会福祉士会

に委託を申し上げまして、調査員によります点検と

か聞き取りの後、公表を行っていただいて、点検の

期間は２日間程度でやっていただくということに

なっておりまして、居宅事業所からケアプランの提

出を求めて実施したいと考えておりまして、その費

用を一括して２２万７,０００円ということで積算

をさせていただいているところでございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第４号の

質疑を終了いたします。 

 次に、議案第５号平成２８年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算を議題といたします。 

 提案者より、補足説明があれば発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１６ページから１８ページ及び

３４３ページから３６５ページまでの予算全般の質

疑に入ります。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 予算全般の質疑というこ

とで、例えば収支決算見込みを見ますと、年度の繰
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越金、あるいは、なかなか生み出せないような状況

になってきているということが報告されておりま

す。そうしますと、当然老朽化した設備、あるい

は、それに対応するような予算というのは、確かに

自賄いという形の部分もあるかもしれませんが、や

はり相手が相手でありますから、やっぱり入所が

減ったりふえたり、デイサービスに至ってもふえた

り減ったりというような状況があるかというふうに

思います。そうしますと、自力で収入を確保するこ

とができない、あるいは介護報酬等が下がるという

状況の中で、やはり確保ができないというような状

況がおのずと見受けられます。そうした場合には、

やはり行政としては当然こういったものに対する手

だて、資金手当ても含めた施設整備の手当てという

のも計画的に行われているかというふうに思います

が、その点は確実に自賄いだからみずから努力して

ということにはならない部分もあるかと思います

が、その点についてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員のラベン

ダーハイツの今後の経営を含めた御質問にお答えを

させていただきたいというふうに思います。 

 今、委員御発言のありましたように、この２７年

度の決算においては非常に厳しい状況かなというふ

うに考えております。その理由としては、昨年の４

月からスタートしました介護報酬の削減がかなり厳

しい状況でございました。また、さらに、利用者の

思わぬ減、これらについても非常に経営を圧迫して

いる状況であります。 

 今、５月末の決算に向けて、赤字決算が生じるだ

ろうという予想もしてございます。これらの金額が

どのぐらいになるのか、おおむね１,７００万円程

度になるのかなというふうに今決算見込みで考えて

ございます。その会計の中に大きな施設整備等も、

施設の老朽化に伴ってこれらもございますし、また

一方、介護報酬を中心とした収入、これらもござい

ます。決算がどのようになるかは別として、この介

護保険の事業所はどこも、民間もあわせ、この介護

報酬を収入として、その運営をするというのが大原

則でございますので、このラベンダーハイツにおい

ても原則はそのようなことだというふうに理解をし

ております。 

 ただ、一方、今、施設が老朽化している大規模修

繕等の整備等のそういうものにも少し配慮しなが

ら、今後５月の決算に向けて、少し検討を加える必

要があるかなというふうにも考えてございます。 

 以上であります。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この予算の内訳等を見ま

しても、やはりデイサービス等が落ちたりだとか、

ショートステイが前年度からマイナスという形に

なっています。また、支出のほうを見たら、当然な

のですが、給与費、一般管理費だとか、事業にかか

わる部分の支出というものが当然ありますから、こ

れは絶対削減することもできないという状況になり

ます。削減するとすれば、職員を臨時にするか何か

にするかという形になるのだろうというふうに思い

ますが、しかし、一定のやはり安心して入所できる

ようなそういう体制のためには、正職員もあって、

それにかかわった、やはり安心して入所できるよう

な体制づくりというのは必要だというふうに思いま

す。 

 そうしますと、この事業収入を上げたくても、

やっぱり今副町長がおっしゃったように、社会的要

因でなかなか上がらないという状況になりますか

ら、この部分を考えたら、公がきちっとこういった

財源の不足については対処するということが当然原

則だというふうに思いますが、この点はどうでしょ

うか、確認いたします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の御質問

でございますが、先ほどの答弁と一部重複するかと

思いますが、まず、介護保険事業所の基本的な考え

方については、自前で行うということが大原則であ

りますので、サービス提供にかかわる、いわゆる赤

字補塡分は、一般会計から補塡すべきではないとい

う認識でございます。 

 この２７年度の決算においては、利用者が思いの

ほか伸びなかったと。逆に言うと減少したという事

例がございますが、これらはしっかり事業所として

サービスを向上させて、利用者さんに来ていただく

というようなことが重要かなというふうに思ってお

ります。 

 また、一方、先ほど申し上げましたように、施設

が３０年を超えて老朽化して、大規模な修繕あるい

は施設整備等が必要な状況もありますので、これら

をあわせて、決算を見ながら検討を加えてまいりた

いというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 副町長の答弁の中に矛盾

があるような気がするのですけれども、今、一方で

は、いわゆる事業所が頑張りなさいと、利用者の多

い少ないというのは事業所が頑張ってこそ収益確保

に結びつくのだから、その部分には一般会計からの

補塡はしませんよという話だったと思いますけれど

も、それ以外については、老朽化という形の中で、

一定部分対処はしますよということなのですけれど
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も、しかし、幾ら努力しても相手がやっぱり利用し

ていただけなければ、当然その枠もありますし、病

気になったらとか、突然あした行けなくなったと

か、よくあります、それは。そういうことはありま

す。社会的要因だとかいろいろな自己都合だとかと

いう形でありますから、やはりそういうことを考え

たときに、私はこういった部分に対してもがむしゃ

らに、民間企業ではありませんし、チラシまいて１

人でも多く、こういうサービスをしているからとい

う、努力は必要ですけれども、そういうことにもな

らないでしょうし、そういうことを考えた場合に、

こういったサービス提供についての部分でもマイナ

ス要因があったときには、やっぱり適切に対処し

て、行政が一般会計からの補塡を僕はすべきだとい

うふうに思いますが、この点は同じ考えでしょう

か。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の御質問

ですが、上富良野町に介護保険の事業所全て、抜け

るかもしれませんが、社会福祉協議会、あとデイ

サービスかみんをやっているあさひ郷ですね、あと

訪問看護ステーションを運営している在宅ケア事業

団、あと上富良野町が事業者として運営をしてござ

いますが、少なくとも全ての事業所においては、赤

字になったからといって上富良野町が補塡すること

はこれまでもございません。 

 ラベンダーハイツだけサービスの給付収入とその

歳出が合わないから上富良野町が補塡をするという

のは、公平性の部分でいうと問題があるかなという

ふうに思います。 

 先ほど申し上げました、サービスを提供するため

の直接的な経費と受ける収入、こういう意味でござ

いますが、そのような基本的な考えが必要だという

ふうに私どもも考えてございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 全く考えがちょっとなっ

ていないと思うのですよね。やっぱり民間業者、福

祉協議会は当然そういう目的で、打ち切りで何ぼ委

託とやっているわけですから、そのほかにあさひ郷

ですか、それはそういう事業者が参入したいと。ま

た、町も誘導した部分もあるのでしょうけれども、

やっぱりここの公の部分は行政が主体となって運営

しているわけですから、一くくりにこれは他の事業

所も自賄いでやっているし、その委託費の範囲内で

やっているからということにはならない制度の趣旨

のものだというふうに思うのですけれども、そこは

同じなのですか。僕は、そういう話というのは成り

立たないのだというふうに思いますが、公はきちっ

と維持して、こういった入所者には安心してサービ

スが提供できるような環境づくりをとってこそ、公

の行政のやる仕事だというふうに思いますが、この

点、どうでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢委員の御質問

ですが、繰り返しになりますが、この介護保険が平

成１２年にスタートして以降、これまで行政、ある

いは一部の社会福祉協議会を中心とした、そういう

公な事業所も含め、そのような、１２年以前という

ことですが、そういう参入を、今、介護保険１２年

からスタートしてございますが、いわゆる民間が参

入できる事業ということで、この介護報酬が位置づ

けられ、今は株式会社でもありますし、ＮＰＯ法人

もありますし、社福もございます。 

 そのような中で、上富良野町が設置した事業所だ

から、赤字になるのはやむを得ない、そこに税金を

投入するというのは、私ども、先ほども言いました

ように考えてはございません。ただ、公な施設を維

持するという責務が一方でございますので、これら

について、どういう維持をしていくかという部分に

ついては、考える余地もあるかなというふうに考え

てございます。 

 以上であります。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 町長、こういうこと許さ

れるのですか。町長も同じ考えですか。いいところ

はどんどん特養に任せてですよ、収入を上げなさ

い、上げなさい、サービスも提供するのですよとい

うことで言っておきながら、あとは知らないと。は

しごをかけたものをおろすような、そんなイメージ

ではないかというふうに私は思うのですけれども、

町長は同じですか、副町長と。 

○委員長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、事業主体が民間であれ、公であれ、自治体

であれ、収益事業を行う上においては、これはやは

り社会のそういった事業を行う人たちの公平性を考

えますと、収益部分につきましては、自助努力で経

営を成り立たせるということは、これはやはりある

べき姿だというふうに思います。また、上富良野の

ラベンダーハイツのような町が設置いたしまして、

そして施設の維持のために、それが収益事業のやり

くりの中を超えて負担が生じてきているというよう

な場合は、これはやはり客観的に見て支援をするこ

とは、方法としては理解をしていただけることだな

というふうに思っております。 

 話を少し前へ戻してしまいますけれども、やはり

収益事業の中で収支をきちっととるという、そう
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いった努力、それがやはりサービス向上にもつな

がってまいりますので、そこをきちっと運営する現

場がそういう自覚を持っていけば、おのずと収益部

門についての収支はしっかりと賄っていけるものだ

と、他の民間の事業者もそのように頑張っておられ

ますし、町が事業主体だからできないということも

ないと思いますので、それは現場がそういうふうに

努力を重ねてくれておりますので、これからもその

ようなスタンスで見てまいりたいというふうに考え

ております。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ３４７ページ、一般管理

費の中で、先ほどより、ラベンダーハイツが非常に

老朽化しているということで、昨年度の予算より約

倍近いお金が予算化されているわけですけれども、

この修繕の主なものについて、もしおわかりになれ

ば教えていただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） １２番中

瀬委員の御質問にお答えいたします。 

 修繕につきましては、ボイラー関係のモーターや

何かがかなり経年しておりまして、給排水の関係で

故障が相次いでおりまして、それを直している部分

がかなり大きなウエートを占めております。 

 あと暖房の関係ですけれども、やっぱり配管的な

もので、温度の調整きくのが固着したりして、通常

どおり働かないようなことがございまして、そうい

うようなこともございます。 

 あとポンプの、浴槽の機械なのですけれども、こ

れにつきましても、サーモ等働いている機械がござ

いますが、これもたまにふぐあいがありまして、業

者に見ていただいて修繕を重ねてきているような状

況がありまして、全般施設が老朽化していることに

よってさまざまな修繕がありまして、毎年１５０万

円から２００万円程度の修繕費がどうしても必要な

状況になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） わかりました。老朽化し

ているということで、経費はかかるということでご

ざいますけれども、極力入居している方に不便のか

からないような形でやっていただければと思いま

す。 

 次に委託料の関係ですが、施設維持管理業務の関

係についてお伺いします。 

 この施設維持管理業務につきましては、平成２８

年３月３１日で５年の契約が切れると思います。そ

れで、平成２８年度からまた５年間の契約をすると

いうことでこの予算化をされているのか、お伺いし

ます。 

○委員長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） １２番中

瀬委員のラベンダーハイツの施設維持管理業務に関

しての御質問にお答えいたします。 

 平成２８年度から５年間の長期継続契約で、前回

と同様に契約を予定しておりまして、この３月１８

日に入札を予定しております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） この５年間の契約につい

てでありますけれども、これは今の話からいくと入

札をするということと、業者がそれによって決まる

ということだと思いますけれども、ことしの３月ま

での契約の部分については、１年間の契約では２４

万円ほど多くなっているという状況だと思いますけ

れども、この年間２４万円上がっている部分につき

ましては、人件費が上がってこの金額を多く見てい

るのか、それとも、施設の中の、いわゆる清掃の箇

所がふえたからこの金額が多くなっているのかをお

伺いします。 

○委員長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） １２番中

瀬委員の御質問にお答えいたします。 

 清掃箇所については、前回の契約と全く同じでご

ざいまして、変動ございません。金額の上がってい

る部分につきましては、人件費等の経費等の上昇で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） 前回も５年契約というこ

とで、ことしの３月末までの契約だったと思いま

す。ところが、前回の契約のときには、ことしの３

月３１日までの契約の金額が途中で契約変更されて

いますよね。いわゆる２６年、２７年、その部分に

ついての金額が変更になっておりますけれども、変

更になるということは今後もそういうことが、例え

ば人件費が上がったとかいろいろな理由があって変

更になることがあり得るということですか。その点

についてお伺いします。 

○委員長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） １２番中

瀬委員の御質問にお答えいたします。 

 前回の契約の変更につきましては、消費税の関係
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で５％から８％に上がったということで変更をかけ

ておりまして、今後の５年間についても、そういう

ような事象があって消費税が上がれば変更する可能

性がございますけれども、それらについては今のと

ころ予定はしておりません。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） それでは、消費税が上が

るということがなければ、ことしの入札によって決

まった金額は、消費税が上がらなければ、変更はな

いということで理解してよろしいでしょうか。 

○委員長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） １２番中

瀬委員の御質問にお答えいたします。 

 ことしの入札によって金額が決まれば、それに

よって平成２８年度以降、５年間の金額がそれぞれ

契約の中で決まってまいりますので、それによって

毎年予算化していくことになると思います。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第５号の

質疑を終了します。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

 再開は１０時５５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時３７分 休憩 

午前１０時５５分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

 次に、議案第６号平成２８年度上富良野町簡易水

道事業特別会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、歳入歳出を一

括して、１９ページから２１ページ及び３６９ペー

ジから３７８ページまでの予算全般の質疑に入りま

す。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 確認しておきたいと思い

ます。 

 ３７３ページの事業費で、簡易水道の施設整備と

いう形で、老朽化してきているということでの更新

事業だということの説明でありますが、これはどう

いう内容のものなのかという点と、あと水質です

ね、ここら辺はどういう状況になっているのか、こ

の２点についてお伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

簡易水道の施設整備工事についての御質問でありま

すけれども、内容につきましては、まず、西部地区

の静修浄水場というのがございまして、それの電気

計装設備の更新事業でございます。 

 この施設につきましては、平成８年に新設されま

して、経過年数が２０年たっておりますことから、

耐用年数１５年ということでありますから、最近、

故障等も出てきておりますことから、電気計装設

備、それから滅菌ポンプ２台、それから監視装置、

データロガー、それから計装機器類、濁度計、残塩

計、ｐＨ計など、そういう部分を更新する予定と

なっております。 

 また、水質検査につきましては、安定しておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第６号の

質疑を終了します。 

 次に、議案第７号平成２８年度上富良野町公共下

水道事業特別会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、歳入歳出を一

括して、２２ページから２４ページ及び３８１ペー

ジから３９９ページまでの予算全般の質疑に入りま

す。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３８５ページ、消費税分

という形で、前年度から約３００万円ぐらい伸びて

いるかというふうに思いますが、この点、お伺いい

たします。 

○委員長（村上和子君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（安川伸治君） １１番米沢委員

の御質問にお答えいたします。 

 公共下水道事業の消費税の２８年度増額分の質問

についてですが、消費税に関しましては、６月に確

定申告ということで、前年度分の確定をいたしま

す。その後に中間申告というのがございまして、前

年度確定した消費税に対しまして当年度分が２分の

１の計算と、地方消費税につきましては６３分の１

７という割合で中間申告をいたします。これを年間

一度行いまして、前年度分と当年度分ということで

足したものが予算計上されておりますので、これは

事業費によりまして消費税額が変わってきます。

よって、２８年度につきましては増額となっており
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ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 次、３８７ページの委託

料で、去年は不明水等の委託料等があったと思いま

すけれども、恐らく今年度は事業が、その原因がわ

かったということで計上されていないかというふう

に思いますが、この点、確認しておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

不明水対策についての御質問でございますが、不明

水につきましては、いろいろと調査を行いまして、

原因がつかめまして、最終的には最終沈殿池の機器

の故障ということで、機械の名前がスカムスキマー

といいますが、その附属の閉鎖等で動作不良により

不明水等がありました。その部分については解消さ

れましたが、それ以外の部分については、まだひび

が入ったりとか、交通量の多い箇所とか、いろいろ

そういう部分ございますので、そういう部分につい

ては引き続き調査を行っていく考えであります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３８７ページの委託料

で、浄化センターの改築更新実施設計業務という形

になっております。これは去年からずっと、前年度

からも引き続き実施されてきた内容かというふうに

思いますが、その事業内容と今後についてどういう

ふうな老朽化対策が進められるのか、あわせてお伺

いいたします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、浄化センターの長寿命化計画が、平成２７

年に基本設計が行われましたことから、平成２８年

度につきましては実施設計を行う予定しておりま

す。また、この基本設計につきましては、調査資産

数が５６３資産ありまして、そのうちの４６資産が

該当となっておりますことから、内容としまして

は、浄化センターの屋根の防水、排水関係、それか

ら空調換気設備、そして消火設備、滅菌器、それか

ら計測器、それから制御盤など、そういう部分につ

いて更新する予定をしております。平成２９年、３

０年で予定しております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ちょっと全般にわたってに

なると思うのですけれども、３８２ページの下水道

使用料についてですが、昨年よりも若干下がってい

るということは、近年の節水意識であったりとか、

機器の節水とかというのがあると思うのですけれど

も、この流れでいって、今いう改築とか計画等々で

あって、使用量が少しずつ下がっていったとして、

いわゆる量ですよね、使用する量が下がっていった

として、現在の使用料金で今後も同じ推移で見越し

ていけるのか、それとも、どこかの時点ではある程

度改定が出てくるのかということをちょっとお伺い

いたします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ６番金子委員の下

水道料金の関係について御説明させていただきま

す。 

 下水道料金につきましては、下水道の収支につき

ましては、やはり一般会計からの繰入金を入れない

と賄い切れていないというのが現状でございます。

現在、プラン２７で料金の改正等の検討を行ってい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第７号の

質疑を終了いたします。 

 次に、議案第８号平成２８年度上富良野町水道事

業会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、２５ページ、２６ページ及び４

０２ページから４２１ページまでの予算全般の質疑

に入ります。御質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第８号の

質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

 次に、議案第９号平成２８年度上富良野町病院事

業会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、２７ページ、２８ページ及び４

２５ページから４５０ページまでの予算全般の質疑

に入ります。御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ４３７ページの給与費
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で、報酬のところで出張医の予算等が組まれており

ますが、大体これは何人ぐらいで、報酬単価という

のは、報酬というか、どういうふうになっているの

か、この点、ちょっとお伺いしておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（山川 護君） １１番米沢委員

の御質問にお答えいたします。 

 報酬につきましては、平成２４年に改定をいたし

ております。また、単価につきましては、診察でい

いますと半日の診察、１日の診察、また、当直、宿

直でございますとそれぞれの単価設定をしておりま

して、単価設定につきましては、一般の医院の先生

と役職づきの先生で、２段階でございます。 

 以上です。 

 答弁漏れございました。済みません。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） 約５００人以上

の先生が来ていただいておりますので、この報酬の

中で支払っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 相変わらず、医師の確保

という点ではなかなか大変だという話を聞いており

ますけれども、今年度は一定部分、事務長の相当な

力もあると思いますけれども、確保されるかどうな

のか、お伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（山川 護君） １１番米沢委員

の質問ですけれども、御承知のとおり、第３内科が

うちの院長、また鈴木先生の出身学部でございま

す。新聞等でも出ておりましたけれども、２月に新

しい教授にかわりまして、先般、３月４日、町長と

院長とで御挨拶に参ってきたところでございます。 

 その間におきましても、感触としては、今までと

変わらないのでないかなと。うちのほうに医局長先

生、人事を担当している先生もいらっしゃって、ま

ず上富さんは今のままで走ると思いますからという

ことでございますので、ここでもいろいろな人材不

足のことについて御説明申し上げておりましたけれ

ども、うちの病院は今のところ、先生についてはあ

る程度そろっていると。内科の先生、外科の先生に

ついてはそろっておりますという状況でございます

ので、このまま推移していただければなというふう

に思っている次第です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 現状、安定的にというこ

とですが、それとあわせて、何よりも看護師の確保

という点で、いろいろ制度も変わりますけれども、

出入りがありますので、それぞれ家庭の事情だとか

ありますので、ここら辺は、確保はどうでしょう

か。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（山川 護君） １１番米沢委員

の御質問でございますけれども、看護師に関しまし

ても、この４月１日から２名採用してまいります。

２名とも臨時職員で働いていただいておりまして、

院内保育所を利用している看護師でございます。こ

んな小さな病院でございますけれども、院内保育所

が確保できるということで、臨時の看護師さんが勤

めていただける。そこの中で、ある程度子どもたち

も大きくなってきたところで正職員となって、当直

業務に入るかという形の今のところパターンはでき

ていますので、この院内保育所がやはり看護師確保

の一つの要素になっているのかなというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） いろいろ新聞等を読みま

すと、いわゆる７対１等の看護基準の報酬というの

ですかね、見直し等があるというふうに聞いている

のですけれども、恐らく、今年度についてはどうな

のかわかりませんけれども、どういうようなことが

打ち出されているのか、今年度なのか、ちょっとそ

こら辺についてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（山川 護君） １１番米沢委員

の御質問でございますけれども、制度の話をします

と、なぜ７対１が見直されているかと申しますと、

病院は１人の入院患者が入りますと入院費というの

がございます。７対１、１０対１、１３対１、１５

対１、簡単に言いますと１人で７人の患者さんを診

るぐらい、要するに１５対１になると１人で１５人

の患者さんを診る。要するに７対１は、看護師をふ

やすことによって病院の収入を上げる手段に使われ

ていました。ところが、国自身が制度としてつくっ

たのは、高度、急性期の患者さんに対して、７対１

で濃密な看護をしましょうと、そのことによって治

りを早くしよう、治療を円滑にしようという発想で

ございます。ところが、収入がついてくるものです

から、みんなが７対１、７対１とやりました。よっ

て、今また見直しは、７対１でも、病棟に入ってい

る患者さんの重症度に合わせて７対１を厳しく見て

いきましょうと。よって、今御質問がありました７

対１をするために、都会においたり大病院において

は看護師の囲い込みをしました。患者さんがふえれ

ば、看護師さんがいないと７対１が維持できません
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ので、そのような形の中で看護師の囲い込みがあり

ましたので、当初相当きつかったですけれども、７

対１が今度、国は患者さんの病状まで入り込みまし

たので、かなり７対１も厳しくなっているのではな

いかというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ５番今村委員。 

○５番（今村辰義君） お二人ともおられないとき

質問した件なのですけれども、人工透析の件で、先

ほど同僚議員のほうも、山川さんは非常に顔がきく

ということで、費用対効果もあるのですけれども、

医師と看護師専門のそれを上富良野町立病院に備え

て、そういったことができないかどうか。お二人か

ら過去に伺っているのですけれども、もう一度確認

するという意味で返答をお願いします。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（山川 護君） ５番今村委員の

御質問にお答えします。 

 基本的に病院側の立場として御説明申し上げま

す。 

 人工透析につきましては、一般に腎臓の先生か泌

尿器の先生が必要になってきます。それから、機械

が、臨床工学士といって、先生の指示のもと、血液

を抜いて浄化して入れる、これらの管理をする専門

の技術者がいます。それとそこに係る看護師がいる

ということで、病院的にいいますと、８０人以上の

患者さんがいないと全く不採算になるというデータ

が出ています。 

 よって、夕張なんかでも、夕張市立病院も平成１

９年に閉鎖したのですけれども、ここでは３３名の

患者さんがいましたけれども、やはり３３名でそれ

だけの専門スタッフと、また、人工透析そのものと

いうのは長時間かかります。その中においては、人

工透析している間は先生が常駐していなくてはいけ

ないということで、今、ちょっと偉そうな言い方を

しますと、医療界においては、人工透析部門という

のが相当昔から見ると単価も下がっていますので、

かなり厳しい状況になっていると思います。ある程

度の患者さんがいて、そこで先生も３人ほどいない

と回らないのではないかと。５時間とか６時間と

かってかかる方もいらっしゃいますし、仕事を終え

てから来られる方もいらっしゃるというふうに聞い

ておりますので、そういうような状況の中で、今、

町立病院の中では、医師の確保、専門技術員の確保

ということでは非常に難しいのではないかというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、議案第９号の

質疑を終了いたします。 

 以上で、本日の質疑を終了し、分科会による審査

意見書の作成を行いますので、一旦散会します。 

午前１１時１６分 散会  
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   上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の 

 

  正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

 

     平成２８年３月１４日 

 

 

   予算特別委員長    村 上 和 子 
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平成２８年上富良野町予算特別委員会会議録（第４号） 

 

平成２８年３月１５日（火曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 
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議案第 ５号 平成２８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 平成２８年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 
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議案第 ８号 平成２８年度上富良野町水道事業会計予算 

議案第 ９号 平成２８年度上富良野町病院事業会計予算 
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─────────────────────────────────────────────── 
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 町立病院事務長  山 川   護 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 
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 主 事         新 井 沙 季 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １３名） 

─────────────────── 

○委員長（村上和子君） おはようございます。 

 御出席、御苦労に存じます。 

 ただいまの出席委員は１３名であり、定足数に達

しておりますので、これより予算特別委員会第４日

目を開会します。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の審査日程について、事務局長から説明させ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 本日の審査日程につき

ましては、さきにお配りいたしました日程のとおり

進めてまいりますので、御了承願います。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） これより、平成２８年度

上富良野町各会計予算を一括して意見調整を行いま

す。 

 予算特別委員会審査意見（案）を事務局長に朗読

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 予算特別委員会意見書

（平成２８年度予算）（案）。 

 一般会計。 

 歳入。 

 １、ふるさと納税について。 

 自主財源を確保するために、町独自の手法を検討

すること。 

 歳出。 

 １、地域おこし協力隊について。 

 ジオパークの推進、観光振興において、費用対効

果が十分図られるように検討すること。 

 ２、十勝岳山麓ジオパークについて。 

 町民への周知を積極的に行い、認定に向けて多様

な取り組みに努めること。 

 ３、移住促進について。 

 （１）町のホームページの内容を充実し、あわせ

て準備住宅の整備を促進すること。 

 （２）総合戦略に基づき、長期にわたり相談でき

る体制を充実すること。 

 ４、学校閉鎖後の管理について。 

 適切な保守に努めること。 

 ５、児童の学校健診について。 

 各種健診内容の充実を図るとともに、色覚検査等

に対しては丁寧な対応を図られたい。 

 ラベンダーハイツ事業特別会計。 

 １、介護報酬の引き下げなどにより脆弱な財政運

営となっていることから、今後、安定した運営に努

力すること。 

 ２、施設について十分に計画性をもって整備を図

ること。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） これより、審査意見の調

整を行います。 

 一般会計予算から順に意見調整を行います。 

 まず、一般会計、ふるさと納税について、御意見

ありませんか。 

 このようなまとめでよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、次に、歳出の

１番目、地域おこし協力隊について。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 歳出のほうで、私は第１分

科会のほうなのですけれども、４番と５番に出し

た、がん検診についてと農産物加工施設についてと

いうのが削られておりますし、また、十勝岳地区の

飲料水についてというのも削られております。この

辺の削られた案についての分科長との話し合いとい

うのですか、その経過をちょっと説明していただき

たいと思います。それから１、２、３、４というふ

うに進んでいただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（村上和子君） わかりました。 

 昨日、各分科長、それから正副委員長と、それか

ら議長と入りましてまとめさせていただいたのです

が、がん検診、これも大変大切なことでございます

が、非常に努力をされて……（発言する者あり）そ

れで、今どうしてこれを外したのかということの御

質問ございましたので、がん検診も大変本当に大事

なことでございます。今は大変努力されていますの

で、そういったことで一生懸命取り組んでくださっ

ていますので、早期予防のところも意見として申し

上げましたし、そういったことで、意見書には出さ

ないということになったのですけれども。 

 それと十勝岳の飲料水について、供給に確保とあ

りましたけれども、供給に努めてほしいということ

で、これについては口頭で申し上げようかなという

ことでございます。 

 農産物加工施設のところでございますが、これ

も、あそこは根本的な修理が必要でございまして、

やっぱりあそこをなくすということにはならないと

思いますけれども、計画性をもってどんどん修理と

いうことにして、広げていくということにはならな

いだろうということと、一応、管理の予算１３５万

円ついておりますし、そういったことで、緊急性と

か全体の予算を考えた場合に、加工施設をなくすこ

とにはなりませんけれども、十分な、適切な維持管
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理をしてもらいたいということで答弁もしておりま

したので、そういったことで、今回、意見のまとめ

のときには上げてこなかったということでございま

す。御理解いただきたいと思います。 

 それでは、そういったことで、１番から入ってい

きたいと思います。 

 １番目の歳入、ふるさと納税については、これで

よろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それでは、２番の歳出、

地域おこし協力隊について。 

 こういったまとめでよろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それから、２番目の十勝

岳山麓ジオパークについて。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それでは、３番目の移住

促進について、１番目、こういった内容でよろしい

ですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ２番目、（２）。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ３番の（２）のところなの

ですけれども、長期にわたり相談できる体制を充実

することとあるのですけれども、今、定住・移住の

ほうの企画財政班のほうですごく一生懸命やってい

る努力はあるのですよね。だから、ここまで余りし

ていないような書き方をしてしまうと、これは

ちょっとやっぱり、ほかの意見書に対しても、そこ

ら辺の整合性をとるためにも、一生懸命やっている

部分に関しては意見は出さないというような、先ほ

どおっしゃったので、そこを鑑みると、この文章は

ちょっときついのではないかなというふうに考える

のですけれども、皆さんはどうでしょうか。 

○委員長（村上和子君） どのような文言がお考え

になりますか。いかがですか、今そういった御意見

ございましたが。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 具体的に見ますと、総合

窓口ということで相談だとかあるのですが、例えば

ここで述べられているのは、具体的に準備住宅に入

居して、その後、出た後の就職支援の問題、あるい

は具体的な家賃支援の問題だとか、こういう具体的

な政策に乏しいのではないかという形で、この中に

長期的な相談できる体制を充実してほしいという内

容になっているという経過がありますので、ここら

辺、ぜひ皆さん方、考慮していただいて協議してい

ただければいいかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ただいま、そういう御意

見いただきましたが、皆さん、この文言を少し変え

てはということでございますが。（「このままでい

いと思います」と呼ぶ者あり）このままでいいです

か。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ほかの方。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） 僕もそのままでいいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○委員長（村上和子君） ほかの方。 

 今お伺いしますと、このままでいいのではないか

という御意見が多いようでございます。このままに

させていただいてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それでは、そのようにさ

せていただきます。 

 次に、４番目、学校閉校後の管理について。こう

いったまとめでよろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 それでは、５番目、児童の学校健診について。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それでは、このように決

めさせていただきます。 

 それでは、一般会計全般について、ほかに何か御

意見があれば伺います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それでは、ないようです

ので、これで一般会計についての意見調整は終わり

ます。 

 次に、特別会計、ラベンダーハイツ事業予算につ

いて意見を調整いたしたいと思います。 

 １番目、このようなまとめでよろしいでしょう

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それでは、２番目。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） それでは、意見調整が終

わりましたので、平成２８年度上富良野町各会計予

算についての審査意見は、これで決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、平成２８年度上富良野町各会計予算に対

する審査意見は、ただいまの調整のとおりと決定し

ました。 

 これにて、全体での意見調整を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

 なお、再開は９時半といたします。 
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────────────────── 

午前 ９時１１分 休憩 

午前 ９時３０分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

 この後の予定を事務局長から説明いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） この後の予定でござい

ます。町長の所信表明ということで進めていただき

たいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） 暫時休憩いたします。 

────────────────── 

午前 ９時３０分 休憩 

午前 ９時３１分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

 理事者より所信表明の申し出がございますので、

発言を許します。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） 皆さん、おはようございま

す。 

 ただいま村上予算特別委員長のお許しを得まし

て、所信を表明させていただく機会をいただきまし

たことにお礼を申し上げる次第でございます。 

 先ほど、村上予算特別委員長並びに中澤副委員長

から、平成２８年度の予算につきます意見書を頂戴

したところでございます。本意見書を拝見させてい

ただき、また、お話を伺いましたが、それぞれ示さ

れました各御意見につきましては、私どもも平成２

８年に向けて非常に重要な課題であるというふうに

位置づけているところは、私どもと全く共通の思い

でございます。とりわけ、それぞれ項目に述べられ

ております内容につきましては、さらに私ども予算

執行の暁には、しっかりと精査を重ねながら、実効

の上がる事業展開を進めていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 いずれにいたしましても、今般、皆様方から賜り

ました御意見を見させていただいておりますが、皆

様の思いの中に、これからも町民が安心して暮らし

ていけるようなしっかりとした町をつくってほしい

と。さらに、今、地域創生が言われている中で、上

富良野の上富良野らしい魅力をしっかりと発信し

て、安心して暮らしていけるような、そして、活力

ある町をつくってくれというような思いがにじんで

いるというふうに受けとめているところでございま

す。加えて、口頭で御意見を賜りました十勝岳地区

の飲料水の確保等についても、これもまた上富良野

町にとっては大変大切な課題でございます。これら

しっかりと受けとめて、町民の皆さん方ともども安

心して暮らしていけるようなまちづくりにさらに意

を用いていかなければならないということを再認識

したところでございます。 

 この４日間にわたりまして、大変慎重に御審議い

ただき、また、大変温かい御意見を頂戴いたしまし

たこと、お礼申し上げ、平成２８年度各会計予算に

つきまして御議決賜りますよう心からお願い申し上

げまして、所信の表明とさせていただきたいと思い

ます。 

 大変ありがとうございました。 

○委員長（村上和子君） これより、議案ごとに討

論を行い、採決します。これに御異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案ごとに討論を行い、起立により採決

を行います。 

 これより、議案第１号平成２８年度上富良野町一

般会計予算の討論に入ります。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 私は、一般会計に対して

反対の立場から討論をしてまいります。 

 今、町民の暮らし、雇用などを守ることが非常に

重要になってきていると考えています。 

 今、地方の景気はなかなかよくならない。逆に悪

化傾向という状況になってきております。給与や年

金が上がらない、町民の暮らしが本当に疲弊して大

変になってきている現状があります。また、公共料

金等、暮らしに負担が大きくなってきている状況で

あります。 

 今回、上富良野町において、地方創生といいなが

ら、それにふさわしいような内容になっているの

か、また、町が魅力を発揮できるような内容になっ

ているのか、疑問を感じざるを得ません。 

 今、地方創生という形の中で、町が将来人口、２

０４０年までに約１万人程度を設定するという方向

性を打ち出しましたが、しかし、各予算を見ます

と、必ずしもそのふさわしい予算づけになっている

という状況ではありません。また同時に、各年度ご

との人口確保の見通しを見ても、それがどのように

確保されるのかという点でも不透明さがあると言わ

ざるを得ません。 

 今求められているのは、住民の暮らしを守る立場

の予算であります。確かに防災備品やがん予防、特

定健診、小規模基本法に基づく対策などを設置、予
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算化されておりますが、しかし、全体的に見ますと

総花的な予算と言わざるを得ません。 

 一つ目には、人口確保という点では、移住・定住

者に対する具体的な移住後の支援策が乏しいという

問題であります。 

 今、多くの自治体では、移住後の具体的な家賃支

援制度など、また、既存の若い世帯に対する持ち家

制度の促進など、具体的な対策をとるということが

上富良野町にも求められていると考えております。 

 また同時に、働く場所の確保という点では、企業

誘致や、あるいは福祉産業の育成などを通しなが

ら、明確なビジョンをしっかり持つということ、こ

れが町に足りないのではないでしょうか。 

 二つ目には、子育て支援という点では、医療費の

無料化、年齢拡大を引き上げるということ、保育料

の改定がされようとしていますが、確かに所得制限

の中で、多子世帯にかかわる部分について年齢制限

が撤廃されました。しかし、一方で、少子、一人っ

子に対する負担軽減策が適用されないという問題や

弱点を持っているということを上げざるを得ませ

ん。 

 そういう意味では、町が財政支援を行って、具体

的な保育料の負担軽減をする、中学校までの医療費

の無料化や指定ジャージの無償化、これを行って、

子育て世帯に対する負担軽減を実施するということ

が求められています。 

 また同時に、今、国は、この間、低所得者に対す

る給付制度を実施しましたが、しかし、これは一時

的なものであって、恒久的なものではないというこ

とを言わざるを得ません。 

 また同時に三つ目には、人事評価の問題では、今

後、町が導入しようとする人事評価は、将来、その

評価によって給与に反映されるという大きな問題を

残しています。 

 町は、導入する背景として組織の活性化を目的と

したものだと言っておりますが、しかし、組織の活

性化どころか、逆に組織を小さくして、職員の持て

る力を発揮させることができない。今、求められて

いるのは、職員の持てる力をきっちりと発揮できる

ような環境を整える、これが先決ではないでしょう

か。 

 また同時に、相変わらず自衛隊への研修制度を

行っています。今、自衛隊は、専守防衛から危険な

紛争地域に新たな形で踏み込もうとしている。私は

このことを考えたときに、職員の方をそういう組織

に、研修をやらすわけにはいきません。誤解を招か

ないためにも言っておきますが、自衛隊員やその個

人を憎くて言っているのではありません。私は、自

衛隊員もそんな危険な紛争地域にやらさないために

も、この立場から守る決意であります。 

 そういう意味から、私はこの研修制度を撤廃すべ

きだと考えております。 

 また、農業政策の問題では、確かに後継者支援制

度がありますが、しかし、今、アンケートの中に

も、支援体制、あるいはブランド化の強化などをう

たわれているという状況を考えたときに、しっかり

とした受け皿対策が見受けられないという点では、

大きな問題を残しているのではないでしょうか。こ

ういうきっちりとした受け皿対策を整えながら、支

援体制を強化するということが今必要になってきて

いると考えています。 

 また、四つ目には、国民健康保険税の引き下げ、

一般会計からの繰り入れを行って、安心して負担軽

減に、また医療に、治療に専念できる環境を整えて

こそ喜ばれるのではないでしょうか。総合戦略元年

といいながら、躍動とその鼓動すら感じられない、

町民に伝わらない予算では困るのではないでしょう

か。何をしているのかわからない、この予算では困

ります。今求められているのは、町民がこの上富良

野町で安心して生活できる環境整備、そして、地域

の魅力を発揮できるような環境整備をきちっと行う

こと、総合戦略の中にもうたわれているように安定

した雇用や新しい人の流れをつくる、若い世代の出

産や子育ての人たちが希望を持ってこの町に住み続

けられるような環境づくり、時代に合った地域づく

りという点でも、まだまだ十分とは言えません。 

 この立場から私は、今一般会計に対して反対討論

とさせていただきます。 

○委員長（村上和子君） 次に、本件に対する賛成

討論の発言を許します。 

 １番中澤良隆君。 

○１番（中澤良隆君） 私は、一般会計予算案に対

して賛成の立場から討論をいたします。 

 我が国は、かつて経験をしたことがない超高齢社

会と人口減少社会に立ち向かわなければなりませ

ん。 

 そのような中、平成２８年度は、地方創生が本格

的にスタートし、自治体、地域間の熾烈な競争が始

まります。知恵を絞り、汗をかくことが地方に求め

られ、まさしく住みたい、住み続けたいと思える上

富良野町をつくっていくことが、今、私たちが果た

さなければならない大きな役割であると考えており

ます。 

 国においては、新３本の矢により強い経済を実現

し、誰もが生きがいを持って充実した生活を送るこ

とができる１億総活躍の実現を目指し、積極予算を

編成しているところであります。 

 しかしながら、地方においては、地方税収の増が
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見込めず、財源の多くを地方交付税に依存している

状況から、財源確保には大変厳しいものがありま

す。 

 上富良野町においても同様の実態にあり、依然と

して厳しい財政状況下にあることは変わりありませ

ん。 

 そうした中で、本年度の当町の一般会計予算案

は、昨年度、当初費５.５％減の総額７１億２,５０

０万円で５年ぶりに前年度を下回る予算となってお

り、大型事業の上富良野小学校改築工事が完了した

ことなどが大きな要因となっております。 

 歳入においては、町税の伸びが見込まれず、さら

には、地方交付税においても一定の減額が避けられ

ない見通しから、各目的基金を支消し繰り入れが行

われ、将来に向けた健全財政の維持に力が注がれた

内容になっていると考えます。 

 一方、歳出面においては、町民を主役に据え、町

民の福祉の向上、町民の健康増進、また、本町経済

の柱である農業や商工業、観光の有機的な結びつき

をより強くするために、地域資源を生かした産業の

創出などにもさまざま配慮した予算措置が講じられ

ているものになっていると考えます。 

 具体的には、新規の取り組みとして、日の出公園

巡回路道路整備、健康増進を目的として新たに日本

脳炎を加えた予防接種事業の拡大、がん検診事業の

拡充などの予算措置がなされています。 

 さらには、平成２８年度は地方創生元年と言われ

ています。沈滞ムードが地方に漂う中、このような

年にまちおこしの起爆剤として、地域振興策とし

て、隣町の美瑛町とともにジオパーク推進事業に取

り組み、ジオパーク専門員の配置など、財政状況が

大変な中にありながらも、約１,１６０万円を投じ

て、平成２９年度中の認定を目指すという積極的姿

勢に心から敬意を表するものであります。平成２９

年度には、日本ジオパークの認定が晴れて受けるこ

とができることを切に期待をするところでありま

す。 

 以上のことから、限られた財源の中で、今後の健

全財政の確立に向けての課題もありますが、長期的

視点に立った第５次総合計画、総合戦略、農業・農

村振興実践プラン、商業振興計画、観光振興計画、

健康かみふらの２１計画を初めとする各種個別計画

の着実な推進に向けての取り組み、さらには、人口

減少社会において、将来人口１万人確保という命題

の達成を目指すなど、私が考える予算編成の基本的

視点である長期的な観点に立っているか、選択と集

中が図られているか、経常経費の節減が図られてい

るか、経済効果の検討が進められた予算編成になっ

ているかなどを総合的に判断すると、地方創生元年

において、ある程度評価すべき予算編成になってい

ると考えるところであります。 

 平成２９年は開基１２０年という節目の年を迎え

ます。上富良野町が次世代に向けてさらなる発展を

遂げ、将来にわたり住み続けたいと思える町として

実感できる１年になることを切に願い、私の賛成討

論といたします。 

○委員長（村上和子君） 次に、本件に対する反対

討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第１号平成２８年度上富良野町一

般会計予算を起立により採決します。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２号平成２８年度上富良野町国民健

康保険特別会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第２号平成２８年度上富良野町国

民健康保険特別会計予算を起立により採決します。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号平成２８年度上富良野町後期高

齢者医療特別会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第３号平成２８年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計予算を起立により採決しま

す。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号平成２８年度上富良野町介護保

険特別会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第４号平成２８年度上富良野町介

護保険特別会計予算を起立により採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号平成２８年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第５号平成２８年度上富良野町ラ

ベンダーハイツ事業特別会計予算を起立により採決

いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号平成２８年度上富良野町簡易水

道事業特別会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第６号平成２８年度上富良野町簡

易水道事業特別会計予算を起立により採決します。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号平成２８年度上富良野町公共下

水道事業特別会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第７号平成２８年度上富良野町公

共下水道事業特別会計予算を起立により採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号平成２８年度上富良野町水道事

業会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第８号平成２８年度上富良野町水

道事業会計予算を起立により採決します。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号平成２８年度上富良野町病院事

業会計予算の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） ないようですので、これ

をもって討論を終了します。 

 これより、議案第９号平成２８年度上富良野町病

院事業会計予算を起立により採決します。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の予算審査報告書の内容については、委

員長及び副委員長に御一任願いたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本委員会の予算審査報告書の内容につい

ては、委員長及び副委員長に一任されました。 

 以上をもって、本委員会に付託されました案件の

審議は全部終了しました。 

 予算特別委員会の終わりに当たりまして、一言御

挨拶申し上げます。 

 予算特別委員会を閉会するに当たり、一言御挨拶

申し上げます。 

 本委員会は、３月２日の本会議で付託されました

平成２８年度各会計予算案を慎重かつ熱心に審議し

ていただきまして、本日をもって審査を終了しまし

たことは、委員各位の御協力によるものでありまし

て、厚く御礼申し上げます。 

 各会計とも原案どおり可決すべきものと委員会で

は決定したところでありますが、審査の過程で出さ
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れた委員の議論、貴重な意見など、町長以下の執行

機関においては、行政の執行に当たり、委員会での

議論、意見に対しまして最も効果のあるやり方を考

えて予算の執行に当たられることを強く望むもので

あります。 

 ４日間にわたりまして予算案の審査に当たられま

した委員各位の御労苦に感謝し、御協力いただきま

したことに厚く御礼申し上げまして、閉会の御挨拶

とさせていただきます。 

 本当にどうもありがとうございました。 

 これをもって、予算特別委員会を閉会します。 

午前 ９時５８分 閉会  
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